
教科 国語　　　 学年 　　第６学年

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

自分に質問してみよう

2
（話す聞く

2）

◇自分のことを客観的に捉えて話す。

△言葉には，相手とのつながりをつくる働きがあることに気付くこと。　⇒◎知技(1)ア

◇目的や意図に応じて，日常生活の中から話題を決め，集めた材料を分類したり関係付けたりして，伝え合う内容を検討すること。

⇒◎思判表A(1)ア

◇話の内容が明確になるように，事実と感想，意見とを区別するなど，話の構成を考えること。　⇒思判表A(1)イ

◇資料を活用するなどして，自分の考えが伝わるように表現を工夫すること。　⇒思判表A(1)ウ

◇意見や提案など自分の考えを話したり，それらを聞いたりする活動。　⇒思判表A(2)ア

◎【知技】言葉には，相手とのつながりを

つくる働きがあることに気付いている。

（〔知識及び技能〕(1)ア）

◎【思判表】「話すこと・聞くこと」におい

て，目的や意図に応じて，日常生活の中

から話題を決め，集めた材料を分類した

り関係付けたりして，伝え合う内容を検

討している。（〔思考力，判断力，表現力

等〕Ａア）

【態度】積極的に自分のことを客観的に

捉え，今までの学習を生かして質問に

ついて考えようとしている。

風景　純銀もざいく

1

□繰り返しの響きや意味に気をつけて音読し，言葉の意味を考える。

△思考に関わる語句の量を増し，話や文章の中で使うとともに，語句と語句との関係，語句の構成や変化について理解し，語彙を豊

かにすること。また，語感や言葉の使い方に対する感覚を意識して，語や語句を使うこと。　⇒◎知技(1)オ

△比喩や反復などの表現の工夫に気付くこと。⇒知技(1)ク

△文章を音読したり朗読したりすること。　⇒◎知技(1)ケ

□登場人物の相互関係や心情などについて，描写を基に捉えること。　⇒思判表C(1)イ

□人物像や物語などの全体像を具体的に想像したり，表現の効果を考えたりすること。　⇒◎思判表C(1)エ

□文章を読んでまとめた意見や感想を共有し，自分の考えを広げること。　⇒思判表C(1)カ

□詩や物語，伝記などを読み，内容を説明したり，自分の生き方などについて考えたことを伝え合ったりする活動。　⇒思判表C(2)イ

◎【知技】思考に関わる語句の量を増し，

語句と語句との関係，語句の構成や変化

について理解し，語彙を豊かにしている。

（〔知識及び技能〕(1)オ）

◎【知技】文章を音読したり朗読したりし

ている。（〔知識及び技能〕(1)ケ）

◎【思判表】人物像や物語などの全体像

を具体的に想像したり，表現の効果を考

えたりすること。　⇒◎思判表C(1)エ

【態度】進んで言葉の意味を考え，繰り

返しの響きや意味に気をつけて音読し

ようとしている。

あの坂をのぼれば
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□言葉の意味に気をつけて音読し，言葉の意味を考える。

△文の中での語句の係り方や語順，文と文との接続の関係，話や文章の構成や展開，話や文章の種類とその特徴について理解す

ること。　⇒◎知技(1)カ

△思考に関わる語句の量を増し，話や文章の中で使うとともに，語句と語句との関係，語句の構成や変化について理解し，語彙を豊

かにすること。また，語感や言葉の使い方に対する感覚を意識して，語や語句を使うこと。　⇒知技(1)オ

△文章を音読したり朗読したりすること。　⇒知技(1)ケ

□登場人物の相互関係や心情などについて，描写を基に捉えること。　⇒思判表C(1)イ

□人物像や物語などの全体像を具体的に想像したり，表現の効果を考えたりすること。　⇒◎思判表C(1)エ

□文章を読んで理解したことに基づいて，自分の考えをまとめること。　⇒思判表C(1)オ

□文章を読んでまとめた意見や感想を共有し，自分の考えを広げること。　⇒思判表C(1)カ

□詩や物語，伝記などを読み，内容を説明したり，自分の生き方などについて考えたことを伝え合ったりする活動。　⇒思判表C(2)イ

◎【知技】文の中での語句の係り方や語

順，文と文との接続の関係，話や文章の

構成や展開，話や文章の種類とその特

徴について理解している。（〔知識及び技

能〕(1)カ）

◎【思判表】「読むこと」において，人物像

や物語などの全体像を具体的に想像し

たり，表現の効果を考えたりしている。

（〔思考力，判断力，表現力等〕Ｃエ）

【態度】進んで言葉の意味を考え，学習

の見通しをもって音読しようとしている。

図に表して考えよう

3
(書く3)

■考えや意見を図に書いてまとめる。

△思考に関わる語句の量を増し，話や文章の中で使うとともに，語句と語句との関係，語句の構成や変化について理解し，語彙を豊

かにすること。また，語感や言葉の使い方に対する感覚を意識して，語や語句を使うこと。　⇒知技(1)オ

△情報と情報との関係付けの仕方，図などによる語句と語句との関係の表し方を理解し使うこと。　⇒◎知技(2)イ

■目的や意図に応じて，感じたことや考えたことなどから書くことを選び，集めた材料を分類したり関係付けたりして，伝えたいことを明

確にすること。　⇒◎思判表B(1)ア

■目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりするとともに，事実と感想，意見とを区別して書いたりするなど，自分の考えが伝

わるように書き表し方を工夫すること。　⇒思判表B(1)ウ

■事象を説明したり意見を述べたりするなど，考えたことや伝えたいことを書く活動。　⇒思判表B(2)ア

☆全ての学習：ノート作りに活用できる。

◎【知技】情報と情報との関係付けの仕

方，図などによる語句と語句との関係の

表し方を理解し使っている。（〔知識及び

技能〕(2)イ）

◎【思判表】「書くこと」において，目的や

意図に応じて，感じたことや考えたことな

どから書くことを選び，集めた材料を分類

したり関係付けたりして，伝えたいことを

明確にしている。（〔思考力，判断力，表

現力等〕Ｂア）

【態度】粘り強く伝えたいことを明確にし

ようとし，学習の見通しをもって考えや

意見を図に書いてまとめようとしている。

一 筆者のものの見方や感
じ方などにふれ，随筆に親
しもう
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（書く6）

△■自分に重ねながら随筆を読み，それを参考に，自分のものの見方や考え方を深め，経験したことなどを表現を工夫して書く。

春はあけぼの

3
（書く1）

△『枕草子』の文章にふれ，リズムや響きを味わいながら音読し，『枕草子』ふうの文章を書く。

△文や文章の中で漢字と仮名を適切に使い分けるとともに，送り仮名や仮名遣いに注意して正しく書くこと。　⇒知技(1)ウ

△思考に関わる語句の量を増し，話や文章の中で使うとともに，語句と語句との関係，語句の構成や変化について理解し，語彙を豊

かにすること。また，語感や言葉の使い方に対する感覚を意識して，語や語句を使うこと。　⇒知技(1)オ

△親しみやすい古文や漢文，近代以降の文語調の文章を音読するなどして，言葉の響きやリズムに親しむこと。　⇒◎知技(3)ア

△古典について解説した文章を読んだり作品の内容の大体を知ったりすることを通して，昔の人のものの見方や感じ方を知ること。

⇒知技(3)イ

◎【知技】親しみやすい古文や漢文，近

代以降の文語調の文章を音読するなどし

て，言葉の響きやリズムに親しんでいる。

（〔知識及び技能〕(3)ア）

◎【思判表】「書くこと」において，目的や

意図に応じて，感じたことや考えたことな

どから書くことを選び，集めた材料を分類

したり関係付けたりして，伝えたいことを

明確にしている。（〔思考力，判断力，表

現力等〕Ｂア）

◎【思判表】「読むこと」において，文章を

読んでまとめた意見や感想を共有し，自

分の考えを広げている。（〔思考力，判断

力，表現力等〕Ｃカ）

【態度】進んで語感や言葉の使い方に

対する感覚を意識し，学習の見通しを

もって『枕草子』ふうの文章を書こうとし

ている。

薫風
「迷う」

3

□筆者のものの見方や感じ方などに触れ，随筆に親しむ。

△文の中での語句の係り方や語順，文と文との接続の関係，話や文章の構成や展開，話や文章の種類とその特徴について理解す

ること。　⇒◎知技(1)カ

△思考に関わる語句の量を増し，話や文章の中で使うとともに，語句と語句との関係，語句の構成や変化について理解し，語彙を豊

かにすること。また，語感や言葉の使い方に対する感覚を意識して，語や語句を使うこと。　⇒知技(1)オ

□事実と感想，意見などとの関係を叙述を基に押さえ，文章全体の構成を捉えて要旨を把握すること。　⇒◎思判表C(1)ア

□目的に応じて，文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付けたり，論の進め方について考えたりすること。　⇒◎思判

表C(1)ウ

□人物像や物語などの全体像を具体的に想像したり，表現の効果を考えたりすること。　⇒思判表C(1)エ

□文章を読んで理解したことに基づいて，自分の考えをまとめること。　⇒思判表C(1)オ

□文章を読んでまとめた意見や感想を共有し，自分の考えを広げること。　⇒思判表C(1)カ

◎【知技】文の中での語句の係り方や語

順，文と文との接続の関係，話や文章の

構成や展開，話や文章の種類とその特

徴について理解している。（〔知識及び技

能〕(1)カ）

◎【思判表】「読むこと」において，事実と

感想，意見などとの関係を叙述を基に押

さえ，文章全体の構成を捉えて要旨を把

握している。（〔思考力，判断力，表現力

等〕Ｃア）

◎【思判表】「読むこと」において，目的に

応じて，文章と図表などを結び付けるな

どして必要な情報を見付けたり，論の進

め方について考えたりしている。（〔思考

力，判断力，表現力等〕Ｃウ）

【態度】積極的に随筆の特徴について

理解し，今までの学習を生かして，者の

ものの見方や感じ方などに触れ，随筆

に親しもうとしている。

随筆を書こう

5
(書く5)

■心を動かされたできごとから書く事柄を決め，随筆を書く。

△話し言葉と書き言葉との違いに気付くこと。　⇒知技(1)イ

△思考に関わる語句の量を増し，話や文章の中で使うとともに，語句と語句との関係，語句の構成や変化について理解し，語彙を豊

かにすること。また，語感や言葉の使い方に対する感覚を意識して，語や語句を使うこと。　⇒◎知技(1)オ

△文の中での語句の係り方や語順，文と文との接続の関係，話や文章の構成や展開，話や文章の種類とその特徴について理解す

ること。　⇒知・技能(1)カ

△比喩や反復などの表現の工夫に気付くこと。　⇒◎知技(1)ク

■目的や意図に応じて，感じたことや考えたことなどから書くことを選び，集めた材料を分類したり関係付けたりして，伝えたいことを明

確にすること。　⇒◎思判表B(1)ア

■筋道の通った文章となるように，文章全体の構成や展開を考えること。　⇒◎思判表B(1)イ

■目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりするとともに，事実と感想，意見とを区別して書いたりするなど，自分の考えが伝

わるように書き表し方を工夫すること。　⇒思判表B(1)ウ

■引用したり，図表やグラフなどを用いたりして，自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫すること。　⇒思判表B(1)エ

■文章全体の構成や書き表し方などに着目して，文や文章を整えること。　⇒思判表B(1)オ

■文章全体の構成や展開が明確になっているかなど，文章に対する感想や意見を伝え合い，自分の文章のよいところを見付けるこ

と。　⇒思判表B(1)カ

■事実や経験を基に，感じたり考えたりしたことや自分にとっての意味について文章に書く活動。　⇒思判表B(2)ウ

☆総合的な学習の時間など：卒業文集を作成するときに活用できる。

◎【知技】思考に関わる語句の量を増し，

文章の中で使っているとともに，語句と語

句との関係，語句の構成や変化について

理解し，語彙を豊かにしている。また，語

感や言葉の使い方に対する感覚を意識し

て，語や語句を使っている。（〔知識及び

技能〕(1)オ）

◎【知技】比喩や反復などの表現の工夫

に気付いている。（〔知識及び技能〕 (1)

ク）

◎【思判表】「書くこと」において，目的や

意図に応じて，感じたことや考えたことな

どから書くことを選び，集めた材料を分類

したり関係付けたりして，伝えたいことを

明確にしている。（〔思考力，判断力，表

現力等〕Ｂア）

◎【思判表】「書くこと」において，筋道の

通った文章となるように，文章全体の構

成や展開を考えている。（〔思考力，判断

力，表現力等〕Ｂイ）

【態度】積極的に随筆の特徴について理

解し，学習課題に沿って心を動かされた

できごとから書く事柄を決め，随筆を書こ

うとしている。

◎【思判表】「書くこと」において，目的や

意図に応じて，感じたことや考えたことな

どから書くことを選び，集めた材料を分類

したり関係付けたりして，伝えたいことを

明確にしている。（〔思考力，判断力，表

現力等〕Ｂア）

◎【思判表】「書くこと」において，筋道の

通った文章となるように，文章全体の構

成や展開を考えている。（〔思考力，判断

力，表現力等〕Ｂイ）

態度】積極的に随筆の特徴について理

解し，学習課題に沿って心を動かされた

できごとから書く事柄を決め，随筆を書

こうとしている。

漢字の広場　①
三字以上の熟語の構成

1

△三字以上の熟語の構成について理解を深め，由来に関心をもつ。

△第５学年及び第６学年の各学年においては，学年別漢字配当表の当該学年までに配当されている漢字を読むこと。また，当該学

年の前の学年までに配当されている漢字を書き，文や文章の中で使うとともに，当該学年に配当されている漢字を漸次書き，文や文

章の中で使うこと。　⇒知技(1)エ

△思考に関わる語句の量を増し，話や文章の中で使うとともに，語句と語句との関係，語句の構成や変化について理解し，語彙を豊

かにすること。また，語感や言葉の使い方に対する感覚を意識して，語や語句を使うこと。　⇒◎知技(1)オ

◎【知技】思考に関わる語句の量を増し，

文章の中で使っているとともに，語句と語

句との関係，語句の構成や変化について

理解し，語彙を豊かにしている。また，語

感や言葉の使い方に対する感覚を意識し

て，語や語句を使っている。（〔知識及び

技能〕(1)オ）

【態度】積極的に前学年や当該学年で

配当されている漢字を文や文章の中で

使い，学習の見通しをもって熟語の由

来に関心をもち調べようとしている。

漢字の広場　①
五年生で学んだ漢字　①

1
(書く1)

△絵を見て想像したことをもとに，５年生で学んだ漢字などを使って文を作り，書く。

△文や文章の中で漢字と仮名を適切に使い分けるとともに，送り仮名や仮名遣いに注意して正しく書くこと。　⇒知技(1)ウ

△第５学年及び第６学年の各学年においては，学年別漢字配当表の当該学年までに配当されている漢字を読むこと。また，当該学

年の前の学年までに配当されている漢字を書き，文や文章の中で使うとともに，当該学年に配当されている漢字を漸次書き，文や文

章の中で使うこと。　⇒◎知技(1)エ

■筋道の通った文章となるように，文章全体の構成や展開を考えること。　⇒◎思判表B(1)イ

■文章全体の構成や展開が明確になっているかなど，文章に対する感想や意見を伝え合い，自分の文章のよいところを見付けるこ

と。　⇒思判表B(1)カ

■事象を説明したり意見を述べたりするなど，考えたことや伝えたいことを書く活動。　⇒思判表B(2)ア

◎【知技】前学年や当該学年で配当され

ている漢字を文や文章の中で使ってい

る。（〔知識及び技能〕(1)エ）

◎【思判表】「書くこと」において，筋道の

通った文章となるように，文章全体の構

成や展開を考えている。（〔思考力，判断

力，表現力等〕Ｂイ）

【態度】積極的に前学年や当該学年で

配当されている漢字を使い，学習課題

に沿って，教科書の絵を説明する文を

書こうとしている。

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準



二 筆者の考えを読み，説
明の仕方の特徴をとらえよ
う 5

（書く2）

□■雪エネルギーの利用に対する筆者の主張と取り上げた事例の関係，残された課題などを検討しながら読み，筆者の説明の仕方

や雪エネルギーの利用について考えをまとめる。

雪は新しいエネルギー

5（書く2）

△文や文章の中で漢字と仮名を適切に使い分けるとともに，送り仮名や仮名遣いに注意して正しく書くこと。　⇒知技(1)ウ

△思考に関わる語句の量を増し，話や文章の中で使うとともに，語句と語句との関係，語句の構成や変化について理解し，語彙を豊

かにすること。また，語感や言葉の使い方に対する感覚を意識して，語や語句を使うこと。　⇒知技(1)オ

△原因と結果など情報と情報との関係について理解すること。　⇒知技(2)ア

△情報と情報との関係付けの仕方，図などによる語句と語句との関係の表し方を理解し使うこと。　⇒◎知技(2)イ

◎【知技】情報と情報との関係付けの仕

方，語句と語句との関係の表し方を理解

し使っている。（〔知識及び技能〕(2)イ）

◎【思判表】「書くこと」において，目的や

意図に応じて簡単に書いたり詳しく書い

たりしているとともに，事実と感想， 意見

とを区別して書いたりしているなど，自分

の考えが伝わるように書き表し方を工夫

している。（〔思考力，判断力，表現力

等〕Ｂウ）

◎【思判表】「読むこと」において，事実と

感想，意見などとの関係を叙述を基に押

さえ，文章全体の構成を捉えて要旨を把

握している。（〔思考力，判断力，表現力

等〕Ｃア）

◎【思判表】「読むこと」において，目的に

応じて，文章と図表などを結び付けるな

どして必要な情報を見付けたり，論の進

め方について考えたりしている。（〔思考

力，判断力，表現力等〕Ｃウ）

態度】積極的に雪エネルギーの利用に

対する筆者の主張と取り上げた事例の

関係，残された課題などを検討し，今ま

での学習を生かして，筆者の説明の仕

方や雪エネルギーの利用について考え

をまとめようとしている。

主語と述語の対応をみる

2

△主語と述語の対応を確認して，文のねじれに気づき，正しく直す。

△文の中での語句の係り方や語順，文と文との接続の関係，話や文章の構成や展開，話や文章の種類とその特徴について理解す

ること。　⇒◎知技(1)カ

◎【知技】文の中での語句の係り方や語

順，文と文との接続の関係，話や文章の

構成や展開，話や文章の種類とその特

徴について理解している。（〔知識及び技

能〕(1)カ）

【態度】積極的に主語と述語の対応につ

いて理解し，今までの学習を生かして，

文のねじれに気づき，正しく直そうとして

いる。

三　立場を決めて，主張を
明確にしよう 10

（話す聞く
6，書く4）

◇■立場や意見をはっきりさせて話し合ったり，パンフレットを作成して伝えたりする。

地域の防災について話し合
おう

6
（話す聞く

6）

◇意見の違いを大事にしながら話し合い，考えを深める。

△思考に関わる語句の量を増し，話や文章の中で使うとともに，語句と語句との関係，語句の構成や変化について理解し，語彙を豊

かにすること。また，語感や言葉の使い方に対する感覚を意識して，語や語句を使うこと。　⇒◎知技(1)オ

△日常よく使われる敬語を理解し使い慣れること。　⇒知技(1)キ

◇目的や意図に応じて，日常生活の中から話題を決め，集めた材料を分類したり関係付けたりして，伝え合う内容を検討すること。

⇒思判表A(1)ア

◇話の内容が明確になるように，事実と感想，意見とを区別するなど，話の構成を考えること。　⇒思判表A(1)イ

◇資料を活用するなどして，自分の考えが伝わるように表現を工夫すること。　⇒思判表A(1)ウ

◇話し手の目的や自分が聞こうとする意図に応じて，話の内容を捉え，話し手の考えと比較しながら，自分の考えをまとめること。　⇒

思判表A(1)エ

◇互いの立場や意図を明確にしながら計画的に話し合い，考えを広げたりまとめたりすること。　⇒◎思判表A(1)オ

◎【知技】思考に関わる語句の量を増し，

語句と語句との関係，語句の構成や変化

について理解し，語彙を豊かにしている。

（〔知識及び技能〕(1)オ）

◎【思判表】「話すこと・聞くこと」におい

て，互いの立場や意図を明確にしながら

計画的に話し合い，考えを広げたりまと

めたりしている。（〔思考力，判断力，表

現力等〕Ａオ）

【態度】粘り強く意見の違いを大事にし

ながら話し合い,学習の見通しをもって

考えを深めようとしている。

パンフレットで知らせよう

4
(書く4)

■相手や目的に応じて内容や構成を考え，パンフレットを作る。

△話し言葉と書き言葉との違いに気付くこと。　⇒知技(1)イ

△文の中での語句の係り方や語順，文と文との接続の関係，話や文章の構成や展開，話や文章の種類とその特徴について理解す

ること。　⇒知技(1)カ

△情報と情報との関係付けの仕方，図などによる語句と語句との関係の表し方を理解し使うこと。　⇒◎知技(2)イ

■目的や意図に応じて，感じたことや考えたことなどから書くことを選び，集めた材料を分類したり関係付けたりして，伝えたいことを明

確にすること。　⇒思判表B(1)ア

■筋道の通った文章となるように，文章全体の構成や展開を考えること。　⇒◎思判表B(1)イ

■目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりするとともに，事実と感想，意見とを区別して書いたりするなど，自分の考えが伝

わるように書き表し方を工夫すること。　⇒◎思判表B(1)ウ

■引用したり，図表やグラフなどを用いたりして，自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫すること。　⇒◎思判表B(1)エ

■文章全体の構成や書き表し方などに着目して，文や文章を整えること。　⇒◎思判表B(1)オ

■文章全体の構成や展開が明確になっているかなど，文章に対する感想や意見を伝え合い，自分の文章のよいところを見付けるこ

と。　⇒思判表B(1)カ

◎【知技】情報と情報との関係付けの仕

方，図などによる語句と語句との関係の

表し方を理解し使っている。（〔知識及び

技能〕(2)イ）

◎【思判表】「書くこと」において，筋道の

通った文章となるように，文章全体の構

成や展開を考えている。（〔思考力，判断

力，表現力等〕Ｂイ）

◎【思判表】「書くこと」において，目的や

意図に応じて簡単に書いたり詳しく書い

たりしているとともに，事実と感想， 意見

とを区別して書いたりしているなど，自分

の考えが伝わるように書き表し方を工夫

している。（〔思考力，判断力，表現力

等〕Ｂウ）

◎【思判表】「書くこと」において，引用し

たり，図表やグラフなどを用いたりして，

自分の考えが伝わるように書き表し方を

工夫している。（〔思考力，判断力，表現

力等〕Ｂエ）

◎【思判表】「書くこと」において，文章全

体の構成や書き表し方などに着目して，

文や文章を整えている。（〔思考力，判断

力，表現力等〕Ｂオ）

【態度】積極的に相手や目的に応じて内

容や構成を考え，学習課題に沿ってパ

ンフレットを作ろうとしている。

雨

1
(書く1)

△「雨」を扱った言語表現を集める。

△語句の由来などに関心をもつとともに，時間の経過による言葉の変化や世代による言葉の違いに気付き，共通語と方言との違いを

理解すること。また，仮名及び漢字の由来，特質などについて理解すること。　⇒◎知技(3)ウ

■目的や意図に応じて，感じたことや考えたことなどから書くことを選び，集めた材料を分類したり関係付けたりして，伝えたいことを明

確にすること。　⇒思判表B(1)ア

■短歌や俳句をつくるなど，感じたことや想像したことを書く活動。　⇒思判表B(2)イ

◎【知技】語句の由来などに関心をもって

いるとともに，時間の経過による言葉の

変化や世代による言葉の違いに気付き，

共通語と方言との違いを理解している。ま

た，仮名及び漢字の由来，特質などにつ

いて理解している。（〔知識及び技能〕(3)

ウ）

【思判表】「書くこと」において，目的や意

図に応じて，感じたことや考えたことなど

から書くことを選び，集めた材料を分類し

たり関係付けたりして，伝えたいことを明

確にしている。（〔思考力，判断力，表現

力等〕Ｂア）

【態度】粘り強く「雨」を扱った言語表現

を集め，学習の見通しをもって「言葉

ノート」を作ろうとしている。

世代による言葉のちがい

2

△世代による言葉遣いの違いについて理解し，相手や場面に応じて適切な言葉を選んで使うことができるようにする。

△言葉には，相手とのつながりをつくる働きがあることに気付くこと。　⇒知技(1)ア

△語句の由来などに関心をもつとともに，時間の経過による言葉の変化や世代による言葉の違いに気付き，共通語と方言との違いを

理解すること。また，仮名及び漢字の由来，特質などについて理解すること。　⇒◎知技(3)ウ

◇互いの立場や意図を明確にしながら計画的に話し合い，考えを広げたりまとめたりすること。　⇒思判表A(1)オ

◇インタビューなどをして必要な情報を集めたり，それらを発表したりする活動。　⇒思判表A(2)イ

◎【知技】語句の由来などに関心をもって

いるとともに，時間の経過による言葉の

変化や世代による言葉の違いに気付き，

共通語と方言との違いを理解している。ま

た，仮名及び漢字の由来，特質などにつ

いて理解している。（〔知識及び技能〕(3)

ウ）

【思判表】「話すこと・聞くこと」において，

互いの立場や意図を明確にしながら計

画的に話し合い，考えを広げたりまとめ

たりしている。（〔思考力，判断力，表現

力等〕Ａオ）

【態度】積極的に世代による言葉遣いの

違いについて理解し，学習課題に沿っ

て相手や場面に応じて適切な言葉を選

んで使おうとしている。

漢字の広場　②
複数の意味をもつ漢字

1

△複数の意味をもつ漢字が構成する熟語の意味に関心をもつ。

△第５学年及び第６学年の各学年においては，学年別漢字配当表の当該学年までに配当されている漢字を読むこと。また，当該学

年の前の学年までに配当されている漢字を書き，文や文章の中で使うとともに，当該学年に配当されている漢字を漸次書き，文や文

章の中で使うこと。　⇒知技(1)エ

△語句の由来などに関心をもつとともに，時間の経過による言葉の変化や世代による言葉の違いに気付き，共通語と方言との違いを

理解すること。また，仮名及び漢字の由来，特質などについて理解すること。　⇒◎知技(3)ウ

◎【知技】語句の由来などに関心をもって

いるとともに，時間の経過による言葉の

変化や世代による言葉の違いに気付き，

共通語と方言との違いを理解している。ま

た，仮名及び漢字の由来，特質などにつ

いて理解している。（〔知識及び技能〕(3)

ウ）

【態度】積極的に前学年や当該学年で

配当されている漢字を文や文章の中で

使い，学習の見通しをもって複数の意

味をもつ漢字が構成する熟語の意味を

考えようとしている。

漢字の広場　②
複数の意味をもつ漢字

1

△複数の意味をもつ漢字が構成する熟語の意味に関心をもつ。

△第５学年及び第６学年の各学年においては，学年別漢字配当表の当該学年までに配当されている漢字を読むこと。また，当該学

年の前の学年までに配当されている漢字を書き，文や文章の中で使うとともに，当該学年に配当されている漢字を漸次書き，文や文

章の中で使うこと。　⇒知技(1)エ

△語句の由来などに関心をもつとともに，時間の経過による言葉の変化や世代による言葉の違いに気付き，共通語と方言との違いを

理解すること。また，仮名及び漢字の由来，特質などについて理解すること。　⇒◎知技(3)ウ

◎【知技】語句の由来などに関心をもって

いるとともに，時間の経過による言葉の

変化や世代による言葉の違いに気付き，

共通語と方言との違いを理解している。ま

た，仮名及び漢字の由来，特質などにつ

いて理解している。（〔知識及び技能〕(3)

ウ）

【態度】積極的に前学年や当該学年で

配当されている漢字を文や文章の中で

使い，学習の見通しをもって複数の意

味をもつ漢字が構成する熟語の意味を

考えようとしている。

漢字の広場　②
五年生で学んだ漢字　②

1
(書く1)

△絵を見て想像したことをもとに，５年生で学んだ漢字などを使って文を作り，書く。

△文や文章の中で漢字と仮名を適切に使い分けるとともに，送り仮名や仮名遣いに注意して正しく書くこと。　⇒知技(1)ウ

△第５学年及び第６学年の各学年においては，学年別漢字配当表の当該学年までに配当されている漢字を読むこと。また，当該学

年の前の学年までに配当されている漢字を書き，文や文章の中で使うとともに，当該学年に配当されている漢字を漸次書き，文や文

章の中で使うこと。　⇒◎知技(1)エ

■筋道の通った文章となるように，文章全体の構成や展開を考えること。　⇒◎思判表B(1)イ

■文章全体の構成や展開が明確になっているかなど，文章に対する感想や意見を伝え合い，自分の文章のよいところを見付けるこ

と。　⇒思判表B(1)カ

■事象を説明したり意見を述べたりするなど，考えたことや伝えたいことを書く活動。　⇒思判表B(2)ア

◎【知技】前学年や当該学年で配当され

ている漢字を文や文章の中で使ってい

る。（〔知識及び技能〕(1)エ）

◎【思判表】「書くこと」において，筋道の

通った文章となるように，文章全体の構

成や展開を考えている。（〔思考力，判断

力，表現力等〕Ｂイ）

【態度】積極的に前学年や当該学年で

配当されている漢字を使い，学習課題

に沿って，教科書の絵を説明する文を

書こうとしている。

四　すぐれた表現の効果を
考えて，登場人物の心情を
読もう

7
（話す聞く

2）

□優れた表現を味わいながら，人物の心情を読み，優れた表現についての感想を話し合う。



川とノリオ △比喩や反復などの表現の工夫に気付くこと。　⇒◎知技(1)ク

△文章を音読したり朗読したりすること。　⇒◎知技(1)ケ

△文の中での語句の係り方や語順，文と文との接続の関係，話や文章の構成や展開，話や文章の種類とその特徴について理解す

ること。　⇒　知技(1)カ

◇目的や意図に応じて，日常生活の中から話題を決め，集めた材料を分類したり関係付けたりして，伝え合う内容を検討すること。

⇒思判表A(1)ア

◇互いの立場や意図を明確にしながら計画的に話し合い，考えを広げたりまとめたりすること。　⇒思判表A(1)オ

□登場人物の相互関係や心情などについて，描写を基に捉えること。　⇒◎思判表C(1)イ

□人物像や物語などの全体像を具体的に想像したり，表現の効果を考えたりすること。　⇒◎思判表C(1)エ

□文章を読んで理解したことに基づいて，自分の考えをまとめること。　⇒思判表C(1)◎オ

□文章を読んでまとめた意見や感想を共有し，自分の考えを広げること。　⇒思判表C(1)◎カ

◇意見や提案など自分の考えを話したり，それらを聞いたりする活動。　⇒思判表A(2)ア

□詩や物語，伝記などを読み，内容を説明したり，自分の生き方などについて考えたことを伝え合ったりする活動。　⇒思判表C(2)イ

☆道徳：物語の読みをとおして，生命がかけがえのないものであることを知り，自他の生命を尊重しようとする。

◎【知技】比喩や反復などの表現の工夫

に気付いている。（〔知識及び技能〕(1)

ク）

◎【知技】文章を音読している。（〔知識及

び技能〕(1)ケ）

【思判表】「話すこと・聞くこと」において，

互いの立場や意図を明確にしながら計

画的に話し合い，考えを広げたりまとめ

たりしている。（〔思考力，判断力，表現

力等〕Ａオ）

◎【思判表】「読むこと」において，登場人

物の相互関係や心情などについて，描

写を基に捉えている。（〔思考力，判断

力，表現力等〕Ｃイ）

◎【思判表】「読むこと」において，人物像

や物語などの全体像を具体的に想像し

たり，表現の効果を考えたりしている。

（〔思考力，判断力，表現力等〕Ｃエ）

◎【思判表】「読むこと」において，文章を

読んで理解したことに基づいて，自分の

考えをまとめている。（〔思考力，判断

力，表現力等〕Ｃオ）

◎【思判表】「読むこと」において，文章を

読んでまとめた意見や感想を共有し，自

分の考えを広げている。（〔思考力，判断

力，表現力等〕Ｃカ）

【態度】進んで優れた表現を味わいなが

ら，人物の心情を読み優れた表現を味

わいながら，人物の心情を読み，学習

の見通しをもって優れた表現について

の感想を話し合おうとしている。

教えて！ あなたの「とっ
ておき」

2
（話す聞く

2）

◇話し手の意図を考慮しながら聞き，自分の意見と比べて考えをまとめる。

△言葉には，相手とのつながりをつくる働きがあることに気付くこと。　⇒◎知技(1)ア

△情報と情報との関係付けの仕方，図などによる語句と語句との関係の表し方を理解し使うこと。　⇒知技(2)イ

◇目的や意図に応じて，日常生活の中から話題を決め，集めた材料を分類したり関係付けたりして，伝え合う内容を検討すること。

⇒思判表A(1)ア

◇話し手の目的や自分が聞こうとする意図に応じて，話の内容を捉え，話し手の考えと比較しながら，自分の考えをまとめること。　⇒

◎思判表A(1)エ

◇インタビューなどをして必要な情報を集めたり，それらを発表したりする活動。　⇒思判表A(2)イ

◎【知技】言葉には，相手とのつながりを

つくる働きがあることに気付いている。

（〔知識及び技能〕(1)ア）

◎【思判表】「話すこと・聞くこと」におい

て，話し手の目的や自分が聞こうとする

意図に応じて，話の内容を捉え，話し手

の考えと比較しながら，自分の考えをま

とめている。（〔思考力，判断力，表現力

等〕Ａエ）

【態度】積極的に話し手の意図を考慮

し，今までの学習を生かして自分の意

見と比べて考えをまとめようとしている。

詩を味わおう
イナゴ

1

□言葉の広がりを味わいながら，詩の世界を楽しむ。

△思考に関わる語句の量を増し，話や文章の中で使うとともに，語句と語句との関係，語句の構成や変化について理解し，語彙を豊

かにすること。また，語感や言葉の使い方に対する感覚を意識して，語や語句を使うこと。　⇒◎知技(1)オ

□登場人物の相互関係や心情などについて，描写を基に捉えること。　⇒◎思判表C(1)イ

□文章を読んで理解したことに基づいて，自分の考えをまとめること。　⇒思判表C(1)オ

□詩や物語，伝記などを読み，内容を説明したり，自分の生き方などについて考えたことを伝え合ったりする活動。　⇒思判表C(2)イ

◎【知技】思考に関わる語句の量を増し，

話の中で使っているとともに，語句と語句

との関係，語句の構成や変化について理

解し，語彙を豊かにしている。また，語感

や言葉の使い方に対する感覚を意識し

て，語や語句を使っている。（〔知識及び

技能〕(1)オ）

◎【思判表】「読むこと」において，登場人

物の相互関係や心情などについて，描

写を基に捉えている。（〔思考力，判断

力，表現力等〕Ｃイ）

【態度】積極的に言葉の広がりを味わ

い，学習課題に沿って詩の世界を楽しも

うとしている。

「知恵の言葉」を集めよ
う

1
（書く1）

△生活の中で使われている知恵の言葉に気がつき，言葉の使い方への理解を深める。

△思考に関わる語句の量を増し，話や文章の中で使うとともに，語句と語句との関係，語句の構成や変化について理解し，語彙を豊

かにすること。また，語感や言葉の使い方に対する感覚を意識して，語や語句を使うこと。　⇒◎知技(1)オ

△原因と結果など情報と情報との関係について理解すること。　⇒◎知技(2)ア

△情報と情報との関係付けの仕方，図などによる語句と語句との関係の表し方を理解し使うこと。　⇒知技(2)イ

■目的や意図に応じて，感じたことや考えたことなどから書くことを選び，集めた材料を分類したり関係付けたりして，伝えたいことを明

確にすること。　⇒思判表B(1)ア

■事象を説明したり意見を述べたりするなど，考えたことや伝えたいことを書く活動。　⇒思判表B(2)ア

◎【知技】思考に関わる語句の量を増し，

語句と語句との関係，語句の構成や変化

について理解し，語彙を豊かにしている。

（〔知識及び技能〕(1)オ）

◎【知技】原因と結果など情報と情報との

関係について理解している。（〔知識及び

技能〕(2)ア）

【思判表】「書くこと」において，目的や意

図に応じて，感じたことや考えたことなど

から書くことを選び，集めた材料を分類し

たり関係付けたりして，伝えたいことを明

確にしている。（〔思考力，判断力，表現

力等〕Ｂア）

【態度】進んで語感や言葉の使い方に

対する感覚を意識し，学習の見通しを

もって自分の「知恵の言葉」をつくろうと

している。

五　てんかいを考えて，
表現を工夫して書こう

5
（書く5）

■写真から想像を広げ，展開を考えて物語を作る。

物語を作ろう △思考に関わる語句の量を増し，話や文章の中で使うとともに，語句と語句との関係，語句の構成や変化について理解し，語彙を豊

かにすること。また，語感や言葉の使い方に対する感覚を意識して，語や語句を使うこと。　⇒知技(1)オ

△文の中での語句の係り方や語順，文と文との接続の関係，話や文章の構成や展開，話や文章の種類とその特徴について理解す

ること。　⇒◎知技(1)カ

△比喩や反復などの表現の工夫に気付くこと。　⇒知技(1)ク

■目的や意図に応じて，感じたことや考えたことなどから書くことを選び，集めた材料を分類したり関係付けたりして，伝えたいことを明

確にすること。　⇒思判表B(1)ア

■筋道の通った文章となるように，文章全体の構成や展開を考えること。　⇒◎思判表B(1)イ

■目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりするとともに，事実と感想，意見とを区別して書いたりするなど，自分の考えが伝

わるように書き表し方を工夫すること。　⇒◎思判表B(1)ウ

■引用したり，図表やグラフなどを用いたりして，自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫すること。　⇒思判表B(1)エ

■文章全体の構成や書き表し方などに着目して，文や文章を整えること。　⇒◎思判表B(1)オ

■文章全体の構成や展開が明確になっているかなど，文章に対する感想や意見を伝え合い，自分の文章のよいところを見付けるこ

と。　⇒思判表B(1)カ

■短歌や俳句をつくるなど，感じたことや想像したことを書く活動。　⇒思判表B(2)イ

◎【知技】文の中での語句の係り方や語

順，文と文との接続の関係，文章の構成

や展開，文章の種類とその特徴について

理解している。（〔知識及び技能〕(1)カ）

◎【思判表】「書くこと」において，筋道の

通った文章となるように，文章全体の構

成や展開を考えている。（〔思考力，判断

力，表現力等〕Ｂイ）

◎【思判表】「書くこと」において，目的や

意図に応じて簡単に書いたり詳しく書い

たりしているとともに，事実と感想， 意見

とを区別して書いたりしているなど，自分

の考えが伝わるように書き表し方を工夫

している。（〔思考力，判断力，表現力

等〕Ｂウ）

◎【思判表】「書くこと」において，文章全

体の構成や書き表し方などに着目して，

文や文章を整えている。（〔思考力，判断

力，表現力等〕Ｂオ）

【態度】積極的に物語のつくりの特徴に

ついて理解し，学習課題に沿って写真

から想像を広げ，展開を考えて物語を

作ろうとしている。

会話を広げる

3
(話す聞く

1)

△　相手とのつながりをつくる言葉の働きを意識し，相手との言葉の掛け合いの工夫を考える。

△言葉には，相手とのつながりをつくる働きがあることに気付くこと。　⇒◎知技(1)ア

△原因と結果など情報と情報との関係について理解すること。　⇒知技(2)ア

◇話し手の目的や自分が聞こうとする意図に応じて，話の内容を捉え，話し手の考えと比較しながら，自分の考えをまとめること。　⇒

◎思判表A(1)エ

◇互いの立場や意図を明確にしながら計画的に話し合い，考えを広げた

りまとめたりすること。　⇒◎思判表A(1)オ

◇それぞれの立場から考えを伝えるなどして話し合う活動。　⇒思判表A(2)ウ

◎【知技】言葉には，相手とのつながりを

つくる働きがあることに気付いている。

（〔知識及び技能〕(1)ア）

◎【思判表】「書くこと」において，引用し

たり，図表やグラフなどを用いたりして，

自分の考えが伝わるように書き表し方を

工夫している。（〔思考力，判断力，表現

力等〕Ｂエ）

◎【思判表】「書くこと」において，文章全

体の構成や書き表し方などに着目して，

文や文章を整えている。（〔思考力，判断

力，表現力等〕Ｂオ）

【態度】積極的に相手とのつながりをつ

くる言葉の働きを意識し，学習課題に

沿って相手との言葉の掛け合いの工夫

を考えようとしている。

漢字の広場　③
熟語の使い分け

1

△意味のよく似た熟語の使い方の違いを理解し，使い分ける。

△第５学年及び第６学年の各学年においては，学年別漢字配当表の当該学年までに配当されている漢字を読むこと。また，当該学

年の前の学年までに配当されている漢字を書き，文や文章の中で使うとともに，当該学年に配当されている漢字を漸次書き，文や文

章の中で使うこと。　⇒知技(1)エ

△思考に関わる語句の量を増し，話や文章の中で使うとともに，語句と語句との関係，語句の構成や変化について理解し，語彙を豊

かにすること。また，語感や言葉の使い方に対する感覚を意識して，語や語句を使うこと。　⇒◎知技(1)オ

◎【知技】思考に関わる語句の量を増し，

文章の中で使っているとともに，語句と語

句との関係，語句の構成や変化について

理解し，語彙を豊かにしている。また，語

感や言葉の使い方に対する感覚を意識し

て，語や語句を使っている。（〔知識及び

技能〕(1)オ）

【態度】積極的に前学年や当該学年で

配当されている漢字を文や文章の中で

使い，学習の見通しをもって意味のよく

似た熟語の使い方の違いを理解し，使

い分けようとしている。

漢字の広場　③
五年生で学んだ漢字
③

1
(書く1)

△絵を見て想像したことをもとに，５年生で学んだ漢字などを使って文を作り，書く。

△文や文章の中で漢字と仮名を適切に使い分けるとともに，送り仮名や仮名遣いに注意して正しく書くこと。　⇒知技(1)ウ

△第５学年及び第６学年の各学年においては，学年別漢字配当表の当該学年までに配当されている漢字を読むこと。また，当該学

年の前の学年までに配当されている漢字を書き，文や文章の中で使うとともに，当該学年に配当されている漢字を漸次書き，文や文

章の中で使うこと。　⇒◎知技(1)エ

■文章全体の構成や書き表し方などに着目して，文や文章を整えること。　⇒◎思判表B(1)オ

■文章全体の構成や展開が明確になっているかなど，文章に対する感想や意見を伝え合い，自分の文章のよいところを見付けるこ

と。　⇒思判表B(1)カ

■事象を説明したり意見を述べたりするなど，考えたことや伝えたいことを書く活動。　⇒思判表B(2)ア

◎【知技】前学年や当該学年で配当され

ている漢字を文や文章の中で使ってい

る。（〔知識及び技能〕(1)エ）

◎【思判表】「書くこと」において，文章全

体の構成や書き表し方などに着目して，

文や文章を整えている。（〔思考力，判断

力，表現力等〕Ｂオ）

【態度】積極的に前学年や当該学年で

配当されている漢字を使い，学習課題

に沿って，教科書の絵を説明する文を

書こうとしている。

一　「心の世界」につい
て考え、自分の考えを
伝え合おう

12
（話す聞く
3，書く2）

あなたはどう感じる？

1

□友達と自分の感じ方の違いについて考える。

△原因と結果など情報と情報との関係について理解すること。　⇒知技(2)ア

△情報と情報との関係付けの仕方，図などによる語句と語句との関係の表し方を理解し使うこと。　⇒知技(2)イ

□文章を読んで理解したことに基づいて，自分の考えをまとめること。　⇒◎思判表C(1)オ

◎【知技】情報と情報との関係付けの仕

方，図などによる語句と語句との関係の

表し方を理解し使っている。（〔知識及び

技能〕(2)イ）

◎【思判表】「読むこと」において，文章を

読んで理解したことに基づいて，自分の

考えをまとめている。（〔思考力，判断力，

表現力等〕Ｃオ）

【態度】進んで文章を読んでまとめた意見

や感想を共有し，学習課題に沿って友達

と自分の感じ方の違いについて考えよう

としている。

◎【思判表】「読むこと」において，文章を

読んで理解したことに基づいて，自分の

考えをまとめている。（〔思考力，判断

力，表現力等〕Ｃオ）

【態度】進んで文章を読んでまとめた意

見や感想を共有し，学習課題に沿って

友達と自分の感じ方の違いについて考

えようとしている。

ぼくの世界，君の世界

7
(書く1)

□筆者の考えに気をつけながら，文章の要旨を捉え，「心の世界」について考える。

△文や文章の中で漢字と仮名を適切に使い分けるとともに，送り仮名や仮名遣いに注意して正しく書くこと。　⇒知技(1)ウ

△文の中での語句の係り方や語順，文と文との接続の関係，話や文章の構成や展開，話や文章の種類とその特徴について理解す

ること。　⇒知技(1)カ

△原因と結果など情報と情報との関係について理解すること。　⇒◎知技(2)ア

△情報と情報との関係付けの仕方，図などによる語句と語句との関係の表し方を理解し使うこと。　⇒知技(2)イ

◎【知技】原因と結果など情報と情報との

関係について理解している。（〔知識及び

技能〕(2)ア）

【思判表】「書くこと」において，目的や意

図に応じて簡単に書いたり詳しく書いた

りしているとともに，事実と感想， 意見と

を区別して書いたりしているなど，自分の

考えが伝わるように書き表し方を工夫し

ている。（〔思考力，判断力，表現力等〕

Ｂウ）

◎【思判表】「読むこと」において，目的に

応じて，文章と図表などを結び付けるな

どして必要な情報を見付けたり，論の進

め方について考えたりしている。（〔思考

力，判断力，表現力等〕Ｃウ）

【思判表】「読むこと」において，文章を読

んで理解したことに基づいて，自分の考

えをまとめている。（〔思考力，判断力，

表現力等〕Ｃオ）

【態度】進んで筆者の考えに気をつけな

がら，文章の要旨を捉え，自分の経験

をふりかえりながら「心の世界」につい

て考えようとしている。



言葉は時代とともに

5
(書く2)

△言葉がその時代の人々とともに変化してきたことを知り，自分の考えをまとめる。

△古典について解説した文章を読んだり作品の内容の大体を知ったりすることを通して，昔の人のものの見方や感じ方を知ること。

⇒◎知技(3)イ

△文や文章の中で漢字と仮名を適切に使い分けるとともに，送り仮名や仮名遣いに注意して正しく書くこと。　⇒知技(1)ウ

△語句の由来などに関心をもつとともに，時間の経過による言葉の変化や世代による言葉の違いに気付き，共通語と方言との違いを

理解すること。また，仮名及び漢字の由来，特質などについて理解すること。　⇒知技(3)ウ

△思考に関わる語句の量を増し，話や文章の中で使うとともに，語句と語句との関係，語句の構成や変化について理解し，語彙を豊

かにすること。また，語感や言葉の使い方に対する感覚を意識して，語や語句を使うこと。　⇒知技(1)オ

■目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりするとともに，事実と感想，意見とを区別して書いたりするなど，自分の考えが伝

わるように書き表し方を工夫すること。　⇒思判表B(1)ウ

■文章全体の構成や展開が明確になっているかなど，文章に対する感想や意見を伝え合い，自分の文章のよいところを見付けるこ

と。　⇒思判表B(1)カ

■事象を説明したり意見を述べたりするなど，考えたことや伝えたいことを書く活動。　⇒思判表B(2)ア

☆総合的な学習の時間・道徳：時代とともに変化していく言葉について興味をもって調べたり，わが国の伝統や文化への関心を高め

たりする。

◎【知技】古典について解説した文章を読

んだり作品の内容の大体を知ったりする

ことを通して，昔の人のものの見方や感じ

方を知っている。（〔知識及び技能〕(3)イ）

【思判表】「書くこと」において，文章全体

の構成や展開が明確になっているかな

ど，文章に対する感想や意見を伝え合

い，自分の文章のよいところを見付けて

いる。（〔思考力，判断力，表現力等〕Ｂ

カ）

【態度】積極的に言葉がその時代の

人々とともに変化してきたことを理解し，

学習課題に沿って自分の考えをまとめ

ようとしている。

二　説得力のある文章
を書こう

6
(書く6)

■理由や根拠を示して，説得力のある意見文を書く。

自分の考えを発信しよう △話し言葉と書き言葉との違いに気付くこと。　⇒知技(1)イ

△思考に関わる語句の量を増し，話や文章の中で使うとともに，語句と語句との関係，語句の構成や変化について理解し，語彙を豊

かにすること。また，語感や言葉の使い方に対する感覚を意識して，語や語句を使うこと。　⇒知技(1)オ

△文の中での語句の係り方や語順，文と文との接続の関係，話や文章の構成や展開，話や文章の種類とその特徴について理解す

ること。　⇒◎知技(1)カ

△原因と結果など情報と情報との関係について理解すること。　⇒知技(2)ア

△情報と情報との関係付けの仕方，図などによる語句と語句との関係の表し方を理解し使うこと。　⇒知技(2)イ

■目的や意図に応じて，感じたことや考えたことなどから書くことを選び，集めた材料を分類したり関係付けたりして，伝えたいことを明

確にすること。　⇒思判表B(1)ア

■筋道の通った文章となるように，文章全体の構成や展開を考えること。　⇒思判表B(1)イ

■目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりするとともに，事実と感想，意見とを区別して書いたりするなど，自分の考えが伝

わるように書き表し方を工夫すること。　⇒◎思判表B(1)ウ

■引用したり，図表やグラフなどを用いたりして，自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫すること。　⇒◎思判表B(1)エ

■文章全体の構成や書き表し方などに着目して，文や文章を整えること。　⇒◎思判表B(1)オ

■文章全体の構成や展開が明確になっているかなど，文章に対する感想や意見を伝え合い，自分の文章のよいところを見付けるこ

と。　⇒◎思判表B(1)カ

■事象を説明したり意見を述べたりするなど，考えたことや伝えたいことを書く活動。　⇒思判表B(2)ア

☆総合的な学習の時間など：文章を書く活動でも活用できる。

◎【知技】文の中での語句の係り方や語

順，文と文との接続の関係，文章の構成

や展開，文章の種類とその特徴について

理解している。（〔知識及び技能〕(1)カ）

◎【思判表】「書くこと」において，目的や

意図に応じて簡単に書いたり詳しく書い

たりしているとともに，事実と感想， 意見

とを区別して書いたりしているなど，自分

の考えが伝わるように書き表し方を工夫

している。（〔思考力，判断力，表現力等〕

Ｂウ）

◎【思判表】「書くこと」において，引用し

たり，図表やグラフなどを用いたりして，自

分の考えが伝わるように書き表し方を工

夫している。（〔思考力，判断力，表現力

等〕Ｂエ）

◎【思判表】「書くこと」において，文章全

体の構成や書き表し方などに着目して，

文や文章を整えている。（〔思考力，判断

力，表現力等〕Ｂオ）

◎【思判表】「書くこと」において，文章全

体の構成や展開が明確になっているか

など，文章に対する感想や意見を伝え合

い，自分の文章のよいところを見付けて

いる。（〔思考力，判断力，表現力等〕Ｂ

カ）

【態度】積極的に情報と情報との関係付

けの仕方，図などによる語句と語句との

関係の表し方を理解し，学習課題に沿っ

て理由や根拠を示して，説得力のある意

見文を書こうとしている。

◎【思判表】「書くこと」において，目的や

意図に応じて簡単に書いたり詳しく書い

たりしているとともに，事実と感想， 意見

とを区別して書いたりしているなど，自分

の考えが伝わるように書き表し方を工夫

している。（〔思考力，判断力，表現力

等〕Ｂウ）

◎【思判表】「書くこと」において，引用し

たり，図表やグラフなどを用いたりして，

自分の考えが伝わるように書き表し方を

工夫している。（〔思考力，判断力，表現

力等〕Ｂエ）

◎【思判表】「書くこと」において，文章全

体の構成や書き表し方などに着目して，

文や文章を整えている。（〔思考力，判断

力，表現力等〕Ｂオ）

◎【思判表】「書くこと」において，文章全

体の構成や展開が明確になっているか

など，文章に対する感想や意見を伝え合

い，自分の文章のよいところを見付けて

いる。（〔思考力，判断力，表現力等〕Ｂ

カ）

【態度】積極的に情報と情報との関係付

けの仕方，図などによる語句と語句との

関係の表し方を理解し，学習課題に

沿って理由や根拠を示して，説得力の

ある意見文を書こうとしている。

漢字の広場　④
音を表す部分

1

△形声文字について，音と意味，成り立ちも含めて理解する。

△第５学年及び第６学年の各学年においては，学年別漢字配当表の当該学年までに配当されている漢字を読むこと。また，当該学

年の前の学年までに配当されている漢字を書き，文や文章の中で使うとともに，当該学年に配当されている漢字を漸次書き，文や文

章の中で使うこと。　⇒知技(1)エ

△思考に関わる語句の量を増し，話や文章の中で使うとともに，語句と語句との関係，語句の構成や変化について理解し，語彙を豊

かにすること。また，語感や言葉の使い方に対する感覚を意識して，語や語句を使うこと。　⇒知技(1)オ

△語句の由来などに関心をもつとともに，時間の経過による言葉の変化や世代による言葉の違いに気付き，共通語と方言との違いを

理解すること。また，仮名及び漢字の由来，特質などについて理解すること。　⇒◎知技(3)ウ

◎【知技】語句の由来などに関心をもって

いるとともに，時間の経過による言葉の

変化や世代による言葉の違いに気付き，

共通語と方言との違いを理解している。ま

た，仮名及び漢字の由来，特質などにつ

いて理解している。（〔知識及び技能〕(3)

ウ）

【態度】積極的に前学年や当該学年で配

当されている漢字を文や文章の中で使

い，学習の見通しをもって形声文字につ

いて，音と意味，成り立ちも含めて理解し

ようとしている。

【態度】積極的に前学年や当該学年で

配当されている漢字を文や文章の中で

使い，学習の見通しをもって形声文字に

ついて，音と意味，成り立ちも含めて理

解しようとしている。

漢字の広場　④
五年生で学んだ漢字
④

1
(書く1)

△絵を見て想像したことをもとに，５年生で学んだ漢字などを使って文を作り，書く

△文や文章の中で漢字と仮名を適切に使い分けるとともに，送り仮名や仮名遣いに注意して正しく書くこと。　⇒知技(1)ウ

△第５学年及び第６学年の各学年においては，学年別漢字配当表の当該学年までに配当されている漢字を読むこと。また，当該学

年の前の学年までに配当されている漢字を書き，文や文章の中で使うとともに，当該学年に配当されている漢字を漸次書き，文や文

章の中で使うこと。　⇒◎知技(1)エ

■目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりするとともに，事実と感想，意見とを区別して書いたりするなど，自分の考えが伝

わるように書き表し方を工夫すること。　⇒思判表B(1)ウ

■文章全体の構成や展開が明確になっているかなど，文章に対する感想や意見を伝え合い，自分の文章のよいところを見付けるこ

と。　⇒思判表B(1)カ

■事実や経験を基に，感じたり考えたりしたことや自分にとっての意味について文章に書く活動。　⇒思判表B(2)ウ

◎【知技】前学年や当該学年で配当され

ている漢字を文や文章の中で使ってい

る。（〔知識及び技能〕(1)エ）

【態度】積極的に前学年や当該学年で配

当されている漢字を使い，学習課題に

沿って，教科書の絵を説明する文を書こ

うとしている。

【態度】積極的に前学年や当該学年で

配当されている漢字を使い，学習課題

に沿って，教科書の絵を説明する文を

書こうとしている。

三　登場人物の変化を
読み、自分の考えをまと
めよう

8
（書く2）

□登場人物の心情の変化を考えながら読み，想像したことを書く。

きつねの窓 △文や文章の中で漢字と仮名を適切に使い分けるとともに，送り仮名や仮名遣いに注意して正しく書くこと。　⇒知技(1)ウ

△思考に関わる語句の量を増し，話や文章の中で使うとともに，語句と語句との関係，語句の構成や変化について理解し，語彙を豊

かにすること。また，語感や言葉の使い方に対する感覚を意識して，語や語句を使うこと。　⇒◎知技(1)オ

■目的や意図に応じて，感じたことや考えたことなどから書くことを選び，集めた材料を分類したり関係付けたりして，伝えたいことを明

確にすること。　⇒思判表B(1)ア

■目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりするとともに，事実と感想，意見とを区別して書いたりするなど，自分の考えが伝

わるように書き表し方を工夫すること。　⇒思判表B(1)ウ

□登場人物の相互関係や心情などについて，描写を基に捉えること。　⇒思判表C(1)イ

□人物像や物語などの全体像を具体的に想像したり，表現の効果を考えたりすること。　⇒◎思判表C(1)エ

□文章を読んで理解したことに基づいて，自分の考えをまとめること。　⇒◎思判表C(1)オ

□文章を読んでまとめた意見や感想を共有し，自分の考えを広げること。　⇒思判表C(1)カ

■短歌や俳句をつくるなど，感じたことや想像したことを書く活動。　⇒思判表B(2)イ

□詩や物語，伝記などを読み，内容を説明したり，自分の生き方などについて考えたことを伝え合ったりする活動。　⇒思判表C(2)イ

☆道徳：物語の読みをとおして，生命がかけがえのないものであることを知り，自他の生命を尊重することについての考えを深める。

◎【知技】思考に関わる語句の量を増し，

話の中で使っているとともに，語句と語句

との関係，語句の構成や変化について理

解し，語彙を豊かにしている。また，語感

や言葉の使い方に対する感覚を意識し

て，語や語句を使っている。（〔知識及び

技能〕(1)オ）

【思判表】「書くこと」において，目的や意

図に応じて簡単に書いたり詳しく書いた

りしているとともに，事実と感想， 意見と

を区別して書いたりしているなど，自分の

考えが伝わるように書き表し方を工夫し

ている。（〔思考力，判断力，表現力等〕

Ｂウ）

◎【思判表】「読むこと」において，人物像

や物語などの全体像を具体的に想像し

たり，表現の効果を考えたりしている。

（〔思考力，判断力，表現力等〕Ｃエ）

◎【思判表】「読むこと」において，文章を

読んで理解したことに基づいて，自分の

考えをまとめている。（〔思考力，判断

力，表現力等〕Ｃオ）

【態度】進んで登場人物の心情の変化

を考え，学習の見通しをもって想像した

ことを書こうとしている。

書評を書いて話し合おう

6
(話す聞く
2・書く2)

△これまでに読んだ本の中から好きな本について書評を書き，紹介し合う。

△話し言葉と書き言葉との違いに気付くこと。　⇒◎知技(1)イ

△文や文章の中で漢字と仮名を適切に使い分けるとともに，送り仮名や仮名遣いに注意して正しく書くこと。　⇒知技(1)ウ

△思考に関わる語句の量を増し，話や文章の中で使うとともに，語句と語句との関係，語句の構成や変化について理解し，語彙を豊

かにすること。また，語感や言葉の使い方に対する感覚を意識して，語や語句を使うこと。　⇒知技(1)オ

△文の中での語句の係り方や語順，文と文との接続の関係，話や文章の構成や展開，話や文章の種類とその特徴について理解す

ること。　⇒知技(1)カ

△日常的に読書に親しみ，読書が，自分の考えを広げることに役立つことに気付くこと。　⇒◎知技(3)オ

◇目的や意図に応じて，日常生活の中から話題を決め，集めた材料を分類したり関係付けたりして，伝え合う内容を検討すること。

⇒思判表A(1)ア

◇話の内容が明確になるように，事実と感想，意見とを区別するなど，話の構成を考えること。　⇒◎思判表A(1)イ

◇資料を活用するなどして，自分の考えが伝わるように表現を工夫すること。　⇒◎思判表A(1)ウ

◇話し手の目的や自分が聞こうとする意図に応じて，話の内容を捉え，話し手の考えと比較しながら，自分の考えをまとめること。　⇒

思判表A(1)エ

◎【知技】日常的に読書に親しみ，読書

が，自分の考えを広げることに役立つこと

に気付いている。（〔知識及び技能〕(3)

オ）

◎【思判表】「話すこと・聞くこと」におい

て，話の内容が明確になるように，事実

と感想，意見とを区別するなど，話の構

成を考えている。（〔思考力，判断力，表

現力等〕Ａイ）

◎【思判表】「話すこと・聞くこと」におい

て，資料を活用するなどして，自分の考

えが伝わるように表現を工夫している。

（〔思考力，判断力，表現力等〕Ａウ）

【思判表】「書くこと」において，目的や意

図に応じて簡単に書いたり詳しく書いた

りしているとともに，事実と感想， 意見と

を区別して書いたりしているなど，自分の

考えが伝わるように書き表し方を工夫し

ている。（〔思考力，判断力，表現力等〕

Ｂウ）

◎【思判表】「読むこと」において，文章を

読んで理解したことに基づいて，自分の

考えをまとめている。（〔思考力，判断

力，表現力等〕Ｃオ）

【態度】進んで書き表し方に着目して文

を整え，これまでに読んだ本の中から好

きな本について書評を書き，紹介し合お

うとしている。

敬意を表す言い方

2

△話す相手や場面に応じて，敬意を表す言い方を適切に使い分ける。

△日常よく使われる敬語を理解し使い慣れること。　⇒◎知技(1)キ

◎【知技】日常よく使われる敬語を理解

し，使い慣れている。（〔知識及び技能〕

(1)キ)

【態度】積極的に語感や言葉の使い方に

対する感覚を意識し，学習課題に沿って

敬意を表す言い方を適切に使い分けよう

としている。

【態度】積極的に語感や言葉の使い方

に対する感覚を意識し，学習課題に

沿って敬意を表す言い方を適切に使い

分けようとしている。



言葉と私たち

2
（話す聞く
1・書く１）

言葉に対する自分の考えを書き、言葉への関心を持つ。

△話し言葉と書き言葉との違いに気付くこと。　⇒知技(1)イ

△文や文章の中で漢字と仮名を適切に使い分けるとともに，送り仮名や仮名遣いに注意して正しく書くこと。　⇒知技(1)ウ

◇目的や意図に応じて，日常生活の中から話題を決め，集めた材料を分類したり関係付けたりして，伝え合う内容を検討すること。

⇒思判表A(1)ア

◇話の内容が明確になるように，事実と感想，意見とを区別するなど，話の構成を考えること。　⇒思判表A(1)イ

■目的や意図に応じて，感じたことや考えたことなどから書くことを選び，集めた材料を分類したり関係付けたりして，伝えたいことを明

確にすること。　⇒思判表B(1)ア

■目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりするとともに，事実と感想，意見とを区別して書いたりするなど，自分の考えが伝

わるように書き表し方を工夫すること。　⇒思判表B(1)ウ

□目的に応じて，文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付けたり，論の進め方について考えたりすること。　⇒◎思判

表C(1)ウ

□文章を読んで理解したことに基づいて，自分の考えをまとめること。　⇒思判表C(1)オ

□説明や解説などの文章を比較するなどして読み，分かったことや考えたことを，話し合ったり文章にまとめたりする活動。　⇒思判表

C(2)ア

□学校図書館などを利用し，複数の本や新聞などを活用して，調べたり考えたりしたことを報告する活動。　⇒思判表C(2)ウ

◎【知技】話し言葉と書き言葉との違いに

気付いている。（〔知識及び技能〕(1)イ）

【思判表】「話すこと・聞くこと」において，

話の内容が明確になるように，事実と感

想，意見とを区別するなど，話の構成を

考えている。（〔思考力，判断力，表現力

等〕Ａイ）

【思判表】「書くこと」において，目的や意

図に応じて，感じたことや考えたことなど

から書くことを選び，集めた材料を分類し

たり関係付けたりして，伝えたいことを明

確にしている。（〔思考力，判断力，表現

力等〕Ｂア）

◎【思判表】「読むこと」において，目的に

応じて，文章と図表などを結び付けるな

どして必要な情報を見付けたり，論の進

め方について考えたりしている。（〔思考

力，判断力，表現力等〕Ｃウ）

【態度】粘り強く論の進め方について考

え，学習の見通しをもって言葉に対する

自分の考えを書こうとしている。

漢字の広場　⑤
同じ訓をもつ漢字

1

△異字同訓について理解を深め，関心をもつとともに正しく使い分ける。

△第５学年及び第６学年の各学年においては，学年別漢字配当表の当該学年までに配当されている漢字を読むこと。また，当該学

年の前の学年までに配当されている漢字を書き，文や文章の中で使うとともに，当該学年に配当されている漢字を漸次書き，文や文

章の中で使うこと。　⇒知技(1)エ

△思考に関わる語句の量を増し，話や文章の中で使うとともに，語句と語句との関係，語句の構成や変化について理解し，語彙を豊

かにすること。また，語感や言葉の使い方に対する感覚を意識して，語や語句を使うこと。　⇒◎知技(1)オ

△語句の由来などに関心をもつとともに，時間の経過による言葉の変化や世代による言葉の違いに気付き，共通語と方言との違いを

理解すること。また，仮名及び漢字の由来，特質などについて理解すること。　⇒知技(3)ウ

◎【知技】・思考に関わる語句の量を増

し，語句と語句との関係，語句の構成や

変化について理解し，語彙を豊かにして

いる。（〔知識及び技能〕(1)オ）

【態度】積極的に前学年や当該学年で

配当されている漢字を文や文章の中で

使い，学習の見通しをもって異字同訓に

ついて理解を深め，関心をもつとともに

正しく使い分けようとしている。

漢字の広場　⑤
五年生で学んだ漢字⑤

1
(書く1)

△絵を見て想像したことをもとに，５年生で学んだ漢字などを使って文を作り，書く

△文や文章の中で漢字と仮名を適切に使い分けるとともに，送り仮名や仮名遣いに注意して正しく書くこと。　⇒知技(1)ウ

△第５学年及び第６学年の各学年においては，学年別漢字配当表の当該学年までに配当されている漢字を読むこと。また，当該学

年の前の学年までに配当されている漢字を書き，文や文章の中で使うとともに，当該学年に配当されている漢字を漸次書き，文や文

章の中で使うこと。　⇒◎知技(1)エ

■目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりするとともに，事実と感想，意見とを区別して書いたりするなど，自分の考えが伝

わるように書き表し方を工夫すること。　⇒◎思判表B(1)ウ

■文章全体の構成や展開が明確になっているかなど，文章に対する感想や意見を伝え合い，自分の文章のよいところを見付けるこ

と。　⇒思判表B(1)カ

◎【知技】前学年や当該学年で配当され

ている漢字を文や文章の中で使ってい

る。（〔知識及び技能〕(1)エ）

◎【思判表】「書くこと」において，目的や

意図に応じて簡単に書いたり詳しく書い

たりしているとともに，事実と感想， 意見

とを区別して書いたりしているなど，自分

の考えが伝わるように書き表し方を工夫

している。（〔思考力，判断力，表現力

等〕Ｂウ）

【態度】積極的に前学年や当該学年で

配当されている漢字を使い，学習課題

に沿って，教科書の絵を説明する文を

書こうとしている。

四　伝記を読んで、人物
の生き方について自分
の考えをまとめよう

11
(書く3)

□伊能忠敬の生き方を考えたあと，興味のある人物の伝記を読んで，その人物を紹介する。

伊能忠敬 △文や文章の中で漢字と仮名を適切に使い分けるとともに，送り仮名や仮名遣いに注意して正しく書くこと。　⇒知技(1)ウ

△思考に関わる語句の量を増し，話や文章の中で使うとともに，語句と語句との関係，語句の構成や変化について理解し，語彙を豊

かにすること。また，語感や言葉の使い方に対する感覚を意識して，語や語句を使うこと。　⇒知技(1)オ

△文の中での語句の係り方や語順，文と文との接続の関係，話や文章の構成や展開，話や文章の種類とその特徴について理解す

ること。　⇒知技(1)カ

■目的や意図に応じて，感じたことや考えたことなどから書くことを選び，集めた材料を分類したり関係付けたりして，伝えたいことを明

確にすること。　⇒思判表B(1)ア

■目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりするとともに，事実と感想，意見とを区別して書いたりするなど，自分の考えが伝

わるように書き表し方を工夫すること。　⇒思判表B(1)ウ

【知技】文の中での語句の係り方や語

順，文と文との接続の関係，文章の構成

や展開，文章の種類とその特徴について

理解している。（〔知識及び技能〕(1)カ）

【思判表】「書くこと」において，目的や意

図に応じて簡単に書いたり詳しく書いた

りしているとともに，事実と感想， 意見と

を区別して書いたりしているなど，自分の

考えが伝わるように書き表し方を工夫し

ている。（〔思考力，判断力，表現力等〕

Ｂウ）

◎【思判表】「読むこと」において，人物像

や物語などの全体像を具体的に想像し

たり，表現の効果を考えたりしている。

（〔思考力，判断力，表現力等〕Ｃエ

◎【思判表】「読むこと」において，文章を

読んで理解したことに基づいて，自分の

考えをまとめている。（〔思考力，判断

力，表現力等〕Ｃオ）

◎【思判表】「読むこと」において，文章を

読んでまとめた意見や感想を共有し，自

分の考えを広げている。（〔思考力，判断

力，表現力等〕Ｃカ）

【態度】積極的に原因と結果など情報と

情報との関係について理解し，学習課

題に沿って伊能忠敬の生き方を考えた

あと，興味のある人物の伝記を読んで，

その人物を紹介しようとしている。

日本語の文字

2

△日本語の文字の由来や特徴に関心をもち，適切に使い分けることができる。

△語句の由来などに関心をもつとともに，時間の経過による言葉の変化や世代による言葉の違いに気付き，共通語と方言との違いを

理解すること。また，仮名及び漢字の由来，特質などについて理解すること。　⇒◎知技(3)ウ

△文や文章の中で漢字と仮名を適切に使い分けるとともに，送り仮名や仮名遣いにも注意して書くこと。　⇒知技(1)ウ

◇目的や意図に応じて，日常生活の中から話題を決め，集めた材料を分類したり関係付けたりして，伝え合う内容を検討すること。

⇒思判表A(1)ア

◇意見や提案など自分の考えを話したり，それらを聞いたりする活動。　⇒思判表A(2)ア

◎【知技】語句の由来などに関心をもって

いるとともに，時間の経過による言葉の

変化や世代による言葉の違いに気付き，

共通語と方言との違いを理解している。ま

た，仮名及び漢字の由来，特質などにつ

いて理解している。（〔知識及び技能〕(3)

ウ）

【思判表】「話すこと・聞くこと」において，

目的や意図に応じて，日常生活の中か

ら話題を決め，集めた材料を分類したり

関係付けたりして，伝え合う内容を検討

している。（〔思考力，判断力，表現力

等〕Ａア）

【態度】積極的に日本語の文字の由来

や特徴を理解し，今までの学習を生かし

て適切に使い分けようとしている。

漢字の広場　⑥
さまざまな読み方

1

△同形異語や熟字訓，同字異訓についての理解を深め，言葉の使い方に関心をもつ。

△文や文章の中で漢字と仮名を適切に使い分けるとともに，送り仮名や仮名遣いに注意して正しく書くこと。　⇒知技(1)ウ

△第５学年及び第６学年の各学年においては，学年別漢字配当表の当該学年までに配当されている漢字を読むこと。また，当該学

年の前の学年までに配当されている漢字を書き，文や文章の中で使うとともに，当該学年に配当されている漢字を漸次書き，文や文

章の中で使うこと。　⇒知技(1)エ

△思考に関わる語句の量を増し，話や文章の中で使うとともに，語句と語句との関係，語句の構成や変化について理解し，語彙を豊

かにすること。また，語感や言葉の使い方に対する感覚を意識して，語や語句を使うこと。　⇒◎知技(1)オ

△語句の由来などに関心をもつとともに，時間の経過による言葉の変化や世代による言葉の違いに気付き，共通語と方言との違いを

理解すること。また，仮名及び漢字の由来，特質などについて理解すること。　⇒知技(3)ウ

◎【知技】思考に関わる語句の量を増し，

話の中で使っているとともに，語句と語句

との関係，語句の構成や変化について理

解し，語彙を豊かにしている。また，語感

や言葉の使い方に対する感覚を意識し

て，語や語句を使っている。（〔知識及び

技能〕(1)オ）

【態度】積極的に前学年や当該学年で配

当されている漢字を文や文章の中で使

い，学習の見通しをもって同形異語や熟

字訓，同字異訓についての理解を深め，

言葉の使い方に関心をもとうとしている。

【態度】積極的に前学年や当該学年で

配当されている漢字を文や文章の中で

使い，学習の見通しをもって同形異語

や熟字訓，同字異訓についての理解を

深め，言葉の使い方に関心をもとうとし

ている。

五　出会った言葉を振り
返ろう

8
(話す聞く
4・書く4)

◇■□卒業を前に六年間の言葉の学びを振り返り成長を自覚するとともに、中学校での新しい言葉との出会いの希望を持つ。

△話し言葉と書き言葉との違いに気付くこと。　⇒◎知技(1)イ

△文や文章の中で漢字と仮名を適切に使い分けるとともに，送り仮名や仮名遣いに注意して正しく書くこと。　⇒知技(1)ウ

△思考に関わる語句の量を増し，話や文章の中で使うとともに，語句と語句との関係，語句の構成や変化について理解し，語彙を豊

かにすること。また，語感や言葉の使い方に対する感覚を意識して，語や語句を使うこと。　⇒知技(1)オ

△文の中での語句の係り方や語順，文と文との接続の関係，話や文章の構成や展開，話や文章の種類とその特徴について理解す

ること。　⇒知技(1)カ

◇目的や意図に応じて，日常生活の中から話題を決め，集めた材料を分類したり関係付けたりして，伝え合う内容を検討すること。

⇒◎思判表A(1)ア

◇資料を活用するなどして，自分の考えが伝わるように表現を工夫すること。　⇒思判表A(1)ウ

◇話し手の目的や自分が聞こうとする意図に応じて，話の内容を捉え，話し手の考えと比較しながら，自分の考えをまとめること。　⇒

思判表A(1)エ

◇互いの立場や意図を明確にしながら計画的に話し合い，考えを広げたりまとめたりすること。　⇒◎思判表A(1)オ

■目的や意図に応じて，感じたことや考えたことなどから書くことを選び，集めた材料を分類したり関係付けたりして，伝えたいことを明

確にすること。　⇒思判表B(1)ア

■筋道の通った文章となるように，文章全体の構成や展開を考えること。　⇒思判表B(1)イ

■目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりするとともに，事実と感想，意見とを区別して書いたりするなど，自分の考えが伝

わるように書き表し方を工夫すること。　⇒◎思判表B(1)ウ

■引用したり，図表やグラフなどを用いたりして，自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫すること。　⇒思判表B(1)エ

■文章全体の構成や書き表し方などに着目して，文や文章を整えること。　⇒思判表B(1)オ

■文章全体の構成や展開が明確になっているかなど，文章に対する感想や意見を伝え合い，自分の文章のよいところを見付けるこ

と。　⇒◎思判表B(1)カ

◇目的や意図に応じて，日常生活の中から話題を決め，集めた材料を分類したり関係付けたりして，伝え合う内容を検討すること。

⇒思判表A(2)ア

■事実や経験を基に，感じたり考えたりしたことや自分にとっての意味について文章に書く活動。　⇒思判表B(2)ウ

◎【知技】話し言葉と書き言葉との違いに

気付いている。（〔知識及び技能〕(1)イ）

◎【思判表】「話すこと・聞くこと」におい

て，目的や意図に応じて，日常生活の中

から話題を決め，集めた材料を分類したり

関係付けたりして，伝え合う内容を検討し

ている。（〔思考力，判断力，表現力等〕Ａ

ア）

◇「話すこと・聞くこと」において，互いの

立場や意図を明確にしながら計画的に話

し合い，考えを広げたりまとめたりしてい

る。（〔思考力，判断力，表現力等〕Ａオ）

◎【思判表】「書くこと」において，目的や

意図に応じて簡単に書いたり詳しく書い

たりしているとともに，事実と感想， 意見

とを区別して書いたりしているなど，自分

の考えが伝わるように書き表し方を工夫

している。（〔思考力，判断力，表現力等〕

Ｂウ）

◎【思判表】「書くこと」において，文章全

体の構成や展開が明確になっているか

など，文章に対する感想や意見を伝え合

い，自分の文章のよいところを見付けて

いる。（〔思考力，判断力，表現力等〕Ｂ

カ）

【態度】積極的に卒業を前に六年間の言

葉の学びを振り返り，成長を自覚するとと

もに，中学校での新しい言葉との出会い

の希望を持とうとしている。

◎【思判表】「話すこと・聞くこと」におい

て，目的や意図に応じて，日常生活の中

から話題を決め，集めた材料を分類した

り関係付けたりして，伝え合う内容を検

討している。（〔思考力，判断力，表現力

等〕Ａア）

◎【思判表】「書くこと」において，目的や

意図に応じて簡単に書いたり詳しく書い

たりしているとともに，事実と感想， 意見

とを区別して書いたりしているなど，自分

の考えが伝わるように書き表し方を工夫

している。（〔思考力，判断力，表現力

等〕Ｂウ）

◎【思判表】「書くこと」において，文章全

体の構成や展開が明確になっているか

など，文章に対する感想や意見を伝え合

い，自分の文章のよいところを見付けて

いる。（〔思考力，判断力，表現力等〕Ｂ

カ）

◇「話すこと・聞くこと」に

ひろがる言葉



令和４年度　評価規準（例） 学校名：江戸川区立○○小学校

教科 学年

6

4

7

7

7

6

3

6

3

6

6

5

7

6

7

7

7

6

子育て支援の願いを実現する政治

・国会，内閣，裁判所のそれぞれの役割な
どについて，見学・調査したり各種の資料
で調べたりして，図表や文などにまとめ，
立法，行政，司法の三権がそれぞれの役
割を果たしていることを理解している。

我が国の政治の働きについて，政策の内
容や計画から実施までの過程，法令や予
算との関わりなどに着目して，見学・調査
したり各種の資料で調べたりして，まとめる
ことで国や地方公共団体の政治の取組を
捉え，国民生活における政治の働きを考
え，表現することを通して，国や地方公共
団体の政治は，国民主権の考え方の下，
国民生活の安定と向上を図る大切な働き
をしていることを理解するとともに，主体
的に学習問題を追究・解決しようとする態
度を養う。

①政策の内容や計画から実施までの過
程，法令や予算との関わりなどについて，
見学・調査したり各種の資料で調べたりし
て，必要な情報を集め，読み取り，国や地
方公共団体の政治の取組を理解してい
る。
②調べたことを図表や文などにまとめ，国
や地方公共団体の政治は，国民主権の考
え方の下，国民生活の安定と向上を図る
大切な働きをしていることを理解してい
る。

①政策の内容や計画から実施までの過
程，法令や予算との関わりなどに着目し
て，問いを見出し，国や地方公共団体の
政治の取組について考え表現している。
②国や地方公共団体の政治の取組と国民
生活を関連付けて政治の働きを考え，表
現している。

①我が国の政治の働きについて，予想や
学習計画を立てたり，学習をふり返ったり
見直したりして，学習問題を追究し，解決し
ようとしている。

震災復興の願いを実現する政治 我が国の政治の働きについて，政策の内
容や計画から実施までの過程，法令や予
算との関わりなどに着目して，見学・調査
したり各種の資料で調べたりして，まとめる
ことで国や地方公共団体の政治の取組を
捉え，国民生活における政治の働きを考
え，表現することを通して，国や地方公共
団体の政治は，国民主権の考え方の下，
国民生活の安定と向上を図る大切な働き
をしていることを理解するとともに，主体
的に学習問題を追究・解決しようとする態
度を養う。

①政策の内容や計画から実施までの過
程，法令や予算との関わりなどについて，
見学・調査したり各種の資料で調べたりし
て，必要な情報を集め，読み取り，国や地
方公共団体の政治の取組を理解してい
る。
②調べたことを図表や文などにまとめ，国
や地方公共団体の政治は，国民主権の考
え方の下，国民生活の安定と向上を図る
大切な働きをしていることを理解してい
る。

①政策の内容や計画から実施までの過
程，法令や予算との関わりなどに着目し
て，問いを見出し，国や地方公共団体の
政治の取組について考え表現している。
②国や地方公共団体の政治の取組と国民
生活を関連付けて政治の働きを考え，表
現している。

①我が国の政治の働きについて，予想や
学習計画を立てたり，学習をふり返ったり
見直したりして，学習問題を追究し，解決し
ようとしている。

・国会，内閣，裁判所の働きと国民を関連
付けて考えたり，学習したことを基に国民
としての政治への関わり方について多角
的に考えたりして，表現している。

国の政治のしくみと選挙 我が国の政治の仕組みについて，日本国
憲法の基本的な考え方に着目して，見学・
調査したり各種の資料で調べたりして，まと
めることで，我が国の民主政治を捉え，国
会，内閣，裁判所と国民との関わりを考
え，表現することを通して，立法，行政，
司法の三権がそれぞれの役割を果たして
いることを理解するとともに，主体的に問
題を追究・解決しようとする態度や，学習
したことを基に国民としての政治への関わ
り方について多角的に考えようとする態
度を養う。

社会

我が国の政治の働きについて，日本国憲
法の基本的な考え方に着目して，見学・調
査したり各種の資料で調べたりして，まとめ
ることで我が国の民主政治を捉え，日本
国憲法が国民生活に果たす役割を考え，
表現することを通して，日本国憲法は国
家の理想，天皇の地位，国民としての権利
及び義務など国家や国民生活の基本を
定めていることや，現在の我が国の民主
政治は日本国憲法の基本的な考え方に基
づいていることを理解するとともに，主体
的に学習問題を追究・解決しようとする態
度を養う。

第６学年

わたしたちのくらしと日本国憲法

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）

単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①日本国憲法の基本的な考え方につい
て，見学・調査したり各種の資料で調べた
りして，必要な情報を集め，読み取り，我
が国の民主政治を理解している。
②調べたことを図表や文などにまとめ，日
本国憲法は国家の理想，天皇の地位，国
民としての権利及び義務など国家や国民
生活の基本を定めていることや，現在の
我が国の民主政治は日本国憲法の基本
的な考え方に基づいていることを理解して
いる。

①日本国憲法の基本的な考え方に着目し
て，問いを見出し，我が国の民主政治に
ついて考え表現している。
②日本国憲法の基本的な考え方と国民生
活を関連付けて，日本国憲法が国民生活
に果たす役割を考え，表現している。

①日本国憲法の基本的な考え方につい
て，予想や学習計画を立てたり，学習をふ
り返ったりして，学習問題を追究し，解決し
ようとしている。

天皇中心の国づくり 我が国の歴史上の主な事象について，世
の中の様子，人物の働きや代表的な文化
遺産などに着目して，遺跡や文化財，地
図や年表などの資料で調べ，この頃の世
の中の様子を考え，表現することを通し
て，大陸文化の摂取，大化の改新，大仏
造営の様子を手掛かりに，天皇を中心と
した政治が確立されたことを理解できるよ
うにするとともに，主体的に学習問題を追
究・解決しようとする態度を養う。

①世の中の様子，人物の働きや代表的な
文化遺産などについて，遺跡や文化財，
地図や年表などの資料で調べ，大陸文化
の摂取，大化の改新，大仏造営の様子を
理解している。
②調べたことを年表や文などにまとめ，天
皇を中心とした政治が確立されたことを理
解している。

①世の中の様子，人物の働きや代表的な
文化遺産などに着目して，問いを見出し，
大陸文化の摂取，大化の改新，大仏造営
の様子について考え表現している。
②大陸文化の摂取，大化の改新，大仏造
営の様子を関連付けたり総合したりして，
この頃の世の中の様子を考え，適切に表
現している。

①大陸文化の摂取，大化の改新，大仏造
営の様子について，予想や学習計画を立
てたり，学習をふり返ったりして，学習問題
を追究し，解決しようとしている。

縄文のむらから古墳のくにへ 我が国の歴史上の主な事象について，世
の中の様子，代表的な文化遺産などに着
目して，遺跡や地図，年表などの資料で調
べ，世の中の変化の様子を考え，表現す
ることを通して，狩猟・採集や農耕の生
活，古墳，大和朝廷（大和政権）による統
一の様子を手掛かりに，むらからくにへと
変化したことを理解できるようにするとと
もに，主体的に学習問題を追究・解決し
ようとする態度を養う。

①世の中の様子，代表的な文化遺産など
について，遺跡や地図，年表などの資料
で調べ，狩猟・採集や農耕の生活，古墳，
大和朝廷（大和政権）による統一の様子
を理解している。
②調べたことを年表や文などにまとめ，む
らからくにへと変化したことを理解してい
る。

①世の中の様子，代表的な文化遺産など
に着目して，問いを見出し，狩猟・採集や
農耕の生活，古墳，大和朝廷（大和政権）
について考え表現している。
②狩猟・採集や農耕の生活，古墳，大和
朝廷（大和政権）による統一の様子を関
連付けたり総合したりして，世の中の変化
の様子を考え，適切に表現している。

①狩猟・採集や農耕の生活，古墳，大和
朝廷（大和政権）による統一の様子につ
いて，予想や学習計画を立てたり，学習を
ふり返ったりして，学習問題を追究し，解
決しようとしている。

武士の世の中へ 我が国の歴史上の主な事象について，世
の中の様子，人物の働きなどに着目して，
地図や年表などの資料で調べ，この頃の
世の中の様子を考え，表現することを通
して，源平の戦い，鎌倉幕府の始まり，元
との戦いを手掛かりに，武士による政治
が始まったことを理解できるようにすると
ともに，主体的に学習問題を追究・解決し
ようとする態度を養う。

①世の中の様子，人物の働きなどについ
て，地図や年表などの資料で調べ，源平
の戦い，鎌倉幕府の始まり，元との戦いを
理解している。
②調べたことを年表や文などにまとめ，武
士による政治が始まったことを理解してい
る。

①世の中の様子，人物の働きなどに着目
して，問いを見出し，源平の戦い，鎌倉幕
府の始まり，元との戦いについて考え表現
している。
②源平の戦い，鎌倉幕府の始まり，元との
戦いを関連付けたり総合したりして，この
頃の世の中の様子を考え，適切に表現し
ている。

①源平の戦い，鎌倉幕府の始まり，元との
戦いについて，予想や学習計画を立てた
り，学習をふり返ったりして，学習問題を
追究し，解決しようとしている。

貴族のくらし 我が国の歴史上の主な事象について，世
の中の様子，人物の働きや代表的な文化
遺産などに着目して，文化財や年表，その
他の資料で調べ，この頃の文化の特色を
考え，表現することを通して，貴族の生活
や文化を手掛かりに，日本風の文化が生
まれたことを理解できるようにするととも
に，主体的に学習問題を追究・解決しよう
とする態度や，学習してきたことを基に我
が国の伝統や文化と今日の自分たちの生
活との関わりを考えようとする態度を養
う。

・貴族の生活や文化などについて，文化
財や年表，その他の資料で調べ，日本風
の文化が生まれたことを理解している。

・世の中の様子，人物の働きや代表的な
文化遺産などに着目して，問いを見出し，
貴族のくらしやこの頃の文化の特色を考
え，表現している。

・主体的に学習問題を追究・解決し，学習
してきたことを基に長い歴史を経て築かれ
てきた我が国の伝統や文化と今日の自分
たちの生活との関わりを考えようとしてい
る。

戦国の世から天下統一へ 我が国の歴史上の主な事象について，世
の中の様子，人物の働きや代表的な文化
遺産などに着目して，地図や年表，その他
の資料で調べ，戦国の世の統一に果たし
た織田信長，豊臣秀吉の役割を考え，表
現することを通して，キリスト教の伝来，
織田・豊臣の天下統一を手掛かりに，戦
国の世が統一されたことを理解できるよう
にするとともに，主体的に学習問題を追
究・解決しようとする態度を養う。

①世の中の様子，人物の働きや代表的な
文化遺産などについて，地図や年表，そ
の他の資料で調べ，キリスト教の伝来，織
田・豊臣の天下統一を理解している。
②調べたことを年表や文などにまとめ，戦
国の世が統一されたことを理解している。

①世の中の様子，人物の働きや文化遺産
などに着目して，問いを見出し，キリスト
教の伝来，織田・豊臣の天下統一につい
て考え表現している。
②キリスト教の伝来，織田・豊臣の天下統
一を関連付けたり総合したりして，戦国の
世の統一に果たした織田信長，豊臣秀吉
の役割を考え，適切に表現している。

①キリスト教の伝来，織田・豊臣の天下統
一について，予想や学習計画を立てたり，
学習をふり返ったりして，学習問題を追究
し，解決しようとしている。

今に伝わる室町文化 我が国の歴史上の主な事象について，人
物の働きや代表的な文化遺産などに着目
して，文化財や地図，年表などの資料で調
べ，この頃の文化の特色を考え，表現す
ることを通して，京都の室町に幕府が置
かれた頃の代表的な建造物や絵画を手掛
かりに，今日の生活文化につながる室町
文化が生まれたことを理解できるようにす
るとともに，主体的に学習問題を追究・解
決しようとする態度や，学習してきたことを
基に我が国の伝統や文化と今日の自分た
ちの生活との関わりを考えようとする態度
を養う。

・京都の室町に幕府が置かれた頃の代表
的な建造物や絵画について，文化財や地
図，年表などの資料で調べ，今日の生活
文化につながる室町文化が生まれたこと
を理解している。

・人物の働きや代表的な文化遺産などに
着目して，問いを見出し，京都の室町に幕
府が置かれた頃の代表的な建造物や絵画
や，この頃の文化の特色を考え，表現して
いる。

・主体的に学習問題を追究・解決し，学習
してきたことを基に長い歴史を経て築かれ
てきた我が国の伝統や文化と今日の自分
たちの生活との関わりを考えようとしてい
る。

町人の文化と新しい学問 我が国の歴史上の主な事象について，世
の中の様子，人物の働きや代表的な文化
遺産などに着目して，文化財や年表，その
他の資料で調べ，この頃に栄えた町人の
文化や新しい学問を生み出した人物の業
績を考え，表現することを通して，歌舞伎
や浮世絵，国学や蘭学を手掛かりに，町
人の文化が栄え新しい学問がおこったこと
を理解できるようにするとともに，主体的
に学習問題を追究・解決しようとする態度
や，学習してきたことを基に長い歴史を経
て築かれてきた我が国の伝統や文化と今
日の自分たちの生活との関わりを考えよ
うとする態度を養う。

①世の中の様子，人物の働きや代表的な
文化遺産などについて，文化財や年表，
その他の資料で調べ，歌舞伎や浮世絵，
国学や蘭学を理解している。
②調べたことを年表や文などにまとめ，町
人の文化が栄え新しい学問がおこったこと
を理解している。

①世の中の様子，人物の働きや代表的な
文化遺産などに着目して，問いを見出し，
この頃に栄えた町人の文化や新しい学問
を生み出した人物の業績を考え，適切に
表現している。

①歌舞伎や浮世絵，国学や蘭学につい
て，予想や学習計画を立てたり，学習をふ
り返ったりして，学習問題を追究し，解決し
ようとしている。

江戸幕府と政治の安定 我が国の歴史上の主な事象について，世
の中の様子，人物の働きや代表的な文化
遺産などに着目して，文化財や地図，年
表などの資料で調べ，江戸幕府の政策の
意図や社会の様子を考え，表現すること
を通して，江戸幕府の始まり，参勤交代や
鎖国などの幕府の政策，身分制を手掛か
りに，武士による政治が安定したことを理
解できるようにするとともに，主体的に学
習問題を追究・解決しようとする態度を養
う。

①世の中の様子，人物の働きや代表的な
文化遺産などについて，文化財や地図，
年表などの資料で調べ，江戸幕府の始ま
り，参勤交代や鎖国などの幕府の政策，
身分制を理解している。
②調べたことを年表や文などにまとめ，武
士による政治が安定したことを理解してい
る。

①世の中の様子，人物の働きや代表的な
文化遺産などに着目して，問いを見出し，
江戸幕府の始まり，参勤交代や鎖国など
の幕府の政策，身分制について考え表現
している。
②江戸幕府の始まり，参勤交代や鎖国な
どの幕府の政策，身分制を関連付けたり
総合したりして，江戸幕府の政策の意図や
社会の様子を考え，適切に表現してい
る。

①江戸幕府の始まり，参勤交代や鎖国な
どの幕府の政策，身分制について，予想
や学習計画を立てたり，学習をふり返った
りして，学習問題を追究し，解決しようとし
ている。

世界に歩み出した日本 我が国の歴史上の主な事象について，世
の中の様子，人物の働きや代表的な文化
遺産などに着目して，地図や年表などの
資料で調べ，明治政府の意図や世の中の
様子の変化を考え，表現することを通し
て，日清・日露の戦争，条約改正，科学の
発展などを手掛かりに，我が国の国力が
充実し国際的地位が向上したことを理解で
きるようにするとともに，主体的に学習問
題を追究・解決しようとする態度を養う。

①世の中の様子，人物の働きや代表的な
文化遺産などについて，地図や年表など
の資料で調べ，日清・日露の戦争，条約
改正，科学の発展などを理解している。
②調べたことを年表や文などにまとめ，我
が国の国力が充実し国際的地位が向上し
たことを理解している。

①世の中の様子，人物の働きや代表的な
文化遺産などに着目して，問いを見出し，
日清・日露の戦争，条約改正，科学の発
展などについて考え表現している。
②日清・日露の戦争，条約改正，科学の
発展などを関連付けたり総合したりして，
明治政府の意図や世の中の様子の変化
を考え，適切に表現している。

①日清・日露の戦争，条約改正，科学の
発展などについて，予想や学習計画を立
てたり，学習をふり返ったりして，学習問題
を追究し，解決しようとしている。

明治の国づくりを進めた人々 我が国の歴史上の主な事象について，世
の中の様子，人物の働きや代表的な文化
遺産などに着目して，文化財や地図，年
表などの資料で調べ，この頃の政治の仕
組みや世の中の様子の変化を考え，表現
することを通して，黒船の来航，廃藩置県
や四民平等などの改革，文明開化などを
手掛かりに，我が国が明治維新を機に欧
米の文化を取り入れつつ近代化を進めた
ことを理解できるようにするとともに，主
体的に学習問題を追究・解決しようとする
態度を養う。

①世の中の様子，人物の働きや代表的な
文化遺産などについて，文化財や地図，
年表などの資料で調べ，黒船の来航，廃
藩置県や四民平等などの改革，文明開化
などを理解している。
②調べたことを年表や文などにまとめ，我
が国が明治維新を機に欧米の文化を取り
入れつつ近代化を進めたことを理解して
いる。

①世の中の様子，人物の働きや代表的な
文化遺産などに着目して，問いを見出し，
黒船の来航，廃藩置県や四民平等などの
改革，文明開化などについて考え表現し
ている。
②黒船の来航，廃藩置県や四民平等など
の改革，文明開化などを関連付けたり総
合したりして，この頃の政治の仕組みや世
の中の様子の変化を考え，適切に表現し
ている。

①黒船の来航，廃藩置県や四民平等など
の改革，文明開化などについて，予想や
学習計画を立てたり，学習をふり返ったり
して，主体的に学習問題を追究し，解決し
ようとしている。

新しい日本，平和な日本へ 我が国の歴史上の主な事象について，世
の中の様子などに着目して，地図や年表
などの資料で調べ，我が国の政治や国民
生活が大きく変わったことや，我が国が国
際社会において果たしてきた役割を考え，
表現することを通して，日本国憲法の制
定やオリンピック・パラ リンピックの開催
などを手掛かりに，戦後我が国は民主的
な国家として出発し，国民生活が向上し，
国際社会の中で重要な役割を果たしてき
たことを理解できるようにするとともに，
主体的に学習問題を追究・解決しようとす

①世の中の様子などについて，地図や年
表などの資料で調べ，日本国憲法の制
定，オリンピック・パラ リンピックの開催な
どを理解している。
②調べたことを年表や文などにまとめ，戦
後我が国は民主的な国家として出発し，国
民生活が向上し，国際社会の中で重要な
役割を果たしてきたことを理解している。

①世の中の様子などに着目して，問いを
見出し，日本国憲法の制定，オリンピッ
ク・パラ リンピックの開催などについて考
え表現している。
②日本国憲法の制定，オリンピック・パラ
リンピックの開催などを関連付けたり総合
したりして，我が国の政治や国民生活が大
きく変わったことや，我が国が国際社会に
おいて果たしてきた役割を考えたり，学習
してきたことを基に，歴史を学ぶ意味につ
いて考えたりして，適切に表現している。

①日本国憲法の制定，オリンピック・パラ
リンピックの開催などについて，予想や学
習計画を立てたり，学習をふり返ったり見
直したりして，学習問題を追究し，解決しよ
うとしている。
②学習したことを基に戦後の日本の歩み
を振り返り，我が国の課題やそのよりよい
解決方法について考えようとしている。

長く続いた戦争と人々のくらし 我が国の歴史上の主な事象について，世
の中の様子，代表的な文化遺産に着目し
て，地図や年表などの資料で調べたり聞き
取り調査をしたりして，我が国の政治や国
民生活が大きく変わったことを考え，表現
することを通して，日中戦争や我が国に
関わる第二次世界大戦などを手掛かり
に，我が国と中国との戦いが全面化したこ
とや，連合国との戦いによる敗戦，広島・
長崎への原爆投下など大きな被害を受け
たことなどを理解できるようにするととも
に，主体的に学習問題を追究・解決しよう
とする態度を養う。

①世の中の様子，代表的な文化遺産など
について，地図や年表などの資料で調べ
たり聞き取り調査をしたりして，日中戦争や
我が国に関わる第二次世界大戦などを
理解している。
②調べたことを年表や文などにまとめ，我
が国と中国との戦いが全面化したことや，
連合国との戦いによる敗戦，広島・長崎
への原爆投下など大きな被害を受けたこ
となどを理解している。

①世の中の様子，代表的な文化遺産など
に着目して，問いを見出し，日中戦争や我
が国に関わる第二次世界大戦などにつ
いて考え表現している。
②日中戦争や我が国に関わる第二次世
界大戦などを関連付けたり総合したりし
て，我が国の政治や国民生活が大きく変
わったことを考えたり，学習してきたことを
基に，歴史を学ぶ意味について考えたりし
て，適切に表現している。

①日中戦争や我が国に関わる第二次世
界大戦などについて，予想や学習計画を
立てたり，学習をふり返ったりして，主体的
に学習問題を追究し，解決しようとしてい
る。

世界の未来と日本の役割 グローバル化する世界の日本の役割に
ついて，地球規模で発生している課題の
解決に向けた連携・協力などに着目して，
地図帳や地球儀，各種の資料で調べ，ま
とめることで国際連合の働きや我が国の
国際協力の様子を捉え，国際社会におい
て我が国が果たしている役割を考え，表
現することを通して，我が国は，平和な世
界の実現のために国際連合の一員として
重要な役割を果たしたり，諸外国の発展の
ために援助や協力を行ったりしていること
を理解できるようにするとともに，主体的
に学習問題を追究・解決しようとする態度
や，学習したことを基に，今後，我が国が
国際社会において果たすべき役割などを
多角的に考えようとする態度を養う。

①地球規模で発生している課題の解決に
向けた連携・協力などについて，地図帳
や地球儀，各種の資料で調べて，必要な
情報を集め，読み取り，国際連合の働き
や我が国の国際協力の様子を理解してい
る。
②調べたことを図表や文などにまとめ，我
が国は，平和な世界の実現のために国際
連合の一員として重要な役割を果たした
り，諸外国の発展のために援助や協力を
行ったりしていることを理解している。

①地球規模で発生している課題の解決に
向けた連携・協力などに着目して，問いを
見出し，国際連合の働きや我が国の国際
協力の様子について考え表現している。
②地球規模で発生している課題の解決策
と我が国の国際協力の様子を関連付け
て，国際社会において我が国が果たして
いる役割を考えたり，学習したことを基に
今後，我が国が国際社会において果たす
べき役割などを多角的に考えたり選択・判
断したりして，表現している。

①国際社会において我が国が果たしてい
る役割について，予想や学習計画を立て
たり，学習をふり返ったりして，学習問題を
追究し，解決しようとしている。
②学習したことを基に，今後，我が国が国
際社会において果たすべき役割などを多
角的に考えようとしている。

日本とつながりの深い国々 グローバル化する世界の日本の役割に
ついて，外国の人々の生活の様子などに
着目して，地図帳や地球儀，各種の資料
で調べ，まとめることで日本の文化や習慣
との違いを捉え，国際交流の果たす役割
を考え，表現することを通して，我が国と
経済や文化などの面でつながりの深い国
の人々の生活は，多様であることや，ス
ポーツや文化などを通して他国と交流し，
異なる文化や習慣を尊重し合うことが大
切であることを理解できるようにするとと
もに，主体的に学習問題を追究・解決し
ようとする態度や，学習したことを基に世
界の人々と共に生きていくために大切なこ
となどを多角的に考えようする態度を養
う。

①外国の人々の生活の様子などについて
地図帳や地球儀，各種の資料で調べて，
必要な情報を集め，読み取り，日本の文
化や習慣との違いを理解している。
②調べたことを図表や文などにまとめ，我
が国と経済や文化などの面でつながりの
深い国の人々の生活は，多様であること
や，スポーツや文化などを通して他国と交
流し，異なる文化や習慣を尊重し合うこと
が大切であることを理解している。

①外国の人々の生活の様子などに着目し
て，問いを見出し，日本の文化や習慣との
違いについて考え表現している。
②世界の国々の文化や習慣は多様であ
ることとスポーツや文化などを通して他国
と交流することを関連付けて，国際交流
の果たす役割を考えたり，学習したことを
基に世界の人々と共に生きていくために
大切なことなどを多角的に考えたり選択・
判断したりして，表現している。

①外国の人々の生活の様子について，予
想や学習計画を立てたり，学習をふり返っ
たりして，主体的に学習問題を追究し，解
決しようとしている。
②学習したことを基に世界の人々と共に
生きていくために大切なことなどを多角的
に考えようとしている。
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13
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算数 第６学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）

単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

3．分数のかけ算を考えよう　［分数のかけ算］

分数×整数，分数÷整数も含めて，分数の乗法の意味に

ついて理解し，その計算の仕方を図や式を用いて考える

力を養うとともに，計算の仕方を乗法の性質や数学的表現

を用いて考えた過程を振り返り，多面的に粘り強く考えた

り，今後の生活や学習に活用しようとしたりする態度を養

う。

分数の乗法の意味や，分数の乗法についても整数の場合

と同じ関係や法則が成り立つことを理解するとともに，分数

の乗法の計算ができる。

乗数が分数の場合の乗法計算の仕方について，乗法の

性質や比例の考えを基に考え，数直線や式などを用いて

表現している。

乗数が分数の場合の乗法の意味をとらえ直したことや，そ

の計算方法について乗法の性質や図や式などを用いて考

えた過程や結果を振り返り，多面的にとらえ検討してより

よいものを求めて粘り強く考えたり，数学のよさに気づき学

習したことを今後の生活や学習に活用しようとしたりしてい

る。

おぼえているかな？

・ 既習内容の理解を確認する。 既習内容に関する問題を解決することができる。

2．数量やその関係を式に表そう　［文字と式］

具体的な場面について，数量の関係を文字を用いて式で

一般的に表すことを理解し，文字に数をあてはめて調べる

ことができ，数学的表現である式を活用する力を養うととも

に，数学的に表現・処理したことを振り返り，多面的に粘り

強く考えたり，今後の生活や学習に活用しようとしたりする

態度を養う。

数量の関係を言葉や□，○などの代わりに，文字を用いて

式に表すことを理解し，数量の関係を文字を用いて式に表

したり，式から具体的な場面に表したり，文字に数をあては

めて調べたりすることができる。

文字にいろいろな数をあてはめられることを基に，数量の

関係を文字を用いた式で表すことの簡潔さや一般性につ

いて考えている。

数量の関係を表す式について，数学的に表現・処理したこ

とを振り返り，多面的にとらえ検討してよりよいものを求め

て粘り強く考えたり，数学のよさに気づき学習したことを今

後の生活や学習に活用しようとしたりしている。

1．つり合いのとれた図形を調べよう

［対称な図形］

対称な図形の観察や構成を通してその意味や性質を理解

し，図形を構成する要素及び図形間の関係に着目し，構

成の仕方を考察したり図形の性質を見いだしたりする力な

どを養うとともに，図形を対称という観点で考察した過程を

振り返り，多面的に粘り強く考えたり，今後の生活や学習

に活用しようとしたりする態度を養う。

線対称，点対称な図形の意味や性質について理解し，線

対称，点対称な図形をかくことができる。

図形を構成する要素及び図形間の関係に着目し，対称と

いう観点で既習の図形を見直しその性質をとらえて説明

し，図形に対する見方を深めている。

対称な図形について，数学的に表現・処理したことを振り

返り，多面的にとらえ検討してよりよいものを求めて粘り強

く考えたり，数学のよさに気づき学習したことを今後の生活

や学習に活用しようとしたりしている。

学びのとびら

・ 算数科の学び方，問題解決の方法やノートのつくり方を

共有したり，教科書の使い方を確認したりして，子どもたち

が自ら教科書を有効に活用して，主体的，対話的で深い

学びを実現できるようにする。

4．分数のわり算を考えよう　［分数のわり算］

分数の除法の意味について理解し，その計算の仕方を図

や式を用いて考える力を養うとともに，計算の仕方を除法

の性質や数学的表現を用いて考えた過程を振り返り，多

面的に粘り強く考えたり，今後の生活や学習に活用しよう

としたりする態度を養う。

分数の除法の意味や，分数の除法についても整数の場合

と同じ関係や法則が成り立つことを理解するとともに，分数

の除法の計算ができる。

除数が分数の場合の除法計算の仕方について，除法の

性質や比例の考えを基に考え，数直線や式などを用いて

表現している。

除数が分数の場合の除法の意味をとらえ直したことや，そ

の計算方法について除法の性質や図や式などを用いて考

えた過程や結果を振り返り，多面的にとらえ検討してより

よいものを求めて粘り強く考えたり，数学のよさに気づき学

習したことを今後の生活や学習に活用しようとしたりしてい

る。

おぼえているかな？
・ 既習内容の理解を確認する。 既習内容に関する問題を解決することができる。

どんな計算になるのかな？

・ 分数の乗法や除法を適用して問題を解決することを通し

て，演算を決定する能力を伸ばす。

適切な立式をして，問題を解決することができる。 既習を活用して，どのような式で解決すればよいかを考え

ようとしている。

分数の倍

既習の倍の意味を基に基準量や比較量が分数の場合の

倍の意味について理解し，倍の意味を図や式を用いて考

える力を養うとともに，整数や小数，分数の倍の意味を統

合的にとらえたりこれまでの倍の学習を今後の生活や学

習に活用しようとしたりする態度を養う。

基準量や比較量が分数の場合の倍の意味について理解

し，基準量や比較量，倍を求めることができる。

2量の関係に着目し，基準量や比較量が分数の場合の倍

の意味について図や式などを用いて考え表現している。

基準量や比較量が分数の場合の倍の意味について，整

数倍や小数倍の意味と統合的にとらえたり，数学的に表

現・処理したことを振り返り，多面的にとらえ検討してよりよ

いものを求めて粘り強く考えたり，数学のよさに気づき今

後の生活や学習に活用しようとしたりしている。

5．割合の表し方を調べよう　［比］

2つの数量の割合を表す方法として，比について理解し，

既習の割合と関連づけ，数量の関係の比べ方を考える力

を養うとともに，日常の事象を目的に応じて比でとらえるこ

とや数学的表現を用いて考えた過程を振り返り，多面的に

粘り強く考えたり，今後の生活や学習に活用しようとしたり

する態度を養う。

比の意味や表し方，比の相等の意味を理解し，2つの数量

の関係を調べて比で表したり，等しい比をつくったりするこ

とができる。

日常の事象における数量の関係に着目し，比を用いた関

係の比べ方を既習の割合と関連づけて統合的にとらえ，

割合の適用場面で考え方を工夫している。

日常の事象を目的に応じて比でとらえたことや数学的に表

現・処理したことを振り返り，多面的にとらえ検討してよりよ

いものを求めて粘り強く考えたり，数学のよさに気づき学

習したことを今後の生活や学習に活用しようとしたりしてい

る。

おぼえているかな？

・ 既習内容の理解を確認する。 既習内容に関する問題を解決することができる。

算数で読みとこう

「陸上競技の記録について考えよう」

・ 既習事項を活用してデータを考察し，問題解決能力や情

報処理能力を伸ばす。

目的に応じて，情報を取捨選択して問題を解決し，その根

拠を説明している。

既習事項を活用して問題を解決しようとしている。

おぼえているかな？

・ 既習内容の理解を確認する。 既習内容に関する問題を解決することができる。

7．円の面積の求め方を考えよう

［円の面積］

円の面積の計算による求め方について理解し，図形を構

成する要素などに着目し，図形の面積について考える力

を養うとともに，円の面積の求め方を簡潔かつ的確な表現

として公式として導いた過程を振り返り，多面的に粘り強く

考えたり，今後の生活や学習に活用しようとしたりする態

度を養う。

円の面積について，求め方や計算で求められることを理

解し，円の面積を求める公式を用いて円などの面積を求

めることができる。

図形を構成する要素などに着目し，円などの面積の求め

方を図や式を用いて考え，説明している。

円の面積の求め方を簡潔かつ的確な表現として公式とし

て導いた過程を振り返り，多面的にとらえ検討してよりよい

ものを求めて粘り強く考えたり，数学のよさに気づき学習し

たことを今後の生活や学習に活用しようとしたりしている。

6．形が同じで大きさがちがう図形を

調べよう　［拡大図と縮図］

拡大図や縮図の観察やかくことを通して拡大図，縮図の意

味や性質について理解し，図形を構成する要素及び図形

間の関係に着目し，構成の仕方を考察したり図形の性質

を見いだしたりする力を養うとともに，拡大図や縮図という

観点で考察した過程を振り返り，多面的に粘り強く考えた

り，今後の生活や学習に活用しようとしたりする態度を養

う。

拡大図，縮図の意味や性質を理解し，対応する辺の長さ

や角の大きさを求めたり，拡大図，縮図をかいたりすること

ができる。

図形を構成する要素及び図形間の関係に着目し，合同の

意味や比の考えを基に，拡大図，縮図の意味や性質，作

図の仕方について考え説明し，図形に対する見方を深め

ている。

既習の図形をとらえ直したことや数学的に表現・処理した

ことを振り返り，多面的にとらえ検討してよりよいものを求

めて粘り強く考えたり，数学のよさに気づき学習したことを

今後の生活や学習に活用しようとしたりしている。

8．角柱と円柱の体積の求め方を考えよう［角柱と円柱の

体積］

角柱や円柱の体積の計算による求め方について理解し，

図形を構成する要素に着目し，図形の体積について考え

る力を養うとともに，角柱や円柱の体積の求め方を簡潔か

つ的確な表現として公式として導いた過程を振り返り，多

面的に粘り強く考えたり，今後の生活や学習に活用しよう

としたりする態度を養う。

角柱や円柱の体積は底面積×高さにまとめられることを

理解し，角柱や円柱の体積を公式を用いて求めることがで

きる。

図形を構成する要素に着目し，角柱や円柱の体積の求め

方について，直方体の体積の求め方から類推し，図や式

を用いて考え，説明している。

角柱や円柱の体積の求め方を簡潔かつ的確な表現として

公式として導いた過程を振り返り，多面的にとらえ検討して

よりよいものを求めて粘り強く考えたり，数学のよさに気づ

き学習したことを今後の生活や学習に活用しようとしたりし

ている。

おぼえているかな？

・ 既習内容の理解を確認する。 既習内容に関する問題を解決することができる。

おぼえているかな？
・ 既習内容の理解を確認する。 既習内容に関する問題を解決することができる。

9．およその面積と体積を求めよう

［およその面積と体積］

身の回りにあるものの形について，その概形をとらえること

でおよその面積や体積を求められることを理解し，図形を

構成する要素や性質に着目し，面積や体積の求め方を筋

道立てて考える力を養うとともに，既習の面積や体積の学

習に基づき概測などを用いて目的に応じて能率よく測定し

た過程を振り返り，多面的に粘り強く考えたり，今後の生活

や学習に活用しようとしたりする態度を養う。

身の回りにあるものの形について，その概形をとらえること

で，およその面積や体積を求められることを理解し，面積

や体積を求めることができる。

図形を構成する要素や性質に着目し，身の回りにあるも

のの形について，概形をとらえて，およその面積や体積の

求め方を筋道立てて考えている。

既習の面積や体積の学習に基づき概測などを用いて目的

に応じて能率よく測定した過程を振り返り，多面的にとらえ

検討してよりよいものを求めて粘り強く考えたり，数学のよ

さに気づき学習したことを今後の生活や学習に活用しよう

としたりしている。

10．比例の関係をくわしく調べよう

［比例と反比例］

比例や反比例の関係について理解し，伴って変わる2つの

数量やそれらの関係に着目し，表や式，グラフを用いて変

化や対応の特徴を見いだして2つの数量の関係を考察す

る力を養うとともに，比例や反比例の関係を数学的表現を

用いて考えた過程を振り返り，多面的に粘り強く考えたり，

今後の生活や学習に活用しようとしたりする態度を養う。

比例や反比例の意味や性質，表やグラフの特徴について

理解し，比例や反比例の関係にある2つの数量の関係を

表や式，グラフに表したり，比例の関係を用いて問題解決

したりすることができる。

伴って変わる2つの数量を見いだして，それらの関係に着

目し，目的に応じて表や式，グラフを用いてそれらの関係

を表現して変化や対応の特徴を見いだし問題解決に活用

している。

数学的に表現・処理したことを振り返り，多面的にとらえ検

討してよりよいものを求めて粘り強く考えたり，数学のよさ

に気づき学習したことを今後の生活や学習に活用しようと

したりしている。

考える力をのばそう　「全体を決めて」

・ 図や表に表すよさを認め，既習の考えを活用して，問題

を解決する能力を高める。

線分図を活用して全体量と単位時間当たりの仕事量を割

合の関係としてとらえ，答えの求め方を考え説明している。

数量の関係を線分図に表し問題を解決したことを振り返

り，価値づけている。

11．順序よく整理して調べよう

［並べ方と組み合わせ方］

順列や組み合わせについて，落ちや重なりのないように，

起こり得る場合を順序よく整理するための図や表などの

用い方を理解し，事象の特徴に着目し，順序よく整理する

観点を決めて落ちや重なりなく調べる方法を考察する力

や筋道立てて考える力を養うとともに，数学的表現を用い

て落ちや重なりのないように調べた過程を振り返り，多面

的に粘り強く考えたり，今後の生活や学習に活用しようとし

たりする態度を養う。

順列や組み合わせについて，落ちや重なりのないように調

べるには，ある観点に着目したり，図や表などにかき表し

たりするとよいことを理解し，起こり得る場合を順序よく整

理して調べることができる。

事象の特徴に着目し，順列や組み合わせについて，落ち

や重なりのないように図や表を適切に用いたり，名称を記

号化して端的に表したりして，順序よく筋道立てて考えてい

る。

順列や組み合わせについて，図や表などを用いて工夫を

しながら，落ちや重なりがないように調べた過程を振り返

り，多面的にとらえ検討してよりよいものを求めて粘り強く

考えたり，数学のよさに気づき学習したことを今後の生活

や学習に活用しようとしたりしている。

おぼえているかな？
・ 既習内容の理解を確認する。 既習内容に関する問題を解決することができる。

12．データの特ちょうを調べて判断しよう［データの調べ

方］

代表値の意味や求め方，度数分布表や柱状グラフ（ヒスト

グラム），統計的な問題解決の方法について理解し，目的

に応じてデータを集めて分類整理し，データの特徴や傾向

に着目し，代表値などを用いて問題の結論について判断し

たり，その妥当性について考察したりする力を養うととも

に，統計的な問題解決の過程について，数学的に表現・処

理したことを振り返り，多面的に粘り強く考えたり，今後の

生活や学習に活用しようとしたりする態度を養う。

代表値の意味や求め方，度数分布表や柱状グラフ（ヒスト

グラム），目的に応じてデータを収集したり適切な手法を選

択したりするなど統計的な問題解決の方法について理解

している。

目的に応じてデータを集めて分類整理し，データの特徴や

傾向に着目し，代表値などを用いて問題の結論について

判断するとともに，その妥当性について批判的に考察して

いる。

統計的な問題解決の過程について，数学的に表現・処理

したことを振り返り，多面的にとらえ検討してよりよいものを

求めて粘り強く考えたり，数学のよさに気づき学習したこと

を今後の生活や学習に活用しようとしたりしている。

考える力をのばそう　「関係に注目して」
・ 変化する2つの数量を表に表すことを通して，数量関係

や規則性を見つける能力を伸ばす。

表を活用して変化する2つの数量の関係に着目し，対応の

規則性を考え，式に表し，その式の意味を説明している。

対応する数値を表に表すなどして問題を解決したことを振

り返り，価値づけている。

13．算数の学習をしあげよう　［算数のしあげ］

6年間の算数の学習を振り返りながら，本単元の学習に取

り組むことを通して，数量や図形などについての基礎的・

基本的な知識及び技能を確実に習得し，これらを活用して

問題を解決するために必要な数学的な思考力，判断力，

表現力等を育むとともに，数学のよさに気づき，算数と日

常生活との関連についての理解を深め，算数を主体的に

生活や学習に生かそうとしたり，問題解決の過程や結果を

評価・改善しようとしたりするなど，数学的に考える資質・

能力を育成する。

数量や図形などについての基礎的・基本的な概念や性質

などを理解するとともに，日常の事象を数理的に処理する

技能を身につけている。

日常の事象を数理的にとらえ見通しをもち筋道を立てて考

察する力，基礎的・基本的な数量や図形の性質などを見

いだし統合的・発展的に考察する力，数学的な表現を用い

て事象を簡潔・明瞭・的確に表したり目的に応じて柔軟に

表したりする力を身につけている。

数学的活動の楽しさや数学のよさに気づき，学習を振り

返ってよりよく問題解決しようとしたり，算数で学んだことを

生活や学習に活用しようとしたりしている。

算数で読みとこう　「情報通信技術の

進化や利用について調べよう」
・ 既習事項を活用してデータを考察し，問題解決能力や情

報処理能力を伸ばす。

目的に応じて，情報を取捨選択して問題を解決し，その根

拠を説明している。

既習事項を活用して問題を解決しようとしている。

プログラミングを体験しよう！

「数の並べかえ方を考えよう」

・ 数を並べ替えるためのプログラミングについて，数の大

小を基に論理的に考え，説明することができる。

数の大小に着目し，数を並べ替えるプログラミングについ

て筋道立てて考え，説明している。

算数卒業旅行

・ 中学校の数学の内容にふれることを通して，算数・数学

に関する興味を広げる。

・ 他の国の算数に興味をもち，算数・数学に関する興味を

広げる。

・ 和算にふれることを通して，算数・数学に関する興味を

広げる。

・ クイズやパズルを通して，考える楽しさや算数のもつお

もしろさにふれる。

中学校の数学に関心をもち，取り組もうとしている。

外国の算数に関することに興味をもち，体験したり，調べ

たりしようとしている。

昔の人たちの取り組んでいた算数の問題に関心をもち，

取り組もうとしている。

クイズやパズルに積極的に取り組もうとしている。

かたちであそぼう

「一筆がき」　「不思議な輪の変身」

・ 一筆がきを楽しむことを通して，一筆がきの条件を知り，

奇数・偶数の不思議さに関心をもつ。

・ メビウスの輪や2つの輪を使っていろいろな形を作る活

動を通して，図形に親しみ，その楽しさを味わう。

輪の大きさから，どんな形ができるかを考え，説明してい

る。

一筆がきに関心をもち，いろいろな問題から一筆がきがで

きるかどうかを判定しようとしている。

工夫していろいろな形を作ろうとしている。



教科 学年

8

9

5

15

9

13

4

10．自然とともに生きる ヒトやほかの生物と環境がどのようにかかわり合っている
かを調べたり，身近な環境問題を調べたりして，生物と環
境とのかかわりについての考えをもつことができるように
するとともに，自然を大切にしようとする態度を育てる。

ヒトは，環境とかかわり，工夫して生活していることを理解
している。（記録分析・ペーパーテスト）
資料などを目的に応じて選択し，ヒトの活動と環境が互い
に与えている影響について調べている。（行動観察・記録
分析）

身近な環境とのかかわりや与えている影響などの調べた
ことをもとに，より妥当な考えをつくりだし，自分たちの生
活を見直そうとしている。（行動観察・発言・記録分析）

身の回りの環境に進んでかかわり，粘り強く，他者とかか
わりながら調べようとしている。（行動観察・発言・記録分
析）

９．発電と電気の利用 電気はつくり出したり蓄えたりすることができることを知
り，その電気をさまざまな器具に流すことによって，電気
は，光，音，熱などに変えることができるという考えをもつ
ことができるようにする。また，身の回りには電気をつくり
出したり蓄えたり，光，音，熱などに変えるさまざまな道
具があることを知るとともに，より妥当な考えをつくりだす
力を育成する。

手回し発電機などを正しく扱いながら，発電のようすを調
べ，適切に記録している。（行動観察・記録分析）
光電池や鏡などを目的に応じて用意し，正しく扱いながら
実験を行い，適切に記録している。（行動観察・記録分
析）
コンデンサーを正しく扱いながら，そのはたらきを調べ，結
果を適切に記録している。（行動観察・記録分析）
身の回りには，電気の性質やはたらきを利用した道具が
あることを理解している。（記録分析・ペーパーテスト）

発電について問題を見いだし，乾電池と比較した予想や
仮説をもとに解決の方法を発想し，表現している。（発言・
記録分析）
光電池のはたらきについて考察する中で，より妥当な考
えをつくりだし，表現している。（発言・記録分析）
実験結果をもとに，豆電球と発光ダイオードの違いについ
て，より妥当な考えをつくりだし，表現している。（発言・記
録分析）
電気をむだなく使うための工夫について問題を見いだし，
予想した条件や動作の組み合わせをもとに，解決の方法
を発想し，プログラミングしている。（行動観察・記録分析）

発電と電気の利用に進んでかかわり，粘り強く，他者とか
かわりながら調べようとしている。（行動観察・発言・記録
分析）
発電と電気の利用について学んだことを学習や生活に生
かそうとしている。（行動観察・発言・記録分析）

８．てこのはたらき てこの手ごたえや，てこがつり合うときを調べる実験を通
して，重いものを楽に持ち上げる方法や，てこがつり合うと
きの規則性についての考えをもつことができるようにす
る。また，小さな力で重いものを動かせるという視点で，
身の回りを観察し，さまざまな道具でてこの規則性が利
用されていることをとらえるようにする。

力点・作用点の位置を変え，てこを使うときの手ごたえを
調べ，結果を適切に記録している。（行動観察・記録分
析）
実験用てこを使って，左右のおもりの重さや位置を変えな
がら，てこの規則性を計画的に調べている。（行動観察・
記録分析）
てこがつり合うときの規則性や，支点から等距離でつり合
うときはおもりの重さも等しいことを理解している。（記録
分析・ペーパーテスト）
てこを利用した道具を目的に応じて用意し，安全に正しく
使いながら，支点・力点・作用点について調べている。
（行動観察・記録分析）
身の回りには，てこの規則性を利用した道具があることを
理解している。（記録分析・ペーパーテスト）

てこを使って重いものを小さな力で持ち上げる方法につい
て，予想や仮説をもとに解決の方法を発想し，表現してい
る。（発言・記録分析）
てこの手ごたえと支点・力点・作用点の位置関係につい
て考察する中で，より妥当な考えをつくりだし，表現してい
る。（発言・記録分析）
実験結果をもとに，てこの規則性について，より妥当な考
えをつくりだし，表現している。（発言・記録分析）
てこの規則性と道具のしくみやはたらきとの関係を多面的
に調べ，考察し，自分の考えを表現している。（発言・記
録分析）

てこのしくみやはたらきに進んでかかわり，粘り強く，他者
とかかわりながら調べようとしている。（行動観察・発言・
記録分析）
てこの規則性について学んだことを学習や生活に生かそ
うとしている。（行動観察・発言・記録分析）

７．大地のつくりと変化 地層などを観察し，地層のつくりやでき方について多面的
に調べる活動を通じて，大地は長い年月と大きな空間的
な広がりの中でつくられ，変化してきたという考えをもつこ
とができるようにする。また，火山活動や地震による大地
の変化と災害とを関係づけて調べ，災害への備えについ
て考えるとともに，自然の力の大きさを感じ取ることができ
るようにする。

地層のようすを調べる器具などを目的に応じて用意し，正
しく扱いながら観察し，適切に記録している。（行動観察・
記録分析）
地層の構成物と，地層に重なりや広がりがあることを理解
している。（記録分析・ペーパーテスト）
堆積のモデルを運搬・堆積の場としてとらえ，地層のでき
方を調べている。（行動観察・記録分析）
双眼実体顕微鏡などの器具を正しく操作しながら，火山
灰を観察し，その特徴を適切に記録している。（行動観
察・記録分析）
地層は，れき，砂，泥や火山灰などからできており，層と
なって広がっていることを理解し，長い年月をかけて変化
していることをとらえている。（記録分析・ペーパーテスト）
資料などを目的に応じて選択し，火山活動や地震による
大地の変化について，多面的に調べている。（行動観察・
記録分析）
大地は，火山の噴火や地震によって変化することを理解
している。（記録分析・ペーパーテスト）

地層のようすや構成物について，予想や仮説をもとに解
決の方法を発想し，表現している。（発言・記録分析）
地層のでき方について問題を見いだし，解決の方法を発
想し，表現している。（発言・記録分析）
地層が固まってできた岩石や化石を調べ，長い時間の経
過と合わせて考察している。（発言・記録分析）
火山活動や地震に対する具体的な備えを知り，自然から
の恩恵についても理解し，自然との向き合い方について，
自分なりの考えをもっている。（発言・記録分析）

大地のつくりと変化に進んでかかわり，粘り強く，他者と
かかわりながら調べようとしている。（行動観察・発言・記
録分析）
大地のつくりと変化について学んだことを学習や生活に生
かそうとしている。（行動観察・発言・記録分析）

６．月と太陽 月の位置や形の変化に興味・関心をもち，月の輝いてい
る側に太陽があることをとらえるとともに，月の形の見え
方を太陽との位置関係から推論して追究し，月の形の見
え方が規則正しく変化する理由について，より妥当な考え
をつくりだし，主体的に問題解決しようとする態度を育成す
る。

月の形の見え方を調べるモデルの意味を理解して，ボー
ルなどを目的に応じて用意し，正しく扱いながら調べ，適
切に記録している。（行動観察・記録分析）
月の形の見え方は，地球から見た太陽と月の位置関係
によって変わることを理解している。（記録分析・ペーパー
テスト）

月の形や月と太陽の位置関係について，問題を見いだ
し，予想や仮説をもとに解決方法を発想し，表現してい
る。(発言・記録分析)
モデル実験や観察をもとに，月の形の見え方が変化する
理由について，より妥当な考えをつくりだし，表現してい
る。（発言・記録分析）

月の形の見え方に進んでかかわり，粘り強く，他者とか
かわりながら調べようとしている。（行動観察・発言・記録
分析）
月の形の見え方の変化や月の表面のようすなどの学ん
だことを学習や生活に生かそうとしている。（行動観察・発
言・記録分析）

５　水よう液の性質 いろいろな水溶液を，溶けているものを調べたり，リトマス
紙などを使って3つの性質にまとめたり，金属と反応する
ようすを調べたりする活動を通して，水溶液の性質やはた
らきについての考えをもつことができるようにする。

・水溶液や器具を目的に応じて用意し，安全に正しく使っ
て，いろいろな水溶液の違いを調べている。(行動観察)
・水溶液には，気体が溶けているものがあることを理解し
ている。(記録分析・ペーパーテスト)
・リトマス紙などを正しく使って水溶液の性質を調べ，結果
を適切に記録している。(行動観察・記録分析)
・水溶液は，酸性・中性・アルカリ性の3つに仲間に分けら
れることを理解している。(記録分析・ペーパーテスト)
・水溶液や器具を安全に正しく使って，金属が変化するよ
うすを調べている。(行動観察・記録分析)
・見えなくなった金属がどうなったのかを調べ，結果を適
切に記録している。(記録分析)
・蒸発皿に残ったものの性質を調べ，結果を適切に記録し
ている。(行動観察・記録分析)
・水溶液には，金属を変化させるものがあることを理解し
ている。(記録分析・ペーパーテスト)

・5種類の水溶液の区別のしかたについて予想や仮説を
もち，自分の考えを表現している。(発言・記録分析)
・金属に薄い塩酸を加えたときのようすから，金属に起
こった変化について予想や仮説をもち，解決の方法を発
想している。(発言・記録分析)
・蒸発皿に残ったものの性質を調べた結果から考察する
中でより妥当な考えをつくり出し，表現している。(発言・記
録分析)

身の回りの水溶液に進んでかかわり，粘り強く，他者とか
かわりながら，水溶液の性質を調べようとしている。(行動
観察・発言・記録分析)
水溶液の性質やはたらきについて学んだことを学習や生
活に生かそうとしている。(行動観察・発言・記録分析)

４　生物どうしのつながり 生物どうし，および空気や水を通した生物のつながりにつ
いて興味・関心をもち，養分や空気や水が自然の中を行
き来していることについて理解を深めていくとともに，生物
と環境についての考えをもつことができるようにする。

・ヒトは，植物や動物を食べ，動物の食べ物をたどっていく
と植物に行きつくことを理解している。(記録分析・ペー
パーテスト)
・顕微鏡を正しく使って，水中の小さな生物を観察し，結
果を適切に記録している。(行動観察・記録分析)
･メダカなどの魚は，水中の小さな生物を食べ物にして生
きていることを理解している。(記録分析・ペーパーテスト)
･生物は，空気や水を通してかかわり合って生きているこ
とを理解している。(記録分析・ペーパーテスト)

･自然の中の生物も，食物連鎖でつながっていることにつ
いて，予想や仮説を発想し，表現している。(発言・記録分
析)
･動物と植物が空気を通してかかわり合っていることにつ
いて，調べたことから考察する中でより妥当な考えをつく
り出し，表現している。(発言・記録分析)

･生物どうしのつながりに進んでかかわり，粘り強く，他者
とかかわりながら調べようとしている。(行動観察・発言・
記録分析)
･生物どうしのつながりについて学んだことを学習や生活
に生かそうとしている。(行動観察・発言・記録分析)

・資料などを目的に応じて選択し，血液の流れや腎臓の
つくりとはたらきを調べ，結果を適切に記録している。(行
動観察・記録分析)
・血液は心臓のはたらきで体内を巡り，養分，酸素および
二酸化炭素などを運んでいることを理解している。(記録分
析・ペーパーテスト)
・体内には生命を維持するためのさまざまな臓器があるこ
とを理解している。(記録分析・ペーパーテスト)

・だ液によるでんぷんの変化について考察する中でより妥
当な考えをつくり出し，表現している。(行動観察・発言・記
録分析)
・血液の循環を，消化・吸収や呼吸のはたらきと関係づけ
て追究し，予想や仮説を発想して，自分の考えを表現して
いる。(行動観察・発言・記録分析)

３　植物のつくりとはたらき ・植物には，根から取り入れた水の通り道があることを調
べ，結果を適切に記録している。(行動観察・記録分析)
・根や茎，葉には水の通り道があり，根から吸い上げられ
た水はおもに葉から蒸散により排出されることを理解して
いる。(記録分析・ペーパーテスト)
・気体検知管などを正しく使って，植物と空気の関係を調
べている。(行動観察)
・日光と葉のでんぷんについて，実験の目的に応じて材
料を用意し，正しく扱いながら調べている。(行動観察)
・植物の葉に日光が当たると，でんぷんができることを理
解している。(記録分析・ペーパーテスト)

・葉まで運ばれた水がその後どうなるかについて予想や
仮説を発想し，表現している。(発言・記録分析)
・日光と葉のでんぷんについて，実験の結果から考察す
る中でより妥当な考えをつくり出し，表現している。(発言・
記録分析)

・ヒトや動物の体のつくりとはたらきに進んでかかわり，粘
り強く，他者とかかわりながら調べようとしている。(行動
観察・発言・記録分析)
・ヒトや動物の体のつくりとはたらきについて学んだことを
学習や生活に生かそうとしている。(行動観察・発言・記録
分析)

・ものの燃え方と空気の動きについて，問題を見いだし，
予想や仮説をもとに解決の方法を発想し，表現している。
（発言・記録分析）
・実験結果から，気体の種類によるものを燃やすはたらき
の違いについて，より妥当な考えをつくりだし，表現してい
る。（発言・記録分析）

・ものの燃え方に進んでかかわり，粘り強く，他者とかか
わりながら，燃焼のしくみを調べようとしている。（行動観
察・発言・記録分析）
・ものの燃焼のしくみについて学んだことを学習や生活に
生かそうとしている。（行動観察・発言・記録分析）

２　ヒトや動物の体 ヒトやほかの動物の体のつくりとはたらきについて興味・
関心をもち，消化，呼吸，循環および排出のはたらきにつ
いての学習を通して，児童が自らの体について理解を深
めていくとともに，体の各器官が相互にかかわり合って生
命を維持しているという考えをもつことができるようにす
る。

・口から取り入れられた食べ物は，消化管を通る間に消
化，吸収され，吸収されなかったものは排出されることを
理解している。(記録分析・ペーパーテスト)
・気体検知管や石灰水を正しく扱い，吸気と呼気の違いを
調べている。(行動観察)
・ヒトや動物は，呼吸によって酸素を取り入れ，二酸化炭
素などを出すことを理解している。(記録分析・ペーパーテ
スト)

・だ液によるでんぷんの変化について考察する中でより妥
当な考えをつくり出し，表現している。(行動観察・発言・記
録分析)
・血液の循環を，消化・吸収や呼吸のはたらきと関係づけ
て追究し，予想や仮説を発想して，自分の考えを表現して
いる。(行動観察・発言・記録分析)

・ヒトや動物の体のつくりとはたらきに進んでかかわり，粘
り強く，他者とかかわりながら調べようとしている。(行動
観察・発言・記録分析)
・ヒトや動物の体のつくりとはたらきについて学んだことを
学習や生活に生かそうとしている。(行動観察・発言・記録
分析)

１　ものが燃えるしくみ ものの燃焼のしくみについて興味・関心をもって多面的に
調べる活動を通して，ものの燃焼と空気の変化とを関係づ
けて，ものの質的変化について推論する能力を育てるとと
もに，追究していく過程において，燃焼したときの空気の
変化について，より妥当な考えをつくりだし，表現できるよ
うにする。

・線香やろうそくなどを目的に応じて用意し，安全に正しく
使って，空気の動きを調べ，適切に記録している。（行動
観察・記録分析）
・気体検知管や石灰水などを安全に正しく使って，ものが
燃える前と後の空気の変化を調べ，結果を適切に記録し
ている。（行動観察・記録分析）
・ろうそくや木などの植物体が燃えると，空気中の酸素が
使われ二酸化炭素ができることを理解している。（記録分
析・ペーパーテスト）

理科 第６学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度



教科 音楽 学年

単元名 時数 単元の到達目標 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
<導入>
「つばさをください」

随時 ○曲想と旋律など音楽の構造との関わりや，曲想と歌詞の
内容との関わりについて理解するとともに，各声部の歌声
や全体の響き, 伴奏を聴いて，自然で無理のない，響きの
ある歌い方で歌う技能を身に付ける。
○ 旋律や音の重なりを聴き取り，それらの働きが生み出す
よさを感じ取りながら，聴き取ったことと感じ取ったこととの
関わりについて考え，曲の特徴にふさわしい表現を工夫し
て，どのように歌うかについて思いや意図をもつ。
○ 歌詞や曲の特徴を生かした表現に興味をもち，音楽活
動を楽しみながら，主体的・協働的に学習活動に取り組
み，合唱に親しむ。

○「つばさをください」の曲想と，旋律など音楽の構造との
関わりや，曲想と歌詞の内容との関わりについて理解して
いる。
○各声部の歌声や全体の響き, 伴奏を聴いて，自然で無理
のない，響きのある歌い方で「つばさをください」を歌う技能
を身に付けている。

○ 「つばさをください」の旋律や音の重なりを聴き取り，そ
れらの働きが生み出すよさを感じ取りながら，聴き取ったこ
とと感じ取ったこととの関わりについて考え，曲の特徴にふ
さわしい表現を工夫して，どのように歌うかについて思い
や意図をもっている。

○「つばさをください」の歌詞や曲の特徴を生かした表現に
興味をもち，音楽活動を楽しみながら，主体的・協働的に学
習活動に取り組んでいる。

<スキルアップ>
「バナハ」

毎時 ○ 曲想と旋律など音楽の構造との関わりについて，それら
のよさや面白さなどと関わらせて理解するとともに，呼吸や
発音の仕方に気を付けて，声を合わせて歌う技能を身に付
ける。
○ 旋律の重なりを聴き取り，それらの働きが生み出すよさ
や面白さを感じ取りながら，聴き取ったことと感じ取ったこと
との関わりについて考え，曲の特徴にふさわしい表現を工
夫し，どのように歌うかについて思いや意図をもつ。
○ 声の重なる響きに興味をもち，音楽活動を楽しみなが
ら，主体的・協働的に学習活動に取り組み，輪唱に親しむ。

○「バナハ」の曲想と，旋律など音楽の構造との関わりにつ
いて，それらのよさや面白さなどと関わらせて理解してい
る。

○　旋律の重なりを聴き取り，それらの働きが生み出すよ
さや面白さを感じ取りながら，聴き取ったことと感じ取った
こととの関わりについて考え，「バナハ」の特徴にふさわし
い表現を工夫し，どのように歌うかについて思いや意図を
もっている。

○声の重なる響きに興味をもち，音楽活動を楽しみなが
ら，主体的・協働的に学習活動に取り組んでいる。

<スキルアップ>
言葉をもとにリズムで遊ぼう！

毎時 ○言葉の響き，リズムのつなげ方や重ね方の特徴につい
て，それらが生み出すよさや面白さなどと関わらせて理解す
るとともに，思いや意図に合った表現をするために必要な，
音楽の仕組みを用いて，音楽をつくる技能を身に付ける。
○リズムの重なりや強弱・速度を聴き取り，それらの働き
が生み出すよさや面白さを感じ取りながら，聴き取ったこと
と感じ取ったこととの関わりについて考え，音を音楽へ構成
することを通して，どのように全体のまとまりを意識した音
楽をつくるかについて思いや意図をもつ。
○言葉を生かして音色や強弱をさまざまに試し，音楽活動
を楽しみながら，主体的・協働的に学習活動に取り組み，リ
ズムアンサンブルに親しむ。

○言葉の響き，リズムのつなげ方や重ね方の特徴につい
て，それらが生み出すよさや面白さなどと関わらせて理解し
ている。
○思いや意図に合った表現をするために必要な，音楽の仕
組みを用いて，音楽をつくる技能を身に付けている。

○リズムの重なりや強弱・速度を聴き取り，それらの働き
が生み出すよさや面白さを感じ取りながら，聴き取ったこと
と感じ取ったこととの関わりについて考え，音を音楽へ構
成することを通して，どのように全体のまとまりを意識した
音楽をつくるかについて思いや意図をもっている。

○言葉を生かしてリズムアンサンブルの音色や強弱をさま
ざまに試し，音楽活動を楽しみながら，主体的・協働的に学
習活動に取り組んでいる。

<にっぽんのうた
みんなのうた>
「おぼろ月夜」
(共通教材)

2 ○ 曲想と旋律など音楽の構造との関わりや，曲想と歌詞
の内容との関わりについて理解するとともに，呼吸及び発
音の仕方に気を付けて，自然で無理のない, 響きのある歌
い方で歌う技能を身に付ける。
○ 旋律や旋律のもつリズムを聴き取り，それらの働きが生
み出すよさを感じ取りながら，聴き取ったことと感じ取ったこ
ととの関わりについて考え，曲の特徴にふさわしい表現を
工夫し，どのように歌うかについて思いや意図をもつ。
○ 歌詞や旋律の特徴を生かした表現に興味をもち，音楽
活動を楽しみながら，主体的・協働的に学習活動に取り組
み，日本のうたに親しむ。

○「おぼろ月夜」の曲想と，旋律など音楽の構造との関わり
や，曲想と歌詞の内容との関わりについて理解している。
○呼吸及び発音の仕方に気を付けて，自然で無理のない,
響きのある歌い方で「おぼろ月夜」を歌う技能を身に付けて
いる。

○　「おぼろ月夜」の旋律や，旋律のもつリズムを聴き取
り，それらの働きが生み出すよさを感じ取りながら，聴き
取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え，曲の
特徴にふさわしい表現を工夫し，どのように歌うかについ
て思いや意図をもっている。

○「おぼろ月夜」の歌詞や旋律の特徴を生かした表現に興
味をもち，音楽活動を楽しみながら，主体的・協働的に学習
活動に取り組んでいる。

短調のひびき 3 ○ 曲想と調など音楽の構造との関わりについて理解する
とともに，ハ長調やイ短調の楽譜を見て，歌ったり演奏した
りする技能を身に付ける。
○ 長調と短調の響きや速度の変化を聴き取り，それらの
働きが生み出すよさを感じ取りながら，聴き取ったことと感
じ取ったこととの関わりについて考え，曲の特徴にふさわし
い表現を工夫し，どのように演奏するかについて思いや意
図をもったり，曲全体を味わって聴いたりする。
○ 長調と短調の響きの違いに興味をもち，音楽活動を楽
しみながら，主体的・協働的に学習活動に取り組み，転調
する音楽に親しむ。

曲想と調など音楽の構造との関わりについて理解してい
る。
ハ長調やイ短調の楽譜を見て，歌ったり演奏したりする技
能を身に付けている。

長調と短調の響きや速度の変化を聴き取り，それらの働
きが生み出すよさを感じ取りながら，聴き取ったことと感じ
取ったこととの関わりについて考え，曲の特徴にふさわし
い表現を工夫し，どのように演奏するかについて思いや意
図をもったり，曲全体を味わって聴いたりしている。

長調と短調の響きの違いに興味をもち，音楽活動を楽しみ
ながら，主体的・協働的に学習活動に取り組んでいる。

演奏のみりょく 4 ○曲想と強弱など音楽の構造との関わりについて理解する
とともに，各声部の歌声や伴奏，全体の響きを聴きながら
歌う技能を身に付ける。
○旋律や音の重なりを聴き取り，それらの働きが生み出す
よさや美しさ，面白さを感じ取りながら，聴き取ったことと感
じ取ったこととの関わりについて考え，曲の特徴にふさわし
い表現を工夫し，どのように歌うかについて思いや意図を
もつ。
○演奏者の思いを感じ取ることに興味をもち，音楽活動を
楽しみながら，主体的・協働的に学習活動に取り組み，オー
ケストラや合唱の響きに親しむ。

○曲想と強弱など音楽の構造との関わりについて理解して
いる。
○各声部の歌声や伴奏，全体の響きを聴きながら歌う技能
を身に付けている。

○旋律や音の重なりを聴き取り，それらの働きが生み出す
よさや美しさ，面白さを感じ取りながら，聴き取ったことと感
じ取ったこととの関わりについて考え，曲の特徴にふさわし
い表現を工夫し，どのように歌うかについて思いや意図を
もっている。

○演奏者の思いを感じ取ることに興味をもち，音楽活動を
楽しみながら，主体的・協働的に学習活動に取り組んでい
る。

<めざせ 楽器名人>
「The Sound of Music」

毎時 ○ 曲想と声部の役割など音楽の構造との関わりや，リコー
ダーの音色と演奏の仕方との関わりについて理解するとと
もに，各声部の音や全体の響きを聴いて，音を合わせて演
奏する技能を身に付ける。
○ リコーダーの音色や旋律同士の関わりを聴き取り，それ
らの働きが生み出すよさや美しさを感じ取りながら，聴き
取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え，曲の
特徴にふさわしい表現を工夫し，どのように演奏するかに
ついて思いや意図をもつ。
○ 声部の役割や全体の響きに興味をもち，音楽活動を楽
しみながら，主体的・協働的に学習活動に取り組み，リコー
ダー・アンサンブルに親しむ。

○「The Sound of Music」の曲想と，声部の役割など音楽
の構造との関わりや，リコーダーの音色と演奏の仕方との
関わりについて理解している。
○各声部の音や全体の響きを聴いて，音を合わせて「The
Sound of Music」を演奏する技能を身に付けている。

○　リコーダーの音色や旋律同士の関わりを聴き取り，そ
れらの働きが生み出すよさや美しさを感じ取りながら，聴
き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え，曲
の特徴にふさわしい表現を工夫し，どのように演奏するか
について思いや意図をもっている。

○声部の役割や全体の響きに興味をもち，音楽活動を楽し
みながら，主体的・協働的に学習活動に取り組んでいる。

<音のスケッチ>
動機をもとに音楽を
つくろう

４ ○動機の変化のさせ方やフレーズのつなげ方について，そ
れらの生み出すよさや面白さなどと関わらせて理解するとと
もに，リズムや音の高さを変化させて短いフレーズをつくっ
たり，音楽の仕組みを用いて音楽をつくったりする技能を身
に付ける。
○音の動き方やフレーズのつなげ方を聴き取り，それらの
働きが生み出すよさを感じ取りながら，聴き取ったことと感
じ取ったこととの関わりについて考え，どのように全体のま
とまりを意識した音楽をつくるかについて思いや意図をも
つ。
○動機の変化のさせ方に興味をもち，音楽活動を楽しみな
がら，主体的・協働的に学習活動に取り組み，動機をもとに
した旋律づくりに親しむ。

○動機の変化のさせ方やフレーズのつなげ方について，そ
れらの生み出すよさや面白さなどと関わらせて理解してい
る。
○音楽リズムや音の高さを変化させて短いフレーズをつ
くったり，音楽の仕組みを用いて音楽をつくったりする技能
を身に付けている。

○音の動き方やフレーズのつなげ方を聴き取り，それらの
働きが生み出すよさを感じ取りながら，聴き取ったことと感
じ取ったこととの関わりについて考え，どのように全体のま
とまりを意識した音楽をつくるかについて思いや意図を
もっている。

○動機の変化のさせ方に興味をもち，音楽活動を楽しみな
がら，主体的・協働的に学習活動に取り組んでいる。

<にっぽんのうた
みんなのうた>
われは海の子（共通教材）

１ ○曲想と旋律など音楽の構造との関わりや，曲想と歌詞の
内容との関わりについて理解するとともに，呼吸や発音の
仕方に気を付けて，自然で無理のない，響きのある歌い方
で歌う技能を身に付ける。
○旋律の流れやまとまりを聴き取り，それらの働きが生み
出すよさを感じ取りながら，聴き取ったことと感じ取ったこと
との関わりについて考え，曲の特徴にふさわしい表現を工
夫し，どのように歌うかについて思いや意図をもつ。
○歌詞や曲の特徴を生かした表現に興味をもち，音楽活動
を楽しみながら，主体的・協働的に学習活動に取り組み，
日本のうたに親しむ。

○「われは海の子」の曲想と，旋律など音楽の構造との関
わりや，曲想と歌詞の内容との関わりについて理解してい
る。
○呼吸及び発音の仕方に気を付けて，自然で無理のない,
響きのある歌い方で「われは海の子」を歌う技能を身に付
けている。

○「われは海の子」の旋律の流れやまとまりを聴き取り，
それらの働きが生み出すよさを感じ取りながら，聴き取っ
たことと感じ取ったこととの関わりについて考え，曲の特徴
にふさわしい表現を工夫し，どのように歌うかについて思
いや意図をもっている。

○「われは海の子」の歌詞や曲の特徴を生かした表現に興
味をもち，音楽活動を楽しみながら，主体的・協働的に学習
活動に取り組んでいる。

ひびき合いを生かして ４ ○曲想と声部の重なりなど音楽の構造との関わりについて
理解するとともに，各声部や全体の響きを聴きながら演奏
する技能を身に付ける。
○楽器の音の重なる響きや旋律の重なりを聴き取り，それ
らの働きが生み出すよさや美しさを感じ取りながら，曲の特
徴にふさわしい表現を工夫し，どのように演奏するかにつ
いて思いや意図をもつ。
○旋律の重なりに興味をもち，音楽活動を楽しみながら，
主体的・協働的に学習活動に取り組み，合唱を楽しむ。

○曲想と声部の重なりなど音楽の構造との関わりについて
理解している。
○各声部や全体の響きを聴きながら演奏する技能を身に
付けている。

○楽器の音の重なる響きや旋律の重なりを聴き取り，そ
れらの働きが生み出すよさや美しさを感じ取りながら，曲
の特徴にふさわしい表現を工夫し，どのように演奏するか
について思いや意図をもっている。

○旋律の重なりに興味をもち，音楽活動を楽しみながら，
主体的・協働的に学習活動に取り組んでいる。

ききどころを見つけて 3 ○ 曲想と旋律や音色など音楽の構造との関わりについて
理解する。
○ 楽器の音色や楽器同士の関わり，旋律の反復や変化を
聴き取り，そのよさや美しさ，面白さを感じ取りながら，聴き
取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え，曲の
よさを見出す。
○ バイオリンとピアノによるアンサンブルに興味をもち，音
楽活動を楽しみながら，主体的・協働的に学習活動に取り
組み，室内楽に親しむ。

○曲想と旋律や音色など音楽の構造との関わりについて
理解している。

○楽器の音色や楽器同士の関わり，旋律の反復や変化を
聴き取り，そのよさや美しさ，面白さを感じ取りながら，聴
き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え，曲
のよさを見出す。

○バイオリンとピアノによるアンサンブルに興味をもち，音
楽活動を楽しみながら，主体的・協働的に学習活動に取り
組んでいる。

豊かな表現を求めて 6 ○ 曲想と声部の役割など音楽の構造との関わりや，曲想
と歌詞の内容との関わりについて理解するとともに，各声
部や全体の響き，伴奏を聴き，声や音を合わせて歌ったり
演奏したりする技能を身に付ける。
○ 旋律の流れや声部同士の関わり，全体の響きを聴き取
り，それらの働きが生み出すよさや美しさを感じ取りなが
ら，聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考
え，曲の特徴にふさわしい表現を工夫し，どのように歌うか
や演奏するかについて思いや意図をもつ。
○ 曲の特徴を生かした表現に興味をもち，音楽活動を楽し
みながら，主体的・協働的に学習活動に取り組み，ジャズを
もとにした音楽や器楽合奏に親しむ。

○曲想と声部の役割など音楽の構造との関わりや，曲想と
歌詞の内容との関わりについて理解している。
○各声部や全体の響き，伴奏を聴き，声や音を合わせて
歌ったり演奏したりする技能を身に付けている。

○旋律の流れや声部同士の関わり，全体の響きを聴き取
り，それらの働きが生み出すよさや美しさを感じ取りなが
ら，聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考
え，曲の特徴にふさわしい表現を工夫し，どのように歌うか
や演奏するかについて思いや意図をもっている。

○曲の特徴を生かした表現に興味をもち，音楽活動を楽し
みながら，主体的・協働的に学習活動に取り組んでいる。

<音のスケッチ>
じゅんかんコードを
もとにアドリブで遊ぼう

3 ○旋律と和音との関わりについて，それらの生み出すよさ
や面白さなどと関わらせて理解するとともに，発想を生かし
た表現をするために必要な，設定した条件に基づいて，即
興的に旋律を変化させて表現する技能を身に付ける。
○和音の響きや旋律との関わりを聴き取り，それらの働き
が生み出すよさを感じ取りながら，聴き取ったことと感じ
取ったこととの関わりについて考え，即興的な表現を通して
音楽づくりの様々な発想を得る。
○反復するコード進行に興味をもち，音楽活動を楽しみな
がら，主体的・協働的に学習活動に取り組み，循環コードの
音楽に親しむ。

○旋律と和音との関わりについて，それらの生み出すよさ
や面白さなどと関わらせて理解している。
○発想を生かした表現をするために必要な，設定した条件
に基づいて，即興的に旋律を変化させて表現する技能を身
に付けている。

○和音の響きや旋律との関わりを聴き取り，それらの働き
が生み出すよさを感じ取りながら，聴き取ったことと感じ
取ったこととの関わりについて考え，即興的な表現を通し
て音楽づくりの様々な発想を得ている。

○反復するコード進行に興味をもち，音楽活動を楽しみな
がら，主体的・協働的に学習活動に取り組んでいる。

私たちの国の音楽 4 ○曲想と旋律や音色など音楽の構造との関わりについて
理解するとともに，呼吸及び発音に気を付けて，自然で無
理のない，響きのある歌い方で歌う技能を身に付ける。
○旋律の特徴や反復と変化，声や楽器の音色，楽器同士
の関わり合いを聴き取り，それらの働きが生み出すよさや
美しさを感じ取りながら，聴き取ったことと感じ取ったことと
の関わりについて考え，曲の特徴にふさわしい表現を工夫
し，どのように歌うかや演奏するかについて思いや意図を
もったり，曲のよさを見出し，曲全体を味わって聴いたりす
る。
○我が国に伝わる音楽や楽器に興味をもち，音楽活動を
楽しみながら，主体的・協働的に学習活動に取り組み，日
本の音楽に親しむ。

○曲想と旋律や音色など音楽の構造との関わりについて
理解している。
○呼吸及び発音に気を付けて，自然で無理のない，響きの
ある歌い方で歌う技能を身に付けている。

○旋律の特徴や反復と変化，声や楽器の音色，楽器同士
の関わり合いを聴き取り，それらの働きが生み出すよさや
美しさを感じ取りながら，聴き取ったことと感じ取ったことと
の関わりについて考え，曲の特徴にふさわしい表現を工
夫し，どのように歌うかや演奏するかについて思いや意図
をもったり，曲のよさを見出し，曲全体を味わって聴いたり
している。

○我が国に伝わる音楽や楽器に興味をもち，音楽活動を
楽しみながら，主体的・協働的に学習活動に取り組んでい
る。

音楽に思いをこめて
<選択A 「ふるさと」
＋器楽>

3 ○ 曲想と旋律の流れなど音楽の構造との関わりや，曲想
と歌詞の内容との関わりを理解するとともに，各声部や全
体の響き，伴奏を聴いて，声を合わせて歌う技能を身に付
ける。
○ 旋律の流れや声部の関わり合い，全体の響きを聴き取
り，それらのよさを感じ取りながら，聴き取ったことと感じ
取ったこととの関わりについて考え，曲の特徴にふさわしい
表現を工夫し，どのように演奏するかについて思いや意図
をもつ。
○ 音を合わせて演奏することに興味をもち，音楽活動を楽
しみながら，1年間の学習を生かして，主体的・協働的に学
習活動に取り組み，合唱や二重奏・二部合奏に親しむ。

○曲想と旋律の流れなど音楽の構造との関わりや，曲想と
歌詞の内容との関わりを理解している。
○各声部や全体の響き，伴奏を聴いて，声を合わせて歌う
技能を身に付けている。

○旋律の流れや声部の関わり合い，全体の響きを聴き取
り，それらのよさを感じ取りながら，聴き取ったことと感じ
取ったこととの関わりについて考え，曲の特徴にふさわし
い表現を工夫し，どのように演奏するかについて思いや意
図をもっている。

○音を合わせて演奏することに興味をもち，音楽活動を楽
しみながら，1年間の学習を生かして，主体的・協働的に学
習活動に取り組んでいる。

音楽に思いをこめて
<選択B 「ふるさと」
＋歌唱>

3 ○ 曲想と旋律の流れなど音楽の構造との関わりや，曲想
と歌詞の内容との関わりを理解するとともに，各声部や全
体の響き，伴奏を聴いて，声を合わせて歌う技能を身に付
ける。
○ 旋律の流れや声部の関わり合い，全体の響きを聴き取
り，それらのよさを感じ取りながら，聴き取ったことと感じ
取ったこととの関わりについて考え，曲の特徴にふさわしい
表現を工夫し，どのように歌うかについて思いや意図をも
つ。
○ 声を合わせて歌うことに興味をもち，音楽活動を楽しみ
ながら，1年間の学習を生かして，主体的・協働的に学習活
動に取り組み，合唱に親しむ。

○曲想と旋律の流れなど音楽の構造や歌詞の内容との関
わりを理解している。
○各声部や全体の響き，伴奏を聴いて，声を合わせて歌う
技能を身に付けている。

○旋律の流れや関わり合い，全体の響きを聴き取り，そ
れらのよさを感じ取りながら，聴き取ったことと感じ取ったこ
ととの関わりについて考え，曲の特徴にふさわしい表現を
工夫し，どのように歌うかについて思いや意図をもってい
る。

○声を合わせて歌うことに興味をもち，音楽活動を楽しみな
がら，1年間の学習を生かして，主体的・協働的に学習活動
に取り組んでいる。

<音のスケッチ>
役割を決めて音階を
もとにした音楽を
つくろう

3 ○ もととする二つの音階の響きの特徴，各声部の役割を，
それらの生み出すよさや面白さなどと関わらせて理解する
とともに，設定した条件に基づいて，即興的に音を選択した
り組み合わせたりして表現する技能や，音楽の仕組みをも
とに音楽をつくる技能を身に付ける。
○ 二つの音階の響きや各声部の役割を聴き取り，それら
の働きが生み出すよさを感じ取りながら，聴き取ったことと
感じ取ったこととの関わりについて考え，即興的な表現を通
して音楽づくりの様々な発想を得たり，どのように全体のま
とまりを意識した音楽をつくるかについて思いや意図をもっ
たり，曲のよさを見出して聴いたりする。
○ 役割を生かした音楽づくりに興味をもち，音楽活動を楽
しみながら，主体的・協働的に学習活動に取り組み，全音
音階や黒鍵だけの５音音階に親しむ。

○もととする二つの音階の響きの特徴，各声部の役割を，
それらの生み出すよさや面白さなどと関わらせて理解して
いる。
○設定した条件に基づいて，即興的に音を選択したり組み
合わせたりして表現する技能や，音楽の仕組みをもとに音
楽をつくる技能を身に付けている。

○　二つの音階の響きや各声部の役割を聴き取り，それ
らの働きが生み出すよさを感じ取りながら，聴き取ったこと
と感じ取ったこととの関わりについて考え，即興的な表現
を通して音楽づくりの様々な発想を得たり，どのように全体
のまとまりを意識した音楽をつくるかについて思いや意図
をもったり，曲のよさを見出して聴いたりしている。

○役割を生かした音楽づくりに興味をもち，音楽活動を楽し
みながら，主体的・協働的に学習活動に取り組んでいる。

<ジャズとクラシック
音楽の出合い>
ラプソディー イン ブルー

2
+随時

○ 曲想と，旋律やリズムなど音楽の構造との関わりにつ
いて理解する。
○ 旋律やリズム，特徴的な楽器の奏法や，ピアノとオーケ
ストラのかけ合いを聴き取り，それらの働きが生み出すよ
さや面白さを感じ取りながら，聴き取ったことと感じ取ったこ
ととの関わりについて考え，曲や演奏のよさや楽しさを見
出して聴く。
○ ジャズとクラシックが融合した音楽に興味をもち，音楽活
動を楽しみながら，主体的・協働的に学習活動に取り組み,
ピアノとオーケストラによる音楽に親しむ。

○「ラプソディー イン ブルー」の曲想と，旋律やリズムなど
音楽の構造との関わりについて理解する。

○　「ラプソディー イン ブルー」の旋律やリズム，特徴的な
楽器の奏法や，ピアノとオーケストラのかけ合いを聴き取
り，それらの働きが生み出すよさや面白さを感じ取りなが
ら，聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考
え，曲や演奏のよさや楽しさを見出して聴いている。

○ジャズとクラシックが融合した音楽に興味をもち，音楽活
動を楽しみながら，主体的・協働的に学習活動に取り組ん
でいる。

第6学年



教科 学年

6

6

8

6

8

8

4

6

お気に入りの場所から感じたことをもとに自
分のイメージを大切にして、どのように主題
を表すか考えている。

お気に入りの場所を描くたのしさを味わい、
主体的に絵に表そうとしている。

学校へようこそ これまでに使った材料で、つくり方を工夫し
よう。
学校の場所を生かして、来る人をたのしま
せるアイデアを考えよう。
友達と力を合わせて活動をたのしもう

○これまで使った材料と場所を組み合わせ
て活動することを通して、造形的な奥行き
や色の鮮やかさを理解している。
○これまでの経験を生かし、材料や場所に
働きかけることから表し方を工夫している。

○場所の形や特徴をもとに、来る人をどの
ようにたのしませるか考えている。

○力を合わせてたのしく活動する喜びを味
わい、身近な生活空間に働きかける活動に
主体的に取り組もうとしている。

わたしのお気に入りの場所 ○気持ちが伝わるように、描き方を工夫し
よう。
○お気に入りの場所から表したいことを考
えよう。
○お気に入りの場所をたのしく描こう。

○これまでの生活の中で感じ取ってきたこ
とから、身のまわりにある奥行きや色の鮮
やかさを理解している。
○気持ちが伝わるように色使いや筆使いを
工夫して表している。

図画工作 第６学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

○自分の表したいポーズのイメージをもち、
紙粘土と針金の特徴をいかしてどのように
表すか考えている。

○針金と紙粘土をもちいてあこがれの選手
をつくることのたのしさを味わい、主体的に
活動に取り組もうとしている。

墨から生まれる世界 ○墨や紙の特徴を生かして表し方を工夫し
よう。
○墨の濃さやできた形などから表したいこ
とを考えよう
○墨で描くことをたのしもう。

○墨の濃淡や形の表現から、動きや奥行
き、バランスを理解している。
○墨や筆、紙の特徴を生かして表し方を工
夫している。

○墨の濃さや筆使いなどをいろいろと試す
ことから、表したいことを考えている。

○墨による表現のたのしさを味わい、主体
的に新たな表現に取り組もうとしている。

動きを形に
オリパラに向けて

○材料の特徴を生かして、表し方を工夫し
よう。
○材料の特徴から表したい動きを考えよ
う。
○あこがれの選手の動きをあらわすことを
たのしもう。

○紙粘土と針金の特徴を生かし、ポーズを
考えながら表し方を工夫している。

木と金属でチャレンジ ○材料の特徴を生かしたつくり方を工夫し
よう。
○木と金属を組み合わせて表したいものを
考えよう。
○作品を飾ってたのしもう。

異なる材料の組み合わせから生まれた形
の動きや奥行き、バランスを理解している。
○材料の特徴を生かし、材料の組み合わ
せ方や表し方を工夫している。

○異なる材料の組み合わせから表したいも
のを発想し、どのように表すか考えている。

○異なる材料の組み合わせによる面白さ
や美しさを味わい、いろいろな組み合わせ
を試しながら主体的に表そうとしている。

夢の新製品 ○身近な材料の使い方を工夫しよう。
○あったらいいなと思う新製品を考えよう
○互いのアイデアや表し方、面白さを伝え
よう。

○身近な材料を組み合わせることから、動
きやバランスを理解している。つくりたいも
のに合わせて材料を選んだり組み合わせ
たりしながら、つくり方を工夫している。

○分の願いから発想し、つくりたいもののイ
メージをもちながらどのようにつくるか考え
ている。

○互いの表現のよさや工夫を伝え、味わ
い、主体的に活動に取り組もうとしている。

カット、ペタッと、すてきな形 ○紙の切り方や重ね方を工夫しよう。
○切った紙の形や色から何を表すか考えよ
う。
○切ったり重ねたりして、いろいろな表し方
をたのしもう。

○色画用紙を切ったり組み合わせたりする
ことから、形や色による動きやバランス、鮮
やかさなどを理解している。
○これまでの経験を生かしてはさみやカッ
ターナイフなどを活用し、紙の切り方や重ね
方を工夫している。

○切ってできた紙の形や色、その組み合わ
せから自分のイメージをもち、どのように表
すか考えている。

○重ねた感じを味わいながら、主体的にい
ろいろな表し方に取り組もうとしている。

わたしはデザイナー　12さいの力で ○材料の使い方やつくり方を工夫しよう。
○使う場面を思い浮かべて入れ物を考えよ
う。
○生活の中で使える入れ物をたのしくつくろ
う。

○板材の構成や仕組みから、バランスや奥
行きを理解している。○これまでの経験を
生かし、材料の使い方やつくり方を工夫して
いる。

○用途をもとにつくりたいものを発想し、ど
のようにつくるか考えている。

○生活の中で役立つものをつくることの喜
びを味わい、豊かな生活を創造しようとして
いる。
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教科 学年

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
3 ・体ほぐしの運動の行い方がわかる。

・手軽な運動を行い，体を動かす楽しさや心地よさを味わ
うことを通して，自己や仲間の心と体の状態に気付いた
り，仲間と豊かに関わり合ったりすることができる。

・心と体の関係を理解し，友達と関わり合ったりするなどの
ねらいに応じた活動を選んでいる。
・様々な運動を行って比較することで，気付きや関わり合
いが深まりやすい運動を選んでいる。
・運動を行うと心と体が軽やかになったことやみんなでリズ
ムに乗って運動をすると楽しさが増したことなどを学習カー
ドに書き，振り返りの時間に発表している。

・体ほぐしの運動に積極的に取り組んでいる。
・運動を行う際の約束を守り，仲間と助け合っている。
・運動を行う場の設定や用具の片付けなどで，分担された
役割を果たしている。
・運動の行い方について仲間の気付きや考え，取組のよ
さを認めている。
・運動の場の危険物を取り除くとともに，用具の使い方や
周囲の安全に気を配っている。

8 ・体の動きを高める運動の行い方がわかる。
(ｱ)体の柔らかさを高めるための運動
　体の各部位の可動範囲を広げる体の動きを高めること
をねらいとして行う運動ができる。
(ｲ)巧みな動きを高めるための運動
　人や物の動き，または場所の広さや形状などの環境の
変化に対応して，タイミングやバランスよく動いたり，リズミ
カルに動いたり，力の入れ方を加減したりする体の動きを
高めることをねらいとして行う運動ができる。
(ｳ)力強い動きを高めるための運動
　自己の体重を利用したり，人や物などの抵抗に対してそ
れを動かしたりすることによって，力強い動きを高めること
をねらいとして行う運動ができる。
(ｴ)動きを持続する能力を高めるための運動
　一つの運動又は複数の運動を組み合わせて一定の時
間続けて行ったり，一定の回数を反復して行ったりするこ
とによって，動きを持続する能力を高めることをねらいとし
て行う運動ができる。

・自己の体力の状況を知ったり，様々な動きを試したりす
ることを通して，体の動きを高めるためにどのような運動
に取り組むとよいか，自己の課題を見付けている。
・体の動きを高めるために，自己に合った運動の行い方を
選んでいる。
・どのようなポイントを意識して運動を行うと動きが高まる
のかを見付け，それを生かした運動を工夫している。
・グループで工夫した運動の行い方を，他のグループに例
示して見せたり，言葉で伝えたりしている。
・感想を伝える場面で，言葉のかけ方や並び方などの条
件を工夫することで楽しく運動が行えたことを他者に説明
している。

・体の動きを高める運動に積極的に取り組んでいる。
・運動を行う際の約束を守り，仲間と助け合っている。
・運動を行う場の設定や用具の片付けなどで，分担された
役割を果たしている。
・運動の行い方について仲間の気付きや考え，取組のよ
さを認めている。
・運動の場の危険物を取り除くとともに，用具の使い方や
周囲の安全に気を配っている。

体ほぐしの運動 ・いろいろな体ほぐしの運動を行い，仲間と体を動かす楽し
さや心地よさを味わう。

体の動きを高める運動 ・体の動きを高めるためのいろいろな運動の行い方を理解
し，動きを工夫して体力を高める。

体育 第６学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準
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5 ・マット運動のいろいろな技の行い方がわかる。
・自分の力に合った回転系や巧技系の基本的な技を安定
して行ったり，その発展技に取り組んだりすることができ
る。
・選んだ技を自己やグループで繰り返すことができる。
・技を選んでそれらにバランスやジャンプなどを加えて組
み合わせたり，ペアやグループで動きを組み合わせて演
技をつくったりできる。
○開脚前転（更なる発展技：易しい場での伸膝前転）
○補助倒立前転（更なる発展技：倒立前転，跳び前転）
○伸膝後転（更なる発展技：後転倒立）
○倒立ブリッジ（更なる発展技：前方倒立回転）
○ロンダート
○補助倒立（更なる発展技：倒立）

・マット運動のポイントを理解し，自分や友達の動きを照ら
し合わせて課題を見付けている。
・見付けた課題を解決するために，複数の場の中から自
分の課題に適した練習の場を選んでいる。
・グループの中で観察し合ったり，学習カードやＩＣＴ機器を
活用したりして見付けた，演技のこつやわかったことを，文
字や図で書いたり映像を活用して発表したりするなどして
伝えている。

・マット運動の基本的な技や発展技，それらの技を組み合
わせることに積極的に取り組んでいる。
・互いの役割を決めて観察し合うなど，学習の仕方や約束
を守り，仲間と助け合っている。
・器械・器具の準備や片付けなどで，分担された役割を果
たしている。
・技や演技を行うなかでわかったことを伝えたり，課題の
解決方法を工夫したりする際に，仲間の考えや取組を認
めている。
・けがのないように，互いの服装や髪形に気を付けたり，
場の危険物を取り除いたりするとともに，試技の前後など
に器械・器具の安全に気を配っている。

5 ・鉄棒運動のいろいろな技の行い方がわかる。
・自分の力に合った支持系の基本的な技を安定して行っ
たり，その発展技に取り組んだりすることができる。
・選んだ技を自己やグループで繰り返したり，組み合わせ
たりすることができる。
○前方支持回転（更なる発展技：前方伸膝支持回転）
○片足踏み越し下り（更なる発展技：横とび越し下り）
○膝掛け上がり（更なる発展技：もも掛け上がり）
○前方もも掛け回転
○逆上がり
○後方支持回転（更なる発展技：後方伸膝支持回転）
○後方もも掛け回転

・鉄棒運動のポイントを理解し，自分や友達の動きを照ら
し合わせて課題を見付けている。
・見付けた課題を解決するために，複数の場の中から自
分の課題に適した練習の場を選んでいる。
・グループの中で観察し合ったり，学習カードやＩＣＴ機器を
活用したりして見付けた，演技のこつやわかったことを，文
字や図で書いたり映像を活用して発表したりするなどして
伝えている。

・鉄棒運動の基本的な技や発展技，それらの技を組み合
わせることに積極的に取り組んでいる。
・互いの役割を決めて観察し合うなど，学習の仕方や約束
を守り，仲間と助け合っている。
・器械・器具の準備や片付けなどで，分担された役割を果
たしている。
・技や演技を行うなかでわかったことを伝えたり，課題の
解決方法を工夫したりする際に，仲間の考えや取組を認
めている。
・けがのないように，互いの服装や髪形に気を付けたり，
場の危険物を取り除いたりするとともに，試技の前後など
に器械・器具の安全に気を配っている。

6 ・跳び箱運動のいろいろな技の行い方がわかる。
・自分の力に合った切り返し系や回転系の基本的な技を
安定して行ったり，その発展技に取り組んだりすることが
できる。
○かかえ込み跳び（更なる発展技：屈身跳び）
○伸膝台上前転
○頭はね跳び（更なる発展技：前方屈腕倒立回転跳び）

・跳び箱運動のポイントを理解し，自分や友達の動きを照
らし合わせて課題を見付けている。
・見付けた課題を解決するために，複数の場の中から自
分の課題に適した練習の場を選んでいる。
・グループの中で観察し合ったり，学習カードやＩＣＴ機器を
活用したりして見付けた，演技のこつやわかったことを，文
字や図で書いたり映像を活用して発表したりするなどして
伝えている。

・跳び箱運動の基本的な技や発展技，それらの技を組み
合わせることに積極的に取り組んでいる。
・互いの役割を決めて観察し合うなど，学習の仕方や約束
を守り，仲間と助け合っている。
・器械・器具の準備や片付けなどで，分担された役割を果
たしている。
・技や演技を行うなかでわかったことを伝えたり，課題の
解決方法を工夫したりする際に，仲間の考えや取組を認
めている。
・けがのないように，互いの服装や髪形に気を付けたり，
場の危険物を取り除いたりするとともに，試技の前後など
に器械・器具の安全に気を配っている。

鉄棒運動 ・できそうな技に挑戦したり，できる技を組み合わせたりし
て，鉄棒運動を楽しむ。

跳び箱運動 ・いろいろな技に挑戦し，安定した跳び方ができるようにす
る。

マット運動 ・技に挑戦したり，技を組み合わせたり，仲間と動きを合わ
せたりする。
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5 ・短距離走やリレーの行い方がわかる。
・スタンディングスタートから，素早く走り始めることができ
る。
・体を軽く前傾させて全力で走ることができる。
・テークオーバーゾーン内で，減速の少ないバトンの受渡
しをすることができる。

・短距離走・リレーのポイントがわかり，自分の課題を見付
けている。
・自分の課題に適した練習方法や練習の場を選んでい
る。
・自分の能力に適した競走のルールや記録への挑戦の仕
方を選んでいる。
・短距離走・リレーのポイントや友達のよい動きなどを，学
習カードに記入したり，振り返りの時間に発表したり，感想
文を書いたりしている。

・短距離走・リレーに積極的に取り組んでいる。
・ルールやマナーを守り，仲間と助け合っている。
・用具の準備や片付け，計測や記録などで，分担された役
割を果たしている。
・勝敗を受け入れている｡
・課題を見付けたり，その解決方法を工夫したりする際
に，仲間の考えや取組を認めている。
・短距離走やリレーの場の危険物を取り除くなど，用具の
安全に気を配っている。

5 ・走り高跳びの行い方がわかる。
・５～７歩程度のリズミカルな助走をすることができる。
・上体を起こして力強く踏み切ることができる。
・はさみ跳びで，足から着地することができる。

・走り高跳びのポイントがわかり，自分の課題を見付けて
いる。
・自分の課題に適した練習方法や練習の場を選んでい
る。
・自分の能力に適した競争のルールや記録への挑戦の仕
方を選んでいる。
・走り高跳びのポイントや友達のよい動きなどを，学習
カードに記入したり，振り返りの時間に発表したり，感想文
を書いたりしている。

・走り高跳びに積極的に取り組んでいる。
・ルールやマナーを守り，仲間と助け合っている。
・用具の準備や片付け，計測や記録などで，分担された役
割を果たしている。
・勝敗を受け入れている｡
・課題を見付けたり，その解決方法を工夫したりする際
に，仲間の考えや取組を認めている。
・走り高跳びの場の危険物を取り除いたり，整備したりす
るとともに，用具の安全に気を配っている。

6 ・走り幅跳びとソフトボール投げの２種競技の行い方がわ
かる。
【走り幅跳び】
・７～９歩程度のリズミカルな助走をすることができる。
・幅30～40cm程度の踏切りゾーンで力強く踏み切ることが
できる。
・かがみ跳びから両足で着地することができる。

【ソフトボール投げ】
・投げる手と反対の足を踏み出すことができる。
・踏み出す足に体重を乗せることができる。
・手を大きく振って投げることができる。

・走り幅跳びとソフトボール投げのポイントがわかり，自分
の課題を見付けている。
・自分の課題に適した練習方法や練習の場を選んでい
る。
・自分の能力に適した競争のルールや記録への挑戦の仕
方を選んでいる。
・走り幅跳びとソフトボール投げのポイントや友達のよい
動きなどを，学習カードに記入したり，振り返りの時間に発
表したり，感想文を書いたりしている。

・走り幅跳びとソフトボール投げの２種競技に積極的に取
り組んでいる。
・ルールやマナーを守り，仲間と助け合っている。
・用具の準備や片付け，計測や記録などで，分担された役
割を果たしている。
・勝敗を受け入れている｡
・課題を見付けたり，その解決方法を工夫したりする際
に，仲間の考えや取組を認めている。
・走り幅跳びやソフトボール投げの場の危険物を取り除い
たり，それぞれの場の整備をしたりするとともに，用具の
安全に気を配っている。

走り高跳び ・リズミカルな助走から力強く踏み切って高く跳び，自分の
記録に挑戦したり，走り高跳びの競争をしたりする。

２種競技（走り幅跳び・ソフトボール投げ） ・走り幅跳びとソフトボール投げの２種競技をして，記録に
挑戦したり，得点競争をしたりする。

短距離走・リレー ・よりよい走り方を身に付けて，短距離走の日本記録に挑
戦したり，みんなの力を生かす作戦を工夫して，チームの
合計記録を縮めることに挑戦したりする。
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8 【クロール】
・クロールの行い方がわかる。
・手を左右交互に前方に伸ばして水に入れ，水を大きくか
くことができる。
・柔らかく足を交互に曲げたり伸ばしたりして，リズミカル
なばた足をすることができる。
・肩のローリングを用い，体を左右に傾けながら顔を横に
上げて呼吸をすることができる。
・左右の手を入れ替える動きに呼吸を合わせて，続けて長
く泳ぐことができる。

【平泳ぎ】
・平泳ぎの行い方がわかる。
・両手を前方に伸ばし，ひじを曲げながら円を描くように左
右に開き，水をかくことができる。
・足の親指を外側に開いて左右の足の裏や脚の内側で水
を挟み出すとともに，キックの後に伸びの姿勢を保つこと
ができる。
・手の動きに合わせて呼吸することができる。
・キックをした勢いを利用してしばらく伸び，続けて長く泳ぐ
ことができる。

【安全確保につながる運動】
・安全確保につながる運動の行い方がわかる。
・顔以外の部位がしっかりと水中に入った背浮きの姿勢を
維持することができる。
・大きく息を吸ってだるま浮きをした状態で，仲間に背中を
押して沈めてもらい，息を止めてじっとして水面に浮上す
る浮き沈みを続けることができる
・タイミングよく呼吸をしたり，手や足を動かしたりして，続
けて長く浮くことができる。
・息を一度に吐き出し呼吸することができる。

・学習カードや掲示物などを活用して，水泳運動のポイン
トと自分や仲間の動きを照らし合わせ，課題を見付けてい
る。
・クロールや平泳ぎで進んだ距離や，浮き沈みの回数，背
浮きの時間などを自分で決めて挑戦し，自分の課題を見
付けている。
・自分の課題に応じた練習の場や仕方を選んでいる。
・自分で選んだ泳ぎ方で続けて長く泳いだり，決まった距
離でのストローク数に挑戦したりするなど，自分や友達の
能力に応じた記録への挑戦の仕方を選んでいる。
・ペアやグループで互いの動きを見合ったり，練習の補助
をし合ったりすることを通して，見付けたポイントやお互い
の課題に適した練習方法を伝えている。
・友達とお互いの動きのよさを確かめ合ったり称賛し合っ
たりしている。

・水泳運動が自己保全のために必要であることを生かし，
クロールや平泳ぎをしたり，背浮きや浮き沈みをしたりす
るなどの水泳運動に積極的に取り組んでいる。
・自己や仲間の課題を解決するための練習では，練習場
所やレーンの使い方，補助の仕方などの約束を守り，仲
間と助け合っている。
ウ　水泳運動で使用する用具の準備や片付けなどで，分
担された役割を果たしている。
・課題を見付けたり，解決方法を工夫したりする際に，仲
間の考えや取組を認めている。
・プールの底・水面などに危険物がないかを確認したり，
自己の体の調子を確かめてから泳いだり，仲間の体の調
子にも気を付けるなど，水泳運動の心得を守って安全に
気を配っている。

7 ・ソフトバレーボールの行い方がわかる。
・自陣のコート（中央付近）から相手コートに向けサービス
を打ち入れることができる。
・ボールの方向に体を向けて，その方向に素早く移動する
ことができる。
・味方が受けやすいようにボールをつなぐことができる。
・片手，両手を使って，相手コートにボールを打ち返すこと
ができる。

・誰もが楽しくソフトバレーボールに参加できるように，プレ
イヤーの人数やコートの広さ，プレイの制限，得点の仕方
などの規則を工夫している。
・チームの特徴に応じた作戦を選び，自分の役割を確認し
ている。
・課題の解決のために，自分や友達が行っていた動き方
の工夫を，動作や言葉，絵図，ICT機器を用いて記録した
動画などを使って友達に伝えている。

・ソフトバレーボールの簡易化されたゲームや練習に積極
的に取り組んでいる。
・ルールやマナーを守り，仲間と助け合っている。
・ゲームを行う場の設定や用具の片付けなどで，分担され
た役割を果たしている。
・ゲームの勝敗を受け入れている。
・ゲームや練習の中で互いの動きを見合ったり，話し合っ
たりする際に，仲間の考えや取組を認めている。
・ゲームや練習の際に，使用する用具などを片付けたり場
の整備をしたりするとともに，用具の安全に気を配ってい
る。

ネット型(ソフトバレーボール)) ・攻めの組み立て方を工夫して，ソフトバレーボールをす
る。

水泳運動 ・安全確保に繋がる動きができるようになる。平泳ぎやク
ロールで長く泳げるようになる。
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7 ・シートバスケットボールの行い方がわかる。
・近くにいるフリーの味方にパスを出すことができる。
・相手に捕られない位置でドリブルをすることができる。
・ボール保持者と自己の間に守備者が入らないように移
動することができる。
・得点しやすい場所に移動し，パスを受けてシュートなどを
することができる。
・ボール保持者とゴールの間に体を入れて守備をすること
ができる。

・誰もが楽しくシートバスケットボールに参加できるように，
プレイヤーの人数やコートの広さ，プレイの制限，得点の
仕方などの規則を工夫している。
・チームの特徴に応じた作戦を選び，自分の役割を確認し
ている。
・課題の解決のために，自分や友達が行っていた動き方
の工夫を，動作や言葉，絵図，ICT機器を用いて記録した
動画などを使って友達に伝えている。

・シートバスケットボールの簡易化されたゲームや練習に
積極的に取り組んでいる。
・ルールやマナーを守り，仲間と助け合っている。
・ゲームを行う場の設定や用具の片付けなどで，分担され
た役割を果たしている。
・ゲームの勝敗を受け入れている。
・ゲームや練習の中で互いの動きを見合ったり，話し合っ
たりする際に，仲間の考えや取組を認めている。
・ゲームや練習の際に，使用する用具などを片付けたり場
の整備をしたりするとともに，用具の安全に気を配ってい
る。

8 ・フリーゾーンサッカーの行い方がわかる。
・近くにいるフリーの味方にパスを出すことができる。
・相手に捕られない位置でドリブルをすることができる。
・ボール保持者と自己の間に守備者が入らないように移
動することができる。
・得点しやすい場所に移動し，パスを受けてシュートなどを
することができる。
・ボール保持者とゴールの間に体を入れて守備をすること
ができる。

・誰もが楽しくフリーゾーンサッカーに参加できるように，プ
レイヤーの人数やコートの広さ，プレイの制限，得点の仕
方などの規則を工夫している。
・チームの特徴に応じた作戦を選び，自分の役割を確認し
ている。
・課題の解決のために，自分や友達が行っていた動き方
の工夫を，動作や言葉，絵図，ICT機器を用いて記録した
動画などを使って友達に伝えている。

・フリーゾーンサッカーの簡易化されたゲームや練習に積
極的に取り組んでいる。
・ルールやマナーを守り，仲間と助け合っている。
・ゲームを行う場の設定や用具の片付けなどで，分担され
た役割を果たしている。
・ゲームの勝敗を受け入れている。
・ゲームや練習の中で互いの動きを見合ったり，話し合っ
たりする際に，仲間の考えや取組を認めている。
・ゲームや練習の際に，使用する用具などを片付けたり場
の整備をしたりするとともに，用具の安全に気を配ってい
る。

6 ・表現「踊る！　思い出の○○」の行い方がわかる。
・表現「踊る！　思い出の○○」のいろいろな題材からそ
れらの主な特徴を捉え，表したい感じやイメージをひと流
れの動きで即興的に表現したり，グループで簡単なひとま
とまりの動きにして表現したりすることができる。
・題材から動きの変化や起伏の特徴を捉え，そこに感情の
変化や起伏を重ねていくことができる。
・表したい感じやイメージを，素早く走る－急に止まる，ね
じる－回る，跳ぶ－転がるなどの動きで変化を付けたり繰
り返したりして，激しい感じや急変する感じをメリハリ（緩
急・強弱）のあるひと流れの動きにして即興的に踊ること
ができる。

・表現「踊る！　思い出の○○」のポイントがわかり，自分
の課題の解決策を考えたり，課題に応じた見合いや交流
の仕方などを選んでいる。
・表現したい「イメージを強調する」ために，差のある動き
や群の動きなどで変化を付ける方法を選んでいる。
・表現したい「イメージを伝える」ために，一番盛り上げた
い場面を明確にし，急変する場面や取り入れる群の動き
を選んでいる。
・表したい感じやイメージが表現され，踊りの特徴を捉えて
いるかなどを確認するための仕方を選んでいる。
・課題の解決のために友達と見合ったところを他者に伝え
ている。

・表現「踊る！　思い出の○○」の表したい感じやイメージ
を表現する運動に積極的に取り組んでいる。
・表現に取り組む際に，互いの動きや考えのよさを認め
合っている。
・表現にグループで取り組む際に，仲間と助け合ってい
る。
・表現を行う場の設定や用具の片付けなどで，分担された
役割を果たしている。
・活動する場所の危険物を取り除くとともに，仲間とぶつか
らないよう，場の安全に気を配っている。

表現運動・踊る！　思い出の○○ ・生活や自然，社会のいろいろな題材の中から，印象的な
できごとを見つけ，表したいイメージを感じを込めて踊る。

ゴール型(シートバスケットボール) ・パスやシュートをしながら攻め方を工夫して，シートバス
ケットボールをする。

ゴール型(フリーゾーンサッカー) ・パスやシュートをしながら，攻め方を工夫して，フリーゾー
ンサッカーをする。



令和４年度　評価規準 ※「表現運動」「ボール運動（〇〇型など）」は、運動例となります。 学校名：江戸川区立篠崎第三小学校

3 ・フォークダンスの行い方がわかる。
・外国の踊り特徴を捉え，基本的なステップや動きを身に
付けて，音楽に合わせてみんなで楽しく踊って交流するこ
とができる。
・マイム・マイム（イスラエル）などのシングルサークルで踊
る力強い踊りでは，みんなで手をつなぎ，かけ声をかけて
力強くステップを踏みながら移動して踊ることができる。
・コロブチカ（ロシア）などのパートナーチェンジのある軽快
な踊りでは，パートナーと組んでスリーステップターンなど
の軽快なステップで動きを合わせたり，パートナーチェンジ
をスムーズに行ったりしながら踊ることができる。
・グスタフス・スコール（スウェーデン）などの特徴的な隊形
と構成の踊りでは，前半の厳かな挨拶の部分と後半の軽
快なスキップやアーチくぐりなどの変化を付けて，パート
ナーや全体でスムーズに隊形移動しながら踊ることができ
る。

・外国のフォークダンスのポイントがわかり，自分の課題
の解決策を考えたり，課題に応じた見合いや交流の仕方
などを選んでいる。
・踊りの特徴を捉えているかなどを確認するための仕方を
選んでいる。
・課題の解決のために友達と見合ったところを他者に伝え
ている。
・ペアのグループやクラス全体で踊り，身に付けた踊りの
特徴が出ているかを伝えている。

・外国のフォークダンスで交流したりする運動に積極的に
取り組んでいる。
・フォークダンスに取り組む際に，互いの動きや考えのよ
さを認め合うこと。
・フォークダンスにグループで取り組む際に，仲間と助け
合うこと。
・フォークダンスを行う場の設定や用具の片付けなどで，
分担された役割を果たすこと。
・活動する場所の危険物を取り除くとともに，仲間とぶつか
らないよう，場の安全に気を配ること。

2 ・体が冷えたときや，夜ふかしなどの健康によくない生活
を続けていたときに，かぜの病原体が体の中に入るとか
ぜをひきやすくなる。このように，かぜは様々な原因が関
わり合って起こることがわかる。
・病気は，病原体，体の抵抗力，生活の仕方，環境などが
関わり合って起こることがわかる。
・病気の予防には病気の起こり方を知っておくことが大切
であることを理解している。

・どんなときにかぜをひくのか，自分の経験を思い出して，
自分の考えを他者に伝えている。
・かぜを参考にして，いろいろな病気はどんなことが関わり
合って起こるのかを考え，説明している。

・日ごろ経験しているかぜなどの病気について，その原因
を進んで調べようとしている。
・病気から体を守る様々なはたらきに関心をもち，資料等
で調べようとしている。

2 ・病原体には多くの種類があり，体の中への入りからもさ
まざまである。インフルエンザや結核，はしか，風しんなど
の病原体は，主に空気を通して体の中へ入ることがわか
る。
・食中毒の原因となるノロウイルスなどの病原体は，病原
体が付いた手や食べ物を通して体の中へ入ることがわか
る。
・病原体の種類によって体に現れる症状も違うことがわか
る。
・感染症を予防するには，病原体が発生するもとをなくす
こと，移る道筋を断ち切ることなど，病原体を体の中に入
れないようにすることが必要であること。また，体の抵抗
力を高めておくと病気にかかりにくくなることがわかる。

・インフルエンザウイルスや食中毒の原因となる病原体が
どのようにして体の中に入るのかを調べ，説明している。
・感染症を予防するには，どうすればよいのかを病原体の
体の中への入り方などから自分の考えを他者に伝えてい
る。

・インフルエンザや結核，食中毒，エイズなどの病気につ
いて，その特徴や感染の仕方，予防の仕方を進んで調べ
ようとしている。
・自分の生活を振り返って，感染症を予防するためにこれ
から気をつけようと思うことやその理由を進んで考えてい
る。

感染症の予防 ・病原体が主な原因となって起こる病気の予防には，病原
体が体に入るのを防ぐことや病原体に対する体の抵抗力
を高めておくことが必要であることを理解できるようにす
る。
・感染症の予防の仕方を考えたり，選んだりした方法がな
ぜ適切であるか，理由をあげて学習カードに書くことがで
きるようにする。
・病気の予防について，課題の解決に向けての話し合い
や発表などの学習活動に，進んで取り組むことができるよ
うにする。

フォークダンス・世界のフォークダンス ・「マイム・マイム」「コロブチカ」「グスタフススコール」な
ど，世界の踊りの特徴を捉えて踊る。

病気の起こり方 ・病気は病原体，体の抵抗力，生活行動，環境などが関わ
り合って起こることを理解できるようにする。
・病気の原因について，病原体，体の抵抗力，生活行動，
環境などの要因に分類して考え，説明できるようにする。
・いろいろな病気やその起こり方について関心をもち，課
題の解決に協力して取り組むことができるようにする。
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2 ・心臓病や脳卒中などの生活習慣病は，運動不足や，糖
分，脂肪分，塩分の取り過ぎ，不規則な生活などが関係し
て起こることがわかる。
・生活習慣病を予防するには，適切な運動，栄養のバラン
スのよい食事，十分な休養・睡眠など，毎日の生活の仕
方に気をつけて，健康によい生活習慣を身に付けること
が大切であることがわかる。

・生活習慣病にはどんなものがあるのか，また，健康によ
くない生活と生活習慣病にはどんな関係があるのかを調
べ，自分の考えを他者に伝えている。
・具体的な事例における生活習慣病を予防するための方
法を理由とともに考え，記している。

・自分の生活を振り返って，生活習慣病を防ぐためにこれ
から実行したいことを進んで考え，日常生活に生かそうと
している。

2 ・むし歯は，歯垢の中の細菌が，糖分を酸に変え，その酸
が歯を溶かすことで起こり，食事中や食後は酸が強くなる
ので，口の中を清潔にしておかないと，歯のとけた状態が
長く続き，むし歯になりやすくなることがわかる。
・むし歯や歯周病を予防するには，食後や寝る前に歯を磨
いて，口の中をいつも清潔にしておくことが大切なこと。ま
た，甘いものを控えめにするなど，糖分を取り過ぎないよ
うにすることも予防になることがわかる。

・むし歯や歯周病がどのようにして起こるのか，その仕組
みを調べ，他者に伝えている。
・具体的な事例においてむし歯になりやすい生活習慣に
ついて考え，発表したりしている。
・具体的な事例においてむし歯にならないためのアドバイ
スを考え，書いている。

・自分の生活を振り返って，むし歯や歯周病を防ぐために
これから実行したいことを進んで考え，日常生活に生かそ
うとしている。

2 ・喫煙は，肺や心臓，脳，胃などに悪い影響を与えること。
また，一度習慣になると簡単にはやめられなくなり，長い
間吸い続けると，肺がんや心臓病などにかかりやすくなる
ことがわかる。
・たばこを吸い始めた時期が早く，吸っている期間が長い
ほど，体への害も大きくなるため，未成年の喫煙は法律で
禁止されていることがわかる。
・たばこの煙には，たくさんの有害物が含まれており，たば
こを吸わない人でもたばこの煙を吸い込むこと（受動喫
煙）で，健康に害が生じることがわかる。

・たばこを吸うと肺にどんな影響があるのかを２枚の写真
から考えている。
・たばこを吸うと体にどんな影響があるのかを調べ，すぐ
に体に現れる害と長い間の喫煙によって現れる害に分け
て発表している。
・どんな場所が喫煙を制限したり，禁煙にしたりしているの
か，その理由を考え，発表している。

・たばこを人からすすめられた場合には，声に出して，はっ
きりと断る意志と態度を示している。

2 ・酒類に含まれているアルコールは，脳のはたらきを低下
させるため，酒を飲むと注意力や判断力がにぶり，事故や
けがを引き起こすこと。また，呼吸や胸が苦しくなるなど体
への影響も現れることがわかる。
・一度に多量の酒を飲むと急性アルコール中毒になって
死亡することがあることがわかる。
・飲酒の習慣は，肝臓，脳，胃，食道，腸，心臓などに負
担をかけて多くの病気を引き起こすことがわかる。
・体の発育する時期の飲酒は心身におよぼす害が特に大
きいので，未成年の飲酒は法律で禁止されていることが
わかる。

・飲酒を続けていると脳にどんな影響があるのかを２枚の
写真から考えている。
・飲酒を続けていると体にどんな影響があるのかを調べ，
すぐに体に現れる害と長い間の飲酒によって現れる害に
分けて発表している。

・酒を人からすすめられた場合には，声に出して，はっきり
と断る意志と態度を示している。

喫煙の害 ・喫煙には，急性の害と慢性の害があることや受動喫煙に
より周囲の人々の健康にも害を及ぼすことを理解できるよ
うにする。
・喫煙と健康について，害や体への影響を考え，説明でき
るようにする。
・喫煙の害について資料を見たり，生活を振り返ったりす
るなど，進んで学習活動に取り組むことができるようにす
る。

飲酒の害 ・飲酒は，判断力が鈍る，呼吸や胸が苦しくなるなどの影
響がすぐに現れることや，飲酒を長い間続けると肝臓がん
などの病気の原因になることを理解できるようにする。
・飲酒の害や体への影響を考え，説明することができるよ
うにする。
・飲酒と健康について関心をもち，課題の解決に協力して
取り組むことができるようにする。

生活習慣病の予防① ・生活習慣病を予防するには，運動，食事，睡眠などにつ
いて，健康によい生活習慣を身に付けることが必要である
ことを理解できるようにする。
・生活習慣病の原因となる生活習慣について考え，生活
習慣病を予防する方法について説明することができるよう
にする。
・生活習慣病に関心をもち，学習した知識をもとに自分の
生活を振り返るなど，進んで学習活動に取り組むことがで
きるようにする。

生活習慣病の予防② ・むし歯や歯周病の予防には，毎日の生活の仕方が関係
していることを理解できるようにする。
・むし歯や歯周病の予防方法について，学習した知識を活
用して具体的に考え，説明できるようにする。
・口腔の衛生を保つための生活習慣について，自己の生
活を振り返ったり，これからの生活の仕方を考えたりしな
がら，進んで学習活動に取り組むことができるようにする。
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2 ・薬物乱用とは，医薬品を医療以外の目的で使ったり，シ
ンナーなどの化学物質を本来の目的以外に不正に使った
りすることであり，１回の使用でも乱用になることがわか
る。
・薬物の乱用は心身に重大な障害を引き起こし，１回の乱
用でも死ぬことがあることがわかる。
・薬物には「依存性」があり，軽い気持ちで使うとやめられ
なくなること。また，乱用を続けると自分の心身の健康に
重大な害をあたえるほか，犯罪や事故など，社会的な事
件を引き起こし，周りの人にたいへんな迷惑をかけること
がわかる。
・薬物の乱用は法律で禁止されていることがわかる。

・シンナーなどの薬物を乱用すると，体にどんな影響があ
るのかを調べ，発表している。
・薬物乱用のこわさについて考え，他者に伝えたり，発表
したりしている。

・薬物には手を出さないという自分の決意とその理由を書
いて，強い意志を示している。

2 ・保健所や保健センターでは，病気の予防や人々の健康
づくりのために，健康的な生活習慣に関わる情報の提供
や予防接種など，様々な活動が行われていることなどか
ら，私たちの健康は地域の様々な活動に支えられている
ことがわかる。

・健康のために自分が気をつけていること，また，学校で
行われている活動について考えている。
・人々の健康を守るために地域の保健所や保健センター
でどんな活動が行われているのかを調べ，発表したりして
いる。

・自分たちの住んでいる地域の保健所や保健センターで
どんな活動が行われているのかを進んで調べようとしてい
る。

地域の保健活動 ・人々の病気を予防するために，保健所や保健センターな
どでは，健康な生活習慣に関わる情報提供や予防接種な
どの活動が行われていることを理解できるようにする。
・地域の様々な保健活動の取り組みの中から，人々の病
気を予防するための取り組みを選ぶことができるようにす
る。
・地域の保健活動について，課題の解決に向けての調べ
学習や発表などの学習活動に，進んで取り組むことができ
るようにする。

薬物乱用の害 ・薬物乱用は，１回の乱用で死に至ることがあり，乱用を
続けるとやめられなくなって，心身の健康に深刻な害を与
えることを理解できるようにする。
・薬物乱用の害や周りの人への影響を考え，説明すること
ができるようにする。
・薬物乱用について，課題の解決に向けての話し合いや
発表などの学習活動に，進んで取り組むことができるよう
にする。
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家庭科

生活時間について、家族との「協
力」などの視点から、課題をもっ
て、基礎的・基本的な知識を身に
つけ、家族の一員として、生活時
間の使い方を考え、工夫すること
ができる。

第６学年

見つめてみよう生活時間

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
生活時間の有効な使い方について
理解している。

家庭の仕事について問題を見いだ
して課題を設定し、さまざまな解決
方法を考え、実践を評価・改善し、
考えたことを表現するなどして課題
を解決する力を身につけている。

家族の一員として、生活をよりよく
しようと、家庭生活と仕事につい
て、課題の解決に向けて主体的に
取り組んだり、ふり返って改善した
りして、生活を工夫し、実践しようと
している。

食事の役割と栄養を考えた食事、
いためる調理について問題を見い
だして課題を設定し、さまざまな解
決方法を考え、実践を評価・改善
し、考えたことを表現するなどして
課題を解決する力を身につけてい
る。

家族の一員として、生活をよりよく
しようと、食事の役割と栄養を考え
た食事、調理の基礎について、課
題の解決に向けて主体的に取り組
んだり、ふり返って改善したりして、
生活を工夫し、実践しようとしてい
る。

朝食から
健康な1日の生活を

朝食の役割と栄養、いためる調理
について、「健康・快適・安全」など
の視点から、課題をもって、基礎
的・基本的な知識及び技能を身に
つけ、調理計画を考え、いためる
調理の仕方を工夫することができ
る。

夏をすずしくさわやかに

食事の役割と栄養を考えた食事に
ついて理解しているとともに、いた
める調理について理解し、適切に
できる。

夏の快適な住まい方や衣服の着
方と手入れについて、「健康・快
適・安全」などの視点から、課題を
もって、基礎的・基本的な知識及び
技能を身につけ、夏をすずしく快適
に過ごすための住まい方や着方・
手入れについて考え、工夫するこ
とができる。

住まいの働きや季節の変化に合
わせた夏の住まい方や衣服の着
方について理解しているとともに、
日常着の手入れの仕方を理解し、
適切にできる。

季節の変化に合わせた夏の住ま
い方や衣服の着方と手入れの仕
方について問題を見いだして課題
を設定し、さまざまな解決方法を考
え、実践を評価・改善し、考えたこ
とを表現するなどして課題を解決
する力を身につけている。

家族の一員として、生活をよりよく
しようと、快適な住まい方や衣服の
着用と手入れについて、課題の解
決に向けて主体的に取り組んだ
り、ふり返って改善したりして、生活
を工夫し、実践しようとしている。

思いを形にして
生活を豊かに

生活を便利で豊かにするための布
を用いた製作について、「健康・快
適・安全」などの視点から、課題を
もって、基礎的・基本的な知識及び
技能を身につけ、目的に合った製
作計画を考え、製作を工夫するこ
とができる。

製作計画やミシンぬいによる製作
の仕方について理解しているととも
に、適切にできる。

生活を豊かにするための布を用い
た物の製作計画やミシンぬいによ
る製作について問題を見いだして
課題を設定し、さまざまな解決方法
を考え、実践を評価・改善し、考え
たことを表現するなどして課題を解
決する力を身につけている。

家族の一員として、生活をよりよく
しようと、生活を豊かにするための
布を用いたミシンぬいによる製作
について、課題の解決に向けて主
体的に取り組んだり、ふり返って改
善したりして、生活を工夫し、実践
しようとしている。

まかせてね　今日の食事 栄養を考えた食事について、「健
康・快適・安全」などの視点から、
課題をもって、1食分の献立と環境
に配慮した調理に関する基礎的・
基本的な知識及び技能を身につ
け、栄養のバランスを考えた1食分
の献立を工夫することができる。

1食分の献立の栄養のバランスや
買い物の仕方、環境に配慮した調
理の仕方について理解していると
ともに、購入に必要な情報の収集・
整理が適切にできる。

1食分の献立の栄養のバランスや
買い物の仕方、環境に配慮した調
理の仕方について問題を見いだし
て課題を設定し、さまざまな解決方
法を考え、実践を評価・改善し、考
えたことを表現するなどして課題を
解決する力を身につけている。

家族の一員として、生活をよりよく
しようと、栄養を考えた食事や買い
物、環境に配慮した生活につい
て、課題の解決に向けて主体的に
取り組んだり、ふり返って改善した
りして、生活を工夫し、実践しようと
している。

冬を明るく暖かく 冬の快適な住まい方や衣服の着
方について、「健康・快適・安全」な
どの視点から、課題をもって、基礎
的・基本的な知識及び技能を身に
つけ、冬を暖かく快適に過ごすた
めの住まい方や着方について考
え、工夫することができる。

住まいの働きや季節の変化に合
わせた冬の住まい方や衣服の着
方について理解している。

季節の変化に合わせた冬の住ま
い方や衣服の着方について問題を
見いだして課題を設定し、さまざま
な解決方法を考え、実践を評価・
改善し、考えたことを表現するなど
して課題を解決する力を身につけ
ている。

家族の一員として、生活をよりよく
しようと、快適な住まい方や衣服の
着用について、課題の解決に向け
て主体的に取り組んだり、ふり返っ
て改善したりして、生活を工夫し、
実践しようとしている。

あなたは家庭や地域の宝物 家族や地域の人々との関わりにつ
いて、家族や地域の人々との「協
力」などの視点から、課題をもっ
て、基礎的・基本的な知識を身に
つけ、よりよい関わりについて考
え、工夫することができる。

家庭生活は地域の人々との関わり
で成り立っていることが分かり、地
域の人々との協力が大切であるこ
とを理解している。

家族や地域の人々との関わりにつ
いて問題を見いだして課題を設定
し、さまざまな解決方法を考え、実
践を評価・改善し、考えたことを表
現するなどして課題を解決する力
を身につけている。

家族の一員として、生活をよりよく
しようと、家族や地域の人々との関
わりについて、課題の解決に向け
て主体的に取り組んだり、ふり返っ
て改善したりして、生活を工夫し、
実践しようとしている。
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Check Your
Steps 3
寄せ書きのメッセージを伝えよう

クラスのみんなに寄せ書きのメッセージを
伝えることができる。
（寄せ書きのメッセージを伝えるために，小
学校の思い出や自分のなりたいことについ
て，話すことができる。）

○〈知識〉Unit 7～8で学習した表現やその
関連語句などについて，理解している。
○〈技能〉小学校の思い出や自分のなりた
いことなどについて，Unit 7～8で学習した
表現やその関連語句などを用いて，考えや
気持ちなどを話す技能を身に付けている。

○寄せ書きのメッセージを伝えるために，小
学校の思い出や自分のなりたいことなどに
ついて，簡単な語句や基本的な表現を用い
て，考えや気持ちなどを話している。

○寄せ書きのメッセージを伝えるために，小
学校の思い出や自分のなりたいことなどに
ついて，簡単な語句や基本的な表現を用い
て，考えや気持ちなどを話そうとしている。

Unit 8
My Future, My Dream

中学校生活や将来について考え，夢を発表
することができる。
（自分のことを伝え，相手のことをよく知るた
めに，中学校生活や将来の夢などについ
て，その概要が分かったり，伝え合ったり，
話したりすることができる。外国語の背景に
ある文化に対する理解を深める。例文を参
考に，文を読んだり，書いたりすることがで
きる。）

○〈知識〉I want to join ～.，I want to enjoy
～.，I’m good at ～.，I want to be ～. およ
びその関連語句などについて理解してい
る。
○〈技能〉中学校生活や将来の夢などにつ
いて，I want to join ～.，I want to enjoy
～.，I’m good at ～.，I want to be ～. およ
びその関連語句などを用いて，聞いたり，
伝え合ったり，話したりする技能を身に付け
ている。

○自分のことを伝え，相手のことをよく知る
ために，中学校生活や将来の夢などについ
て，簡単な語句や基本的な表現を用いて，
聞いたり，伝え合ったり，話したりしている。

○自分のことを伝え，相手のことをよく知る
ために，中学校生活や将来の夢などについ
て，簡単な語句や基本的な表現を用いて，
聞いたり，伝え合ったり，話したりしようとし
ている。
○外国語の背景にある文化に対する理解
を深めようとしている。

Unit 7
My Best Memory

小学校生活の思い出を伝え合うことができ
る。
（自分のことを伝え，相手のことをよく知るた
めに，小学校生活の思い出などについて，
短い話を聞いてその概要が分かったり，伝
え合ったり，話したりすることができる。外国
語の背景にある文化に対する理解を深め
る。例文を参考に，文を読んだり，書いたり
することができる。）

○〈知識〉My best memory is ～.，We went
～.，We saw ～.，I　enjoyed ～. およびその
関連語句などについて，理解している。
○〈技能〉小学校生活の思い出などについ
て，My best memory is ～.，We went ～.，
We saw ～.，I　enjoyed ～. およびその関連
語句などを用いて，聞いたり，伝え合った
り，話したりする技能を身に付けている。

○自分のことを伝え，相手のことをよく知る
ために，小学校生活の思い出などについ
て，簡単な語句や基本的な表現を用いて，
聞いたり，伝え合ったり，話したりしている。

○自分のことを伝え，相手のことをよく知る
ために，小学校生活の思い出などについ
て，簡単な語句や基本的な表現を用いて，
聞いたり，伝え合ったり，話したりしようとし
ている。
○外国語の背景にある文化に対する理解
を深めようとしている。

Check Your Steps 2
世界と自分のつながりを紹介しよう

世界と自分のつながりを発見して紹介する
ことができる。
（世界と自分のつながりを紹介するために，
持ち物や動物，食べ物などについて，話す
ことができる。）

○〈知識〉Unit 4～6で学習した表現やその
関連語句などについて，理解している。
○〈技能〉持ち物や動物，食べ物などについ
て，Unit 4～6で学習した表現やその関連語
句などを用いて，考えや気持ちなどを話す
技能を身に付けている。

○世界と自分のつながりを紹介するため
に，持ち物や動物，食べ物などについて，
簡単な語句や基本的な表現を用いて，考え
や気持ちなどを話している。

○世界と自分のつながりを紹介するため
に，持ち物や動物，食べ物などについて，
簡単な語句や基本的な表現を用いて，考え
や気持ちなどを話そうとしている。

Unit 6
Let’s think about our food.

食材を通じて世界のつながりを考え，メ
ニューを発表することができる。
（世界と日本との関係を知るために，食材を
通じた世界のつながりや食べ物の栄養素な
どについて，短い話を聞いてその概要が分
かったり，伝え合ったり，話したりすることが
できる。外国語の背景にある文化に対する
理解を深める。例文を参考に，文を読んだ
り，書いたりすることができる。）

○〈知識〉I ate ～.，I usually eat ～.，～ is
from ….，～ is in the … group. およびその
関連語句などについて，理解している。
○〈技能〉食材を通じた世界のつながりや食
べ物の栄養素などについて，I ate ～.，I
usually eat ～.，～ is from ….，～ is in the
… group. およびその関連語句などを用い
て，聞いたり，伝え合ったり，話したりする技
能を身に付けている。

○世界と日本との関係を知るために，食材
を通じた世界のつながりや食べ物の栄養素
などについて，簡単な語句や基本的な表現
を用いて，聞いたり，伝え合ったり，話したり
している。

○世界と日本との関係を知るために，食材
を通じた世界のつながりや食べ物の栄養素
などについて，簡単な語句や基本的な表現
を用いて，聞いたり，伝え合ったり，話したり
をしようとしている。
○外国語の背景にある文化に対する理解
を深めようとしている。

Unit 5
We all live on the Earth.

地球に暮らす生き物について考え，そのつ
ながりを発表することができる。
（地球に暮らす生き物について考えるため
に，それら生き物どうしのつながりなどにつ
いて，短い話を聞いてその概要が分かった
り，伝え合ったり，話したりすることができ
る。外国語の背景にある文化に対する理解
を深める。例文を参考に文を読んだり，書
いたりすることができる。）

○〈知識〉Where do ～ live?，～ live in ….，
What do ～eat?，～ eat…. およびその関連
語句などについて，理解している。
○〈技能〉地球に暮らす生き物どうしのつな
がりなどについて，Where do ～ live?，～
live in ….，What do ～eat?，～ eat…. およ
びその関連語句などを用いて，聞いたり，
伝え合ったり，話したりする技能を身に付け
ている。

○地球に暮らす生き物について考えるため
に，それら生き物どうしのつながりなどにつ
いて，簡単な語句や基本的な表現を用い
て，聞いたり，伝え合ったり，話したりしてい
る。

○地球に暮らす生き物について考えるため
に，それら生き物どうしのつながりなどにつ
いて，簡単な語句や基本的な表現を用い
て，聞いたり，伝え合ったり，話したりしよう
としている。
○外国語の背景にある文化に対する理解
を深めようとしている。

Unit 4
Summer Vacations in the Ｗorld

世界の夏休みの過ごし方を知り，自分の思
い出を紹介することができる。
（自分のことを伝え，相手のことをよく知るた
めに，世界と日本の夏休みの過ごし方や自
分たちの思い出を紹介することなどについ
て，短い話を聞いてその概要が分かった
り，伝え合ったり，話したりすることができ
る。外国語の背景にある文化に対する理解
を深める。例文を参考に文を読んだり，書
いたりすることができる。）

○〈知識〉I went to　～.，I enjoyed ～.，I ate
～.，It was ～. およびその関連語句などに
ついて，理解している。
○〈技能〉世界と日本の夏休みの過ごし方
や自分たちの思い出を紹介することなどに
ついて，I went to　～.，I enjoyed ～.，I ate
～.，It was ～. およびその関連語句などを
用いて，聞いたり，伝え合ったり，話したりす
る技能を身に付けている。

○自分のことを伝え，相手のことをよく知る
ために，世界と日本の夏休みの過ごし方や
自分たちの思い出を紹介することなどにつ
いて，簡単な語句や基本的な表現を用い
て，聞いたり，伝え合ったり，話したりしてい
る。

○自分のことを伝え，相手のことをよく知る
ために，世界と日本の夏休みの過ごし方や
自分たちの思い出を紹介することなどにつ
いて，簡単な語句や基本的な表現を用い
て，聞いたり，伝え合ったり，話したりしよう
としている。
○外国語の背景にある文化に対する理解
を深めようとしている。

Check Your Steps 1
外国の人にメッセージを伝えよう

外国の人にメッセージを伝えることができ
る。
（外国の人にメッセージを伝えるために，自
分の名前や好きなこと，日常生活，宝物，
行ってみたい国などについて，話すことがで
きる。）

○〈知識〉Unit 1～3で学習した表現やその
関連語句などについて，理解している。
○〈技能〉自分の名前や好きなこと，日常生
活，宝物，行ってみたい国などについて，
Unit 1～3で学習した表現やその関連語句
などを用いて，考えや気持ちなどを話す技
能を身に付けている。

○外国の人にメッセージを伝えるために，
自分の名前や好きなこと，日常生活，宝
物，行ってみたい国などについて，簡単な
語句や基本的な表現を用いて，考えや気持
ちなどを話している。

○外国の人にメッセージを伝えるために，
自分の名前や好きなこと，日常生活，宝
物，行ってみたい国などについて，簡単な
語句や基本的な表現を用いて，考えや気持
ちなどを話そうとしている。

外国語

名前や好きなもの・こと，誕生日を発表する
ことができる。
（自分のことを伝え，相手のことをよく知るた
めに，名前や好きなこと，誕生日などにつ
いて，短い話を聞いてその概要が分かった
り，伝え合ったり，話したりすることができ
る。外国語の背景にある文化に対する理解
を深める。例文を参考に文を読んだり，書
いたりすることができる。）

第６学年

Unit 1
This is me!

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）

単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

○〈知識〉I’m ～.，I’m from ～.，I like ～，
My birthday is～.およびその関連語句など
について，理解している。
○〈技能〉名前や好きなもの・こと，誕生日な
どについて，I’m ～.，I’m from ～.，I like
～，My birthday is～.およびその関連語句
などを用いて，聞いたり，伝え合ったり，話し
たりする技能を身に付けている。

○自分のことを伝え，相手のことをよく知る
ために，名前や好きなこと，誕生日などにつ
いて，簡単な語句や基本的な表現を用い
て，聞いたり，伝え合ったり，話したりしてい
る。

○自分のことを伝え，相手のことをよく知る
ために，名前や好きなこと，誕生日などにつ
いて，簡単な語句や基本的な表現を用い
て，聞いたり，伝え合ったり，話したりしよう
としている。外国語の背景にある文化に対
する理解を深めようとしている。

○自分のことを伝え，相手のことをよく知る
ために，世界の子供たちや自分たちの日常
生活などについて，簡単な語句や基本的な
表現を用いて，聞いたり，伝え合ったり，話
したりしている。

○自分のことを伝え，相手のことをよく知る
ために，世界の子供たちや自分たちの日常
生活などについて，簡単な語句や基本的な
表現を用いて，聞いたり，伝え合ったり，話
したりしようとしている。
○外国語の背景にある文化に対する理解
を深めようとしている。

Unit 2
How is your school life?

世界の子供たちの日常生活を知り，自分た
ちの生活について伝え合うことができる。
（自分のことを伝え，相手のことをよく知るた
めに，世界の子供たちや自分たちの日常生
活などについて，短い話を聞いてその概要
が分かったり，伝え合ったり，話したりするこ
とができる。外国語の背景にある文化に対
する理解を深める。例文を参考に文を読ん
だり，書いたりすることができる。）

Unit 3
Let’s go to Italy.

○〈知識〉I live in ～.， I go to ～.， I usually
～.，My treasure is ～. およびその関連語
句などについて，理解している。
○〈技能〉世界の子供たちや自分たちの日
常生活などについて，I live in ～.， I go to
～.， I usually ～.，My treasure is ～. およ
びその関連語句などを用いて，聞いたり，
伝え合ったり，話したりする技能を身に付け
ている。

行ってみたい国や地域と，その理由を説明
することができる。
（自分のことを伝え，相手のことをよく知るた
めに，行ってみたいおすすめの国や地域
と，その理由について，短い話を聞いてそ
の概要が分かったり，伝え合ったり，話した
りすることができる。外国語の背景にある文
化に対する理解を深める。例文を参考に文
を読んだり，書いたりすることができる。）

○〈知識〉～ is ….， You can ～.， It’s ～.
およびその関連語句などについて，理解し
ている。
○〈技能〉行ってみたいおすすめの国や地
域と，その理由などについて，～ is ….，
You can ～.， It’s ～. およびその関連語句
などを用いて，聞いたり，伝え合ったり，話し
たりする技能を身に付けている。

○自分のことを伝え，相手のことをよく知る
ために，行ってみたいおすすめの国や地域
と，その理由などについて，簡単な語句や
基本的な表現を用いて，聞いたり，伝え
合ったり，話したりしている。

○自分のことを伝え，相手のことをよく知る
ために，行ってみたいおすすめの国や地域
と，その理由などについて，簡単な語句や
基本的な表現を用いて，聞いたり，伝え
合ったり，話したりしようとしている。
○外国語の背景にある文化に対する理解
を深めようとしている。



教科 学年

13

12

10

マイドリーム
～よりよく生きるために～
パート③将来の夢

１、２学期の活動を振り返り、将
来の自分の夢について見つめ
直し、主体的に問題を解決し、
今後の生き方に活かすことが
できる。

○自分の興味のある職種の
方々の考え方や活動を理解し
ている。

○自ら設定した課題に対し、よ
りよい解決方法を工夫しようと
している。

○祝う会での発表の準備やま
とめ活動など、目的意識をもっ
て活動している。

マイドリーム
～よりよく生きるために～
パート①職場体験

探究的な活動（働く体験）を通
して、働くことに対する理解を深
め、主体的に問題を解決し、学
習したことを今後の生き方に活
かすことができる。

○仕事をする人や様々な立場
の人の考え方や活動を理解し
ている。

○自ら設定した課題に対し、よ
りよい解決方法を工夫しようと
している。

○職場体験の準備や企画な
ど、目的意識をもって活動して
いる。

マイドリーム
～よりよく生きるために～
パート②ボランティア体験
職業調べ

探究的な活動を通して、ボラン
ティア活動に対する理解を深
め、主体的に問題を解決し、学
習したことを今後の生き方に活
かすことができる。

○ボランティア活動をする人や
様々な立場の人の考え方や活
動を理解している。

○自ら設定した課題に対し、よ
りよい解決方法を工夫しようと
している。

○調べ活動の発表会の準備や
企画など、目的意識をもって活
動している。

総合的な学習の時間 第６学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度



教科 学年

2

1

3

3

2

2

1

3

6

3

3

3

3

2学期のめあてを振り返ろう
（冬休みの計画を立てよう）

学級や学校での生活づくりに主体的に関わ
り、自己を生かそうとするともに、希望や目
標をもち、その実現に向けて日常の生活を
よりよくしようとする。

自己の良さを生かしながら、目標の達成へ
の見通しをもち、自己実現を図るために必
要な知識や行動の仕方を理解している。

自己の生活や学習への課題について考
え、よりよく生きるための課題を見いだし、
解決のために話し合って意思決定し、自分
の良さを生かしたり、他者と協力したりし
て、実践している。

目標の達成を見通して自分に合った目標を
立て、自己の良さを生かし、他者と協働して
目標の達成を目指しながら、主体的に行動
しようとしている。

★学習発表会を成功させよう 最高学年としての自覚をもち、学習発表会
を通して、自己の成長を感じるとともに、互
いの良さを見付け、違いを尊重し合い、仲
良くしたり、信頼し合ったりして生活する。

最高学年としての自覚をもち、学習発表会
を通して成長する上での課題を見いだした
り、課題の改善に取り組むことの意義を理
解し、身に付けている。

最高学年としての自覚をもち、学習発表会
を通して成長する上での課題に気付き、多
様な意見をもとに、自らの解決方法を意思
決定し、実践している。

最高学年としての自覚をもち、学習発表会
に向けて粘り強く取り組んだり、他者を尊重
して主体的によりよい人間関係を形成しよ
うとしたりしている。

１学期を振り返ろう
（夏休みの計画を立てよう）

学級や学校での生活づくりに主体的に関わ
り、自己を生かそうとするともに、希望や目
標をもち、その実現に向けて日常の生活を
よりよくしようとする。

自己の良さを生かしながら、目標の達成へ
の見通しをもち、自己実現を図るために必
要な知識や行動の仕方を理解している。

自己の生活や学習への課題について考
え、よりよく生きるための課題を見いだし、
解決のために話し合って意思決定し、自分
の良さを生かしたり、他者と協力したりし
て、実践している。

目標の達成を見通して自分に合った目標を
立て、自己の良さを生かし、他者と協働して
目標の達成を目指しながら、主体的に行動
しようとしている。

雨の日の遊びを工夫しよう 最高学年としての自覚をもち、天候や学校
の状況を踏まえた生活のしかたを考えるこ
とを通して、身を守り安全に生活したり行動
したりすることができるようにする。

最高学年としての自覚をもち、安全に日常
の生活を送るための課題の改善に向けて
取り組むことの意義を理解し、身に付けて
いる。

最高学年としての自覚をもち、安全に日常
生活をおくる上での課題に気付き、他者の
意見を聞きながら、自らの解決方法を意思
決定し、実践している。

最高学年としての自覚をもち、自己の生活
をよりよくするために、他者と協働しながら
自己の生活上の課題の解決に向けて主体
的に取り組もうとしている。

もうすぐ中学生
（春休みの計画を立てよう）

学級や学校での生活づくりに主体的に関わ
り、自己を生かそうとするともに、希望や目
標をもち、その実現に向けて日常の生活を
よりよくしようとする。中学孝生活への意識
を高めようとする。

自己の良さを生かしながら、目標の達成へ
の見通しをもち、自己実現を図るために必
要な知識や行動の仕方を理解している。

自己の生活や学習への課題について考
え、よりよく生きるための課題を見いだし、
解決のために話し合って意思決定し、自分
の良さを生かしたり、他者と協力したりし
て、実践している。

目標の達成を見通して自分に合った目標を
立て、自己の良さを生かし、他者と協働して
目標の達成を目指しながら、主体的に行動
しようとしている。

最高学年としての自覚をもち、安全に日常
の生活を送るための課題の改善に向けて
取り組むことの意義を理解し、身に付けて
いる。

最高学年としての自覚をもち、安全に日常
生活をおくる上での課題に気付き、他者の
意見を聞きながら、自らの解決方法を意思
決定し、実践している。

最高学年としての自覚をもち、自己の生活
をよりよくするために、他者と協働しながら
自己の生活上の課題の解決に向けて主体
的に取り組もうとしている。

3学期のめあてを決めよう
（冬休みを振り返ろう）

学級や学校での生活づくりに主体的に関わ
り、自己を生かそうとするともに、希望や目
標をもち、その実現に向けて日常の生活を
よりよくしようとする。

自己の良さを生かしながら、目標の達成へ
の見通しをもち、自己実現を図るために必
要な知識や行動の仕方を理解している。

自己の生活や学習への課題について考
え、よりよく生きるための課題を見いだし、
解決のために話し合って意思決定し、自分
の良さを生かしたり、他者と協力したりし
て、実践している。

目標の達成を見通して自分に合った目標を
立て、自己の良さを生かし、他者と協働して
目標の達成を目指しながら、主体的に行動
しようとしている。

寒さに負けず元気に過ごそう 最高学年としての自覚をもち、天候や学校
の状況を踏まえた生活のしかたを考えるこ
とを通して、身を守り安全に生活したり行動
したりすることができるようにする。

★篠三まつり成功させよう 最高学年としての自覚をもち、篠三まつりを
通して、自己の成長を感じるとともに、互い
の良さを見付け、違いを尊重し合い、仲良く
したり、信頼し合ったりして生活する。

最高学年としての自覚をもち、篠三まつりを
通して成長する上での課題を見いだしたり、
課題の改善に取り組むことの意義を理解
し、身に付けている。

最高学年としての自覚をもち、篠三まつりを
通して成長する上での課題に気付き、多様
な意見をもとに、自らの解決方法を意思決
定し、実践している。

最高学年としての自覚をもち、篠三まつりに
向けて粘り強く取り組んだり、他者を尊重し
て主体的によりよい人間関係を形成しよう
としたりしている。

自己の良さを生かしながら、目標の達成へ
の見通しをもち、自己実現を図るために必
要な知識や行動の仕方を理解している。

自己の生活や学習への課題について考
え、よりよく生きるための課題を見いだし、
解決のために話し合って意思決定し、自分
の良さを生かしたり、他者と協力したりし
て、実践している。

目標の達成を見通して自分に合った目標を
立て、自己の良さを生かし、他者と協働して
目標の達成を目指しながら、主体的に行動
しようとしている。

楽しい林間学校にしよう 最高学年としての自覚をもち、林間学校を
通して、自己の成長を感じるとともに、互い
の良さを見付け、違いを尊重し合い、仲良く
したり、信頼し合ったりして生活する。

最高学年としての自覚をもち、林間学校を
通して成長する上での課題を見いだしたり、
課題の改善に取り組むことの意義を理解
し、身に付けている。

最高学年としての自覚をもち、林間学校を
通して成長する上での課題に気付き、多様
な意見をもとに、自らの解決方法を意思決
定し、実践している。

最高学年としての自覚をもち、林間学校に
向けて粘り強く取り組んだり、他者を尊重し
て主体的によりよい人間関係を形成しよう
としたりしている。

2学期のめあてを決めよう 学級や学校での生活づくりに主体的に関わ
り、自己を生かそうとするともに、希望や目
標をもち、その実現に向けて日常の生活を
よりよくしようとする。

★最後の運動会を盛り上げよう 最高学年としての自覚をもち、運動会を通し
て成長する上での課題を見いだしたり、課
題の改善に取り組むことの意義を理解し、
身に付けている。

最高学年としての自覚をもち、運動会を通し
て成長する上での課題に気付き、多様な意
見をもとに、自らの解決方法を意思決定し、
実践している。

最高学年としての自覚をもち、運動会に向
けて粘り強く取り組んだり、他者を尊重して
主体的によりよい人間関係を形成しようとし
たりしている。

学級や学校での生活づくりに主体的に関わ
り、自己を生かそうとするともに、希望や目
標をもち、その実現に向けて日常の生活を
よりよくしようとする。

学級や学校での生活づくりに主体的に関わ
り、自己を生かそうとするともに、希望や目
標をもち、その実現に向けて日常の生活を
よりよくしようとする。

最高学年としての自覚をもち、運動会を通し
て、自己の成長を感じるとともに、互いの良
さを見付け、違いを尊重し合い、仲良くした
り、信頼し合ったりして生活する。

学級の目標を決めよう 自己の良さを生かしながら、目標の達成へ
の見通しをもち、自己実現を図るために必
要な知識や行動の仕方を理解している。

自己の生活や学習への課題について考
え、よりよく生きるための課題を見いだし、
解決のために話し合って意思決定し、自分
の良さを生かしたり、他者と協力したりし
て、実践している。

目標の達成を見通して自分に合った目標を
立て、自己の良さを生かし、他者と協働して
目標の達成を目指しながら、主体的に行動
しようとしている。

自分のめあてを決めよう 自己の良さを生かしながら、目標の達成へ
の見通しをもち、自己実現を図るために必
要な知識や行動の仕方を理解している。

自己の生活や学習への課題について考
え、よりよく生きるための課題を見いだし、
解決のために話し合って意思決定し、自分
の良さを生かしたり、他者と協力したりし
て、実践している。

目標の達成を見通して自分に合った目標を
立て、自己の良さを生かし、他者と協働して
目標の達成を目指しながら、主体的に行動
しようとしている。

特別活動 第６学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度



教科 学年

12

15

8

〇自分の目的や課題に応じた
資料を収集することができる。
○調べたことや自分の考えを、
分かりやすくまとめ、表現する
ことができる。

○様々な図書館資料を読み、
目的に応じて必要な情報を抜
き出し、記録する。

○問題解決のために収集した
情報を整理・分析している。
〇目的に合わせた方法を選ん
でまとめ、それをもとに友達に
説明している。

○進んで本を読み、調べようと
している。
○働くことについて知り、自身
の人生に生かそうと、主体的に
学んでいこうとしている。

「私の大切な一冊を紹介しよう」 〇これまでの読書経験から、友
達におすすめの本を紹介する
ことができる。

○紹介する本について、必要
な情報を抜き出し、記録する。

○自分の考えを分かりやすくま
とめ、友達に表現する。

○読書の良さを理解し、友達と
関わり合いながら主体的に学
んでいこうとしている。

「職業調べをしよう」

〇読み聞かせをする本の内容
を理解し、本の中からクイズを
考えクイズを出している。
〇幅広く本を読み、友達と交流
し自分の考えを表現している。

〇１年生に合う本を進んで選ぼ
うとしている。
〇幅広く本を選んで本を読もう
としている。

伝記を読もう
興味のある人物のリーフレット
を作ろう

〇興味をもった人物について
本を読むことができる。
〇興味をもった人物について
リーフレットにまとめることがで
きる。。

〇自分が興味をもった人物の
本を複数探している。
〇選んだ本の中から必要な情
報を引用したり、要約したりして
書き出している。

〇自分が興味をもった人物を
見つけている。
○自分の興味のある人物の人
柄や生き方が分かる情報を整
理している。

〇問題解決のために選んだ本
を進んで読んでいる。
〇自分が見つけた問題につい
て、他者と関わり合いながら主
体的に学んでいこうとしてい
る。

１年生に読み聞かせをしよう
本の世界を楽しもう

〇１年生の実態に合った本を
選ぶことができる。
〇読み聞かせを通して、読書
の良さを実感することができ
る。
〇幅広く本を読み、自分の世
界を広げることができる。

〇読み聞かせをする本の内容
を理解している。
〇幅広い本の中から選んで読
むことができる。

読書科 第６学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度


